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日本体育学会体育心理学專門分科会会則

第1条本会は，日本体育学会体育心理学専門分

第2条本会は，体育・スポーツに関する体育心
研究と実践を推進することを目的とする

第3条本会は，第2条の目的を達成するために
（1）研究会の開催
（2）会報の発行

本会は，日本体育学会体育心理学専門分科会と称する．
本会は，体育．スポーツ直関する体育心理学研究の発展のため，会員相互の情報交換を行い，

次の事業を行う

（3）会員の研究に街する国内，国外の情報の収集と紹介

（4）その他，本会の目的に資する事業
第4条本会の会員は，本会の趣旨に賛同する者で，会費を納入した者とする．
第5条本会に次の役員を置く．
（1）会長1名
（2）理事12名
（3）監事2名

第6条役員の選出は，次の方法で行う．ただし，末位が同数の場合は抽選とする．
(1)会長は，会員の単記無記名投票による最多得票者とする．
（2）理事は，会員の5名連記無記名投票による得票上位者10名とする．
選挙とは別に事溌局から2名の理事を選出し，庶務・会計を担当する．

（3）理事長は，理事の単記無記名投票による最多綿票者とする．
（4）監事は，会員の中から会長が委嘱する．

第7条役員の任期は，4月1日より翌々 年の3月31日までの2年間とし，2期の重任を限度
ただし，事務局選出の理事はこの限りでない

第8条本会に理事会を置き，会長および理事でもって構成する．
第9条理事会には．業務を円滑に遂行するため，次の委員会を置く．
学会大会委員会，企画委員会，広報委員会，庶務・会計委員会
ただし，庶務・会計委員会は，事務局選出の理事が担当する．

第10条会務を補佐するため，会長の指名により幹事若干名を置くことができる．
第11条本会の会議は，総会および理事会とする．

第12条総会は，次の事項を審議決定する．
（1）役員の選出
（2）事業報告および収支決算
（3）事業計画および収支予算
（4）会則の改正
（5）その他

第'3条総会は年1回，日本体育学会の開催地で開催し，当日の出席会員をもって構成する．
第14条本会の経費は，会費，日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する
第,5条本会の会計年産は．日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会までと

ロ

とする

本会の経費は，会費，日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する．
本会の会計年度は，日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会までとする．

本会の事務局は，総会の識を経て決定する．
本会は，日本体育学会の依頼により，日本体育学会関連役員等を選出する．
この会則は，平成14年10月13日から施行する．

附貝l1
■
申
■
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２
３

体育心理学専門分科会の役員（敬称略）

任期：平成13年4月1日～平成17年3月31日
会長：杉原隆
理事長：西田保
理事：学会大会委員会（○阿江美恵子，土屋裕陸橋本公雄）
企画委員会（○荒木雅信岡沢祥訓鈴木壮）
広報委員会（○和田尚，工藤孝幾，竹中晃二）
庶務・会計委員会（○山本裕二，竹之内隆志）○：委員長

監事；寺田邦昭，石垣尚男



はじめに

日本体育学会体育心理学専門分科会

事務局代表西田保（名古屋大学）

名古屋大学が事務局を引き受けて，4年が経過しようとしています．「シドニーから

アテネまで」の期限付きでしたので，今年の体育学会（信州大学）でバトンタッチする

ことになります.途中棄権せずに完走間近までたどり着けたのは,会員の皆様のご理解

とご協力の賜物と厚く感謝しております．

この4年間,本専門分科会独自の関連業務や,学会本部とのパイプ役としての任務を

果たして参りました．また，2003年度からは，専門分科会活動の活性化に向けた「新

制度」をスタートさせ，運営組織の名称もこれまでの運営委員会から理事会へと変更

し，委員会制度を導入しました．

今年の体育学会では，「学会大会委員会」を中心として検討されたシンポジウムおよ

びキーノートレクチャーが計画されています．会報の編集を主業務とする「広報委員

会」は，今回の会報から実質的な編集作業に取り組み,事務局との合同制作で会報を作

成しました．また，専門分科会独自の活動を計画する「企画委員会」では，体育学会の

前日にプレセミナーを開催する運びとなりました．その詳細は,V11.日本体育学会第

55回大会案内に記載しましたので，ご参照の上，多数ご参加下さいますようお願い致
します．

新しい制度が定着するにつれて,庶務および会計の業務は残るものの,事務局の仕事

はかなり軽減されてきました.これにより，今年の専門分科会総会で決定される次期事

務局へは,なるべく負担の少ない状態でバトンタッチできることと思います.新事務局

の方々，よろしくお願い致します．

体育学の分化や専門化が急速に進み，学会発表数が減少してきたことを契機として，

体育学会が大きな「曲がり角」に差しかかっています．また，專門分科会の存在意義も

同時に問われています．これらの問題に対して，スポーツ心理学会との「共有性」「独

自性｣を視野に入れながら,体育学会における専門分科会の位置づけを明確にしていく

必要性を感じています．

最後になりましたが,本会報の発刊におきましては,多くの方々にご協力を頂きまし

た．事務局を代表して厚く感謝申し上げたいと思います．また，会員の皆様には，今後

とも専門分科会活動に積極的にご協力頂きますよう重ねてお願い申し上げます．

平成16年7月7日
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日本体育学会体育心理学専門分科会

会長杉原隆（東京学芸大学）

昨年の会報で“曲がり角”という表題のもと，日本体育学会としての研究活動・学会

大会のあり方について直面する問題を指摘し提言をしました.体育学･スポーツ科学の

分化は各独立学会に委ね,体育学会は各専門分科会(学問領域)が緊密な情報交換を行

い協力して総合化に向けて力を注ぐ必要があるのではないかという指摘でした．

日本体育学会は研究面だけでなく，このこととも密接に関係する組織上の"曲がり角”

にも直而しています.具体的にいうと,新しい専門分科会の設立と支部組織の再編問題
です．

去る4月，「アダ､プテッド・スポーツ科学｣専門分科会新設の申請が出されました．皆

さんご承知のように，体育学会には現在13の専門分科会があります．この中で最も新

しいのは，昭和63年に設立されたスポーツ人類学，その次に新しいのは昭和53年に設

立された体育科教育学です．その後，群踊学専門分科会設立の申請がなされましたが，

平成6年の総会において否決されています．

否決された主な理由は，おおきく言って二つあったと思います．ひとつは，専門分科

会は独自の研究方法と研究内容を持つ学問で構成されているが，舞踊は研究対象なの

で，これを認めると研究対象別の分科会が次々と申請される恐れがあるというもので

す．もうひとつは，体育学の体系‘分化の原理を明確にしてからその基準にしたがって

判断すべきであるが,それについて議論がなされておらず,時期尚早であるという意見
です．

一方，日本学術会議の体育学・スポーツ科学研究連絡委員会には現在33団体（独立

学会）が登録されており，そのなかにはランニング学会，日本スキー学会，日本ゴルフ

学会などなど舞踊と同じ研究対象による学問領域もたくさん含まれています.このよう

な方向性からすると,現在はその分科会はないので他の分科会で発表しているという研

究の数や発起人の数などについての基準を決めて,それを満たせばどんどん設立を認め

ていってよいのではないかという考え方もあると思います．

専門分科会の構成を伝統的な学問領域を基準に考えるか,研究対象も含めて柔軟に考

えるかは,学会そのものの性格と密接に関係する基本的な問題です.後者のように考え

れば,専門分科会は独立学会として位置づけられるようになり，日本体育学会はそれら

独立学会を取りまとめて統括する連合体というようにその性格を変えていくことになる

でしょう．体育学・スポーツ科学の総合化を目指すという意味では，体育学会をこのよ
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うな性格の学会にしたほうが好都合だという考え方も成り立つでしょう．

さらに，もうひとつの組織上の問題に，支部の再編問題があります．支部は代議員選

出の単位になっていますが,最も会員数の多い東京支部では451名について1人，最も

少ない高知支部はで21名に1人と,1票の格差が実に20倍を超えています．この格差

の問題,特に規模の小さい支部の問題点は代議員選出の不公平にとどまりません.法人

化された体育学会は研究活動だけでなく，研究成果の社会への還元,社会貢献が求めら

れています.この活動の基盤となるのが支部であり，そのために支部活動の活性化が急

務となっています．しかし,あまり支部の規模が小さいとこのような活動が十分行えな

いことになります．事実，規模の小さい一部の支部ではほとんど活動が行われておら

ず,代議員の選出のための選挙でさえ支障をきたしているのが現状です.一票の格差を

小さくし，支部活動を活性化させるための支部の再編か急がれます．

このような状況を受け,理事会では特別委員会を立ち上げ,会員の意見の集約を図る

ことを決定しました．会員諸氏の積極的な提言を期待しています．

平成16年6月22日
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特別寄稿1

イメージトレーニング再考

1．はじめに

1985年以来17年間にわたる日本体育協会

スポーツ医科学委員会におけるメンタルマネジメ

ント研究プロジェクトで数々のメンタルトレーニ

ング技法が取り上げられ，実際にそれらがトップ

レベルを中心とした競技者に実施されたり，また

科学的な手法によって効果的な方法を探索するた

めの基礎的研究が穂み重ねられてきた．このよう

なプロジェクト進行のプロセスの中で，もっとも

注目されてきたトレーニングの方法の一つとして，

いわゆる“イメージトレーニング(以下ITと呼ぶ)|'

をあげることができる．因みに,各オリンピック大

会後に参加選手に実施された心理調査(猪俣ら,l

992）の結果を見ると，毎回同じように回答した

選手の中で約90％の者がこの方法を取り入れ，

利用していたことがわかる.Washbum(1916)が自

己の運動をイメージしたときに微細な筋運動（顕

在化しない程度の）が生じていることなどを仮説

としてトレーニング効果を説いて以来，およそ1

世紀が経過し，この間,Jacobsonの筋電図によるイ

メージ中の微細な筋活動の記録，勝部らによる

CSRを手がかりとした研究，イメージ中の脳波に

関する研究，また実際のスポーツ技能を取り上げ

た行動的レベルでの研究など研究報告は枚挙に暇

がないほど数多いしかし,残念ながらこれらの研

究がITの方法の改善，あるいは体系化にどれほど

役立てられたかについては，はなはだ疑問である

といわざるをえない.実際,先のプロジェクトに関

猪俣公宏（中京大学）

与した選手が最終的に採用していた方法は1部の

例外的な事例を除いて，ほとんど彼らの経験に基

づく，未組織的なものであったといっても過言で

はないだろう．むしろ，逆に，そのような経験的な

方法の中にわれわれが注目すべき手法が見出され

たことさえあった．

しかしながら，この10年間の基礎的研究分野

(例えば,認知神経科学,運動学習や制御分野など）

における‘'運動イメージ''あるいは“認知的シュミ

レーション”等に関連した研究への関心や発展は

目ざましく，ようやくこの数年間にスポーツにお

けるイメージ問題の解決にも手がかりが得られる

ような段階になってきたといえよう．

そこでこのレクチャーにおいては筆者がかか

わったこれまでの研究や実践を踏まえながら，ま

た基礎的研究分野の成果を展望しながら現在のIT

における理論的な問題，実施方法に関する問題に

ついて取り上げ,それらの解決にむけて,一つの考

え方をまとめてみたい．

2．1Tの概念についての再考

従来，メンタルプラクテイス，イメージリハーサ

ル，ビジュアリゼーション，など呼称はさまざまで

あったが，共通した捉え方として通常の身体的運

動を伴う練習に対し，身体動作を伴わない,いわゆ

る“イメージ，'のみによるトレーニングであり，通

常の身体運動を伴う練習とは対比的にまた二者択

一的な捉え方をして来たと言えよう‐
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これに対して,Decety(1996),Jeannerod(2003)らは

fMRIによる研究結果をもとに実際の顕在化され

た運動は運動イメージの要素をすべて含んでおり，

それらの間には一つの連続軸が考えられるとして

いる．またHolmes(2002)も実際の運動と運動イ

メージの間には中枢神経レベルの機能的等価性

(Functionalequivalence)が存在していると考え，彼

もまた両者の間に連続性を想定し,ITに直接関連

したPETTLEPモデルを提案している．

先述したWishbomの仮説にも表されているよう

に実際の運動と運動イメージとの間にみられる共

通性の指摘は決して新しい見方ではないが,直接，

脳活動における機能的等価性についてfMRIなど

の実証的な証拠を基に提案している点が特に注目

されよう．

また従来の運動に関するイメージはほとんど意

識レベルで考えられてきたが,前述のfMRIによ

る研究においては運動遂行の準備段階におけるプ

ロセス（主として計画など)，また運動遂行中の自

動制御に関わる小脳の関与など，意識レベル以外

においても共通性が見出されてきている意味は大

きいと言えよう．このように実際の運動と運動イ

メージの間に従来より広い範囲で共通性が見られ

てきたことを踏まえて，現在のITの概念を見直し

てみると両者の間に区分があり，それらの間に位

置するトレーニング法（実際の競技ではむしろ多

く見られる）について,積極的な意味づけをしてい

ないことが指摘されよう．

これからは新たな方向として，実際の運動と運

動イメージを一つの連続軸上で捉え，両極の間で

どれだけ実際の運動と等価性を持つものであるか

を基準としながら，より実際の運動に近いものか

ら，極端に顕在的な運動を伴わない運動イメージ

をもちいたものまで多様なトレーニングを考えて

いきたいと思う．

その際，著者は従来のITにかえて．実際の運動

をターケットとしたシュミレーショントレーニン

グの概念を導入したいと考えている．

3.1Tの前にリラクセーションは必要なのか

SuinnのVMBR法など従来のITにおいては必ず

トレーニング前のリラクセーションが強調されて

きた．これは自律訓練法,筋弛緩法,呼吸調整法(セ

ンタリングなど)などによるリラクセーションは主

に身体的緊張からくる妨害の彩群を低減させ，ま

た認知的な妨害をも取り除くことができると考え

られてきたことによる．

しかし，実際の運動遂行時は‘-すうまでもなく,IT

中の心拍数，血圧などの変化を手がかりにしてみ

ると，明らかに休憩時等の水準に比べ,高い覚醒水

準の状態にある．また実際に競技者が競技の場で

行っているITの現場を観察してみると多くのケー

スで何らかの顕在的な身体運動を伴わせているこ

とが指摘できる．さらに逆U宇仮説なと§を考え合

わせるとトレーニング前のリラクセーシヨンはむ

しろ実際の運動のシュミレーションを妨げる方向

になる可能性さえあるといえよう．

著者はトレーニング前の準備段階においてはIT

中に想定される覚醒水準（種目や状況によって異

なる）にできるだけ近い状態をつくるべきであり，

ケースによってはサイキングアップが必要になる

と考えている．この問題については従来のリラク

ゼーシヨンの必要性に対する根拠を再検討しなが

ら，新たな方策を提案してみたいと考えている．

4．“運動イメージ”の鮮明度と統御性に関わる問

題

著者らはITにおけるイメージを過去経験（知覚



的，感覚的，感情的経験など）によって，外界の事

物の知覚と頬同的に習得保持された情報が，自己

の記憶を手がかりとして意識的レベルで想起ある

いは再生されたものであると考え,Pavioなどの絵

画的なイメーシ論の視点から運動イメージの因子

分析を試みた（西田ほか,1981).その結果，さ

まざまな動作に共通した視覚因子とそれぞれ個別

の動作ごとに複合感覚的な因子群を見出している．

またGordonの統御性の考え方に基づき，イメージ

内容を意図する方向で変換できる能力について一

連の系列動作課題を動作なしに言語教示にした

がってイメージし，その正確性を指標とするテス

トを標準化した（西田ほか，1986）．このよう

な運動のイメージに関するテストの開発はHall

(1985)らによっても報告されている．しかしこれら

の研究で取り上げられた鮮明度や統御性の要素は

いずれもイメージの絵画論的なパラダイムにそっ

た解釈が中心であり，今日の運動イメージの機能

的等価性を考慮したものではなかったといえよう．

このレクチャーにおいては従来からの鮮明度と統

御性についての問題点を指摘し，さらに運動の

シュミレーションという視点から，

メージの類似性の要因を取り上げ，

評価について考えてみたい．

9

新たに運動イ

その客観的な

5．まとめにかえて

ここではITに関する2,3の問題に限定して,最

近の基礎的研究領域における成果を踏まえながら，

従来のITを再考してみた著者は特に運動イメー

ジの機能的等価性パラダイムに注目しながら，こ

れからのITの新たな発展の方向を模索したいと考

えている．

(付記）

本稿は信州大学で開催予定の体育学会において

著者がキーノートレクチャーを行う際の問題提起

としてITの再考についてまとめてみたものである．

参考文献，データや資料については発表当日に配

布する予定である．正直に言って，まだ十分に著者

自身のなかで煮詰まっていない部分もあり，是非

会員諸氏の忌憧のない，ご意見やアドバイスをお

願いしたい．
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特別寄稿2

脳科学と力学系を運動学習する

平田智秋（理化学研究所脳科学総合研究センター。十文字学園女子大学）

はじめに

現在，理化学研究所でポスドク研究員として高

磁場fMRIの実験を進めつつ,一般体育の授業を非

常勤で週4コマ担当しています.妙な組合わせの二

足の草蛙ですので「どっちつかず」にならぬよう，

両者のつながりを意識しながら勉強の最中です‐

図lは脳科学で一般的な手法と，体育と運動学習の

時空間分布です．時間を横軸，空間を縦軸にとり，

それぞれが対象とする範囲を示しています．そし

て灰色の部分が，私が関わっているMRIと体育で

す．この図は両軸を対数変換しているので目立ち

ませんが，脳科学と体育とのギャップは小さくあ

I)ません.本稿では，このギャップを典蕊に受け止

め(股近，この差異があたかも無いように見せる傾

向，脳科学を日常生活へと強引に刊覧化する傾向

を感じます)，しかし悲観せず．ギャップを橋渡し

する手がかりを提案します．具体的には脳科学を

体験して感じた以下の4点，体育の.唖捉，手続き記

憶の定蒲化(consolidalion)研究の概観，仮説となる

力学系モデル，そして私達のグループで進めてい

るMRI実験を御紹介します

4
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図1：脳科学の各手法と運動学習／体育が対象とする範囲の時空間分布



体育の意義：手続き的知識とリアリティ

「沢井さんって,学校行ってた頃から，あた

しが答えわからなくてもクラスの誰かがわか

るんだからいいじゃんって思ってたって，

知ってました？クラスの一人もわからなくて

も先生が答え知ってるんだし，何でいちいち

生徒に答えさせるんだろうって思ってたん

だって荷うんですよおかしいでしよ？」(保

坂和志・カンバセーションピース）

これは小説の一節ですが，体育の意義が縮約さ

れている気がします．まず，ここで沢井ざんの言う

ことには一理あります_授業で教わる答え，すなわ

ち宣言的知識は自らの身体内になくても，連絡可

能な媒体，たとえばクラスの誰か，先生，本，メモ

等があれば活用できます．外部から参照してもノ

イズが少ないので，強いて自らの身体に保持する

必要がありません．いつぽう，体育で体得される手

続き的知識は極めて個人的で，言語．文字や薬品，

遺伝による伝達は不完全で，個々の身体を使った

試行錯誤が不可欠です．この点,つまり手続き的知

識の習得，身体を動かしてはじめて分かる事を目

標とする点に体育の意義を感じます．さらに言え

ば,沢井さんは学校で退屈していましたが,手続き

的知識の個人性および試行錯誤の必要は，嬉しい

／悔しいなどリアルな感情を喚起するので退屈で

きません．脳科学で記憶や学習を扱った研究の多

くは宣言的知識を課題としており，学習のリアリ

テイに乏しい感があります.体育の意義,そして脳

科･学へのアプローチには，手続き的知識にそのヒ

ントがあると考えます．

記憶の定着:memoryconsolidation

練習や授業が終わったあとも脳は働き続けます

11

そして身体を動かして経験した記憶は，脳で再体

制化され定着します(レビューはNatureReviewS:

Neuroscience,Vol.5､pp.l).記憶定着(=memory

consolidalion)の研究は活発になされておI),体育

への応用可能性も小さくないと考えます．たとえ

ば，記憶を最大限に定着させる為の練習／授業ス

ケジュール，メンタルトレーニングへの提案です．

記憶定着の研究は，課題によって一貫した現象

が見られず,議論は分かれています.思い切って大

まかに言うと2種類の現象が調べられています．ひ

とつはいわゆる’レミニツセンスです.つまり間に

物理的な練習をしていないにもかかわらず，練習

の翌日に成績が良くなる現象です．もうひとつの

現象は，記憶の安定，つまり干渉に対する耐性で

す．たとえば課題Aを学習した後に課題Bを学習

した結果，課題Aを忘れればBからの逆向干渉で

あり，もし逆向干渉が無ければ課題Aの記憶は安

定したとされます．手続き的記憶を課題とした研

究から，課題Aを学習してから次に課題Bを学習

するまで6時間の間隔があれば,課題Aの記憶は安

定し始めること，この間隔における記憶の安定に

睡眠は必要条件ではない事が分かっています

昨年，記憶定着の過程について面白い報告がな

されました(NatulE,Vol425Pp.616).初日に課題A

を，2日目に課題Bを練習し，3日目に課題AとB

の保持テストをする群では，課題A,Bともに3日

目でのレミニッセンスが確認されます(I群).また

初日に課題Aを練習し，2日目と3日目に課題Aの

保持テストをした群では,2日目に成績の向上があ

り，その正確さは3日目にも保持されます(II群).そ

こで初日に課題Aを練習し，2日目に課題Aの保持

テストをした直後に課題Bを練習し，3日目にも保

持テストをする群では，3日目に成績の向上がみら

れるのは課題Bだけで，課題Aは2日目に較べて



12

極端に不正確になります(III群)．

ここから,安定したと考えられる課題Aの記憶を

翌日の保持テストで呼び出すと，いちど不安定な

状態に戻ると分かります．その結果,III群ではそ

の直後の課題Bの干渉を受けるのです.なぜ不安定

な状態に戻るのか，この論文の著者は「課題Aと

の共通点を抽出しながら，課題Bを記憶するから」

ではないか,と結論しています.新しい事象を学習

するときに，既に持っている記憶と関連づけなが

ら記憶する(既知をもって未知を制す),このような

機構は私達の研究グループが持っている作業仮説

に合致しています．それについて次の節でご紹介

します．

力学系からの作業仮説：局所表現VS分散表現

ハサミを使う，ボールを投げる，ラケットを振

る，課題AとBなど，人間は多様な運動レパート

リを持っています．私達のグループはそれらの脳

内表現(収納法)に関心があり，ニューラルネット

ワークを用いたシミュレーションやロボット実験

などから検証しています.fMRI実験は実証的な研

究の一部です．

複数のレパートリの表現型として最も浸透して

いるのは局所表現(図2左)の考え方です．たとえば

A B C

一一一一

運動レパートリがA-Cまであったとして，局所表

現では，それぞれが独立の箱に収められていると

考えます‐そしてそれらを統合する部分があって

(図2○にx),新しいレパートリを学習する時は，そ

こで比率が決められます(たとえばAB:C=6:1:3).

このモデルでは新しいレパートリを学習しても，

新しい箱が増えるだけなので既存のパターン(A-C)

は干渉を受けません．これではLの実験と矛盾し

ます．

もう一つの考え方は分散表現(Ixl2右)で，一つの

ネットワークに3つのレパートリが埋め込まれて

いる，と考えます．そしてモードを決める素子が

あって(図2右灰色○)，それがA－cのパターンを引

出すべく，ネットワーク全体に働きかけ,相応しい

パターンが自己組織化されます分散表現では一

つのネットワークに複数の運動記憶が埋め込まれ

ているので，新たなレパートリを学習するとネッ

トワーク全体の構造が変化します．私達のチーム

は｢運動記憶の脳内表現は分散表現」と作業仮説を

たて，その妥当性を検証しています．分散表現は工

学的には結果を予測しにくい点もありますが，予

期せぬパターンが創発されやすいという特長もあ

ります．これは余談ですが,整然とした局所表現に

較べ，ごった煮の分散表現の方が，より柔らかいシ

A!

B■■■■■

C…････。

図2：局所表現(左)と分散表現(右)の模式図
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ステムとして人llllを観ている気がします 潜んでおり，その法則を抽出できていればターケソ

トの位置を正確に予測できます．その法則は．ある

時点【でのターケットの位置が次のt+1の位置を決

める力学系になっていて(xI+,=4.0×xI(1.0xI)),図3

左の通り放物線型の写像になります(ロジステイック

写像)．これにより初期値に応じて多様な系列が生成

されます．被験者はターケツトの系列がある法則に

従って生成される事は知っていますが，写像につい

ては知らされていません.各試行は88ステップあI),

各試行に異なる初期値を用いたので，各系列を丸暗

記する事は不可能で，ターゲット系列を正確に予測

するには，被験者自身による法則の抽出が必要とな

ります．自らの行為により得られた情報から，環境

の特性を探して行く，そのような学習が必要な設定

です‘

2週間にわたる練習を行い，各被験者が正確な予

測を習得した後，学習した法則に従って系列を予

測している時の脳活動をMRIで撮像しました．理

研の機械は一般の病院にあるものの2.7倍の磁場を

抽象的な法則を司る脳部位：高磁場fMRI実験

本節では私が理研で進めている実験を簡単に御

紹介します．系列運動の学習，すなわち「動作を組

み立てる順番」を学習し，それを司る脳部位をMRI

により特定しました,連動系列の学習は｢手持ちの

運動レパートリを，多様な方法で組み合わせ,より

多くの連動目標を実現する｣点で重要であり，日常

生橘に欠かせません．しかしMRIの分野で課題と

なる系列運動学習は，その殆どが暗記です.すなわ

ち4-1-3-2-5のような決まった系列の，早く正確な

ボタン押し反応を求めています．

そこで私達は，一見多様に見える系列が，一つの

法則に従って生成されている状況を設けました．課

題はモグラたたきケームに似ていて、ディスプレイ

の横軸上に，一定間隔で現れるターゲットの位置を

予測します．そのときターケットの位世の連続は一

見，ランダムに兇えますが，背後には一つの法則が

凰一＝--雪.＝～ 唾＝逐壽…醸
1.0

（
↑
達
×

I
0.0

1．0

一■＝■L,。今一

雪E1竺雪ざ;軍需…瑳睡己

ー

：八

I 〃
（
一
室
）
×

1

0．0 X(t) 1．0 Time

図3：ターゲットの系列(右)とその生成法則(左)．上段は初期値が004,下段は091．

系列のパターンは違って見えるが'X1とXI+1の関係(=法則)は同一
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図4：法則に基づく系列生成に関わる脳部位左上から右に，小脳、

大脳基底核，視床，前頭前野，上前頭溝補足運動野

位からこれら6部位が!氾憶炎現の鵬としての候補

として浮かび上がったに過ぎません．機能的連合，

動的な振る灘いが分かってはじめて，体育場面に

も一般化しうる知兄が提供できるものと号えてい

ます．

持っており(4TIテスラl),空間解像度が高く，ノイ

ズの少ないデータが得られます．結果，図4に示す

6つの脳部位が，抽出した法則と系列生成に関わ

ると分かりました．それらはl)最近，認知機能に

も関わる事が分かった小脳，2)長期的な系列学習

で活性化し，大脳皮質と密に結合している大脳基

底核,3)記憶の検索に関わるとされる視床,4)作業

記憶の座となる前頭前野,5,6)運動計画や投企に関

連する上前頭溝,補足運動野でした．図は全被験者

の平均ですが,これらの部位の活動分布は,各個人

の解析からもみられました．

これら6部位の活性は先行研究とも整合性が高

く，このデータは脳科学としては一つの成果です．

しかし，分散表現の仮説を検証する為に知りたい

事は沢山あります,たとえば,これら6部位の機能

的連関や，別の法則を新たに学習したときこれら

の脳部位に変化が起こるのか，そして学習初期か

らの系時的変化などです.現段階では，多くの脳部

むすび

以上,大まかに．？.;き散らかしましたが,脳科学の

対象と体育の実践との間に時空間的な隔たI)があ

るのは確実です．しかし，大風呂敷を広げず，悲観

的にもならず，両者を結びつける研究トピソクを

真筆に模索したいと思います．その手がかりの－－

つが「手続き的知識」であり，その「定着過程と表

現形式」だと考えます．現在，ご紹介できる結果は

初期段階ですが，これを起JjXに研究を続け，運動記

憶の脳内表現から体青に役$？二つ知兇をご報告でき

れば，と思っています．
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キーノートレクチヤ－1発表抄録

体育･スポーツ心理学研究とUK法

船越正康(大阪教育大学）

内田･クレペリン精神作業検査(UK燭､適性検査､人柄類型不変､糯神健康度可変､教育利用

連続加算法の考案に始まり､Kraepelm,E.,が精神病

理学研究に登場した文献上の年代は1896～1925年､内田
勇三郎がこの方法に取り組んだのは1923年からであり、日
本心理学会における｢痴愚の緒神作業検査｣(1928)を皮切
りに精神作業検査として体系化したのは1965年までのこと
であった｡この間､文部省の体育研究所属託の任にあって
戦前の｢体育研究｣に足跡を残す中で､小林晃夫による第1
系列の見方:性格検査としての教育利用を見守っていたの
であろう｡職業適性検査の発展を自らは第2系列と呼称して
いた｡小林が体育研究所ﾝ~奉職したのは1931-1935年、

戦後の1952年から東京教育大学体育学部に籍を極いたこ
とが､その後の体育･スポーツにおける内田･クレペリン精神
作業検査(UK)法利用研究の契機となった。
体育学会をはじめとするUK法関連研究は120件を越す
蕃積がある｡ちなみに2件以上の発表者は26名(石井源信
内田勇三郎､長田一臣､,｣､村漉咬慶､柏原健三､片岡輝明、
小林晃夫､呉万福､近藤充夫､佐藤成明､佐藤宣践､未利
博、滝省治､竹信武､土井英彦､中田順造､中山勝広､藤
江学､船越正康､星野隆助､星野佳子､堀井千代鶴､増地
克之､安田昭子､吉腿幸春､渡辺隆涼Dで86件､70％以上
を占有しているが､60歳未満は僅かに6名｡後継者が必ず
しも育っているわけではない。
生生発展する学問の系譜を振りかえれば､UK法研究は
長寿の仲間であろう｡検査時間が長い､判定法習熟の壁が
ある｡判定精度が揺るげぱ論文作成は進まない｡スピード
化の進む時流から取り残される不安がついて廻る｡その中
でなお惹きつけられる研究法の魅力は､人間理解へのアプ
ローチの仕方にあるのではなかろうか｡限られた時空間を
生きる人間の生き様を2次元化して1枚の紙に投影する｡’
5分作業－5分休憩-15分作業の時系列に沿って､個人固
有のエネルギーの放出パターンが浮かび上がる｡検査条
件が守られれば､主観を排除した作業曲線が客観的数量と
して入手できる｡類似した作業経過を示す曲線の種類だけ
人間の性格類型がある｡その着想の下で､仕事ぶり､情意

の状態､人間関係､思考法の異同を見分けて､16種類の曲
線とlO類型の個性(人掘勤を弁別する｡類型確定の論拠
が､類似曲線と観察項目の臨床的検証の上に明示されてい
るので､類型化を否定する理由はない。
小林の主張は、人柄類型不変一精神健康度可変仮説に
集約される｡性格や人格から価値観を除外したパーソナリ

ティを論ずる場合にも､遺伝と環境なり素質と学習の関係を
無視するわけにはいかない｡しかし現代の心理学は一般論

として解説するか､環境の影響と学習の効果を強調するも

のが多い｡それに対してUK法では､1検査法の立場から

各論を展開する｡親子曲線をもとに人柄型は生涯変わらず、

他の類型に変える発想を否定する｡変わらないものを変え

ようとすることから生じる悲劇は避けなければならない｡個

人の変わりえない気質側面をあるがままに認めたうえで､精

神的健康水準を高める方向に働きかける人間観がそこから

生まれてくる｡持病と同じように考えられる人柄上の難点が

類型ごとに決まっており､健･不健の状態把握に基づいて個

別処方が可能である｡病気を治療する場合は専門家に任

せるとして､健常者の健･不健の範囲ならば､教育における

指導､スポーツにおけるコーチング､心理学におけるカウン

セリングなど､人が人に側虐かけるときの原則がここにあると

考えてよい｡オリンピックサポート(15年)ばかりでなく､喘息

児の鍛錬教室(20年)、附属小霊の学級経営(32年)をは

じめ､個人理解と集団掌握に貢献すると同時に､それぞれ

から学ぶべきことは実に多かった｡以下に体育･スポーツに

関するUK研究の成果と課題を湯fて参考に供したい。

1，身体変化と心的機能変化城長と老化過程､生理現象

と性周期円､体質と季節適応､給食の影響､断食･減量過程

などから身体に何らかの変化が生じた場合､連動-j-る心的

機能変化の法貝惟と指導指針が示された。

2.身体活動の心的機能への影響正課体育の影響､持

久走トレーニング､70km強歩､運動会､運動合宿､トレッドミ

ル歩行時のUKデータから､運動による心理的興奮現象の

意味とスポーツマン的性格形成への貢献､不健康な興番に

よる反社会的行動､暴力､スポーツ中毒の指摘と対処原則

が明らかにされた。

3.精神的側面からみたスポーツ適性研究:球技11､格技

8種目ほか､陸上､水泳､体操カヌー､ボート､登山､スキ

ー、日本泳法から､種目やポジション毎に特定人柄の出現

率が高く､精神健康度の高い選手がレギュラーに選ばれ、

好成績を残すことが示された。

4.個性理解に基づく指導法研究:合宿指導と事例研究10

件､競技力向上と個別指導への貢雨肋苗報告された。

5.コンディショニングとコーチング研究集団指導におけ

る事故の予測と防止を中心に､UrK法による指導が試みら

れた。

以上の5点で理解される通り､UK活用研究は運動適応上

の課題に対して実践的効果を挙げてきたが､運動学習研究

に個性別指導視点を加えるときに､より一層稔りある成果が

期待されるのではなかろう力も



18

キーノートレクチャー1 演者報告

船越正庚（大阪教育大学）

内田・クレペリン精神検査(UK)の出発点を連

続加算法の考案に求めれば3UK法は優に100年を

越す理論と実践の歴史をもつ.研究成果は,精神病

理学研究から職業適性検査を経て性格検査までの

発展過程で約500件，そのうち外国文献は40件足

らずだから日本人の貢献がいかにも大きい．しか

し執着心の強い一握りの日本人が，国際化に背を

向けて永々と捻くり回しているようにも見える．

レクチャーを引き受けて振り返ると，のめり込ん

で45年が経ったことに苦笑を禁じ得なかった．同

じように興味を抱いた柔道とともに，海を渡る理

由がなかったからにすぎないが，データの蓄積が

進むにつれて面白くなり，この’年間は9件の発表

に顔を出している．

熊本大会には関西体育心理学研究会の仲間5人と

同行，前夜の馬刺と焼酎で元気になりすぎてレク

チャーは時間超過．年甲斐もなく迷惑をお掛けし

ました.思い入れが強いと尾を引く．齢をとるとく

どくなる．’時間にしては分量が多すぎたと反省し

ています．

UK法は類型説の立場をとり，人柄不変．精神健

康度可変仮説の下で個性の理解･行動の予測.対処

法の選定が可能である人間理解の基本に臨床の

目をもっているので，具体的個人の具体的問題解

決に資するところが大きい．とくに身体運動が心

的機能に及ぼす影響を捉え，健康な運動興奮が長

所としてのスポーツマン的性格形成に寄与し，不

健康な運動興奮が暴力や反社会的行動の引き金と

なる貞が明らかにされている．その他に生理現象

や減量.減食過程の法則性,精神的側面からみたス

ポーツ適性，コンディショニングと勝利達成条件

の整備なと“にも力を貸しておし),UK法を用いたメ

ンタルサポートの成功率は非常に商い．

判定精度を高める工夫が残されているものの，

人が人に働きかける仕事として，教育における指

導,スポーツにおけるコーチング,心理学における

カウンセリングでは,UK法による人間理解が役立

つことを伝えたかったが，いかがであろうか

船越正康氏

言
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キーノートレクチャー1傍聴記

内田クレペリン糀神作業検盃(UK法）は，心理

学に携わるものならおそらく誰もが知っている検

盃法であり,100年を越す歴史があるのは周知の事

実である．私も少しは触れたことがあるものの｢何

となく知っている」という程腱であり，その解釈の

仕方がやや難解に感じて，興味はあるものの手は

出せない，という感じだった．

今回，船越正康先生が長年にわたるご研究につ

いてレクチヘ'－をされ，様々 な事例を示しながら

その有用性についてお話をされた．

仕事が連続できない精神病者に仕事をさせると

いう逆転の発想から生まれたという元々の出発点

には興味を引かれるものがあった．また，クレペリ

ンが精神柄理学研究の手法として考案したものを，

'ﾉ､IITIが腱常擶を対象とした朏堆適性検在法へと進

め．ざらに小林が人柄類型不変.糒神健康度可変仮

脱を提唱して体育．スポーツ研究へと受け継いだ

という調突は，見ﾘ;にバトンリレーが行われてき

た研究であるという点から大変興味深かった．

特に，人柄類型不変．精神健康度可変仮説，すな

わち，人柄類型は生涯変わらないものであI),曲線

の種類だけ人間の樋類があるということ，一方で，

Wl'ifill健康鹿は可変であるという考えは，個人を理

解する尺腱としてきわめて適切な解釈であり，現

在メンタルヘルスの指標として様々 な鷺間紙によ

高柳茂美（九州大学）

る量的アプローチが行われているが，数字にはな

かなか表れにくい個人の微細な変化をとらえるに

はおもしろいアプローチであると感じた．

レクチャーの中では，具体的な例を提示しなが

らわかりやすくご説明いただいた．心的エネル

ギー水準は青年が一番強く，年を取ると最初の立

ち上がりが悪い，湾曲した線は柔軟性を示すが年

を取ると少なくなる，子どもはどんどん成長して

いくので，それを認めた指導法が大切である，と

いったことが如実にクレペリン検査の中で現れる

ことには，現在の健康教育において考えてみても．

古くて新しい検査法であると認識させられた．ま

た，スポーツ選手の減量問題月経との関連性，運

動・体育の影響など,対象は多岐にわたり、スポー

ツ心理学の観IAj:からもおもしろいと思えた．

平均曲線の違いはあくまでも「個性」であり，

その人のありのままを認めるという考えは,体育

運動･スポーツの指導をする上で,最も基本的な大

切なことであI),さらに，メンタルトレーニングや

ストレスマネージメントなど個人にアプローチす

る必要性が大きな場面では，人間理解へのアプ

ローチとして，かなI)有用な尺度ではないかと今

回のキーノーl､レクチャーを受けて改めて関心を

持った次第である．
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キーノートレクチャー2発表抄録

子どもにおける身体活動増強のための行動科学的アプローチートランスセオレティカル・モデルを基に‐

上地広昭（早稲田大学）

近年，テレビケームの普及や遊び場の減少に伴い，

子どもにおける身体活動量が減少傾向にある．たとえ

ば，1日あたりの子どもの身体活動量（歩数）を年代

ごとに並べた研究では,1979年では28,000歩,1987

年では19,000歩,1997年では14,000歩と，現在の子

どもの身体活動量が20年前の約半分になっているこ

とを報告している．また，身体活動を行う子どもと行

わない子どもが二極化しているという指摘もある．子

どもにおける身体活動量の減少は,肥満‘生活習慣病，

ストレスの増大，人間関係を形成する能力の低下，体

力の低下など，健康上多大なる悪影響を及ぼすおそれ

があるため，子どもたちの身体活動量を増強させるた

めの策を早急に考えねばならない．

欧米では，子どもを対象に，身体活動量の増強をね

らった介入研究が盛んに行われている．これらの介入

研究の中で，人の行動変容の過程を理解し，効率的に

介入を行うために，様々な行動科学の理論やモデルが

応用されている．特に，最近では，喫煙や脂肪分摂取

などの不健康な習慣的行動の変容のために用いられ

ている行動変容のトランスセオレティカル・モデル

(以下,TTM)が，非常に注目されている.TTMは，

l)行動変容段階2)行動変容の過程,3)意思決定の

バランス，および4）セルフエフイカシーにより構成

される包括的モデルであるもともと，これら4つの

要素は，それぞれ独立したものであり,TTMはこれ

らの要素を統合したモデルである．中でも,TTMの

中心的構成要素である行動変容段階は，様々な健康行

動の変容過程を検証する際に多用されている，行動変

容段階は，過去および現在における実際の行動とその

行動に対する準備性により，「無関心ステージ（行動

をしていないし，するつもりもない)j,「関心ステー

ジ（行動していないが，するつもりである)｣，「準備ス

テージ（行動しているが，不定期である)｣，「実行ステ

一ジ（定期的に行動しているが，まだ始めて6ヶ月以

内である)｣，および「維持ステージ（6ヶ月以上定期

的に行動している)｣の順に5つの段階に分けられる．

TTMにおいて，人は習股的行動を狸得する際には，

この5つのステージを順に移行するといわれている．

また，ステージ間を移行させる要因がそれぞれ異なる

ことを提唱している点がTTMの特徴である初期の

ステージ（無関心ステージ，関心ステージ‘および準

備ステージ）においては，セルフエブィカシーや意思

決定バランスがステージ移行の規定要因となること

が報告されている．セルフェフィカシーとは，社会的

認知理論の中心的榔成要素であり，行動をどの程度成

功裡に達成することができるかという見込み感を指

す．また，意思決定バランスとは，行動の意思決定に

関与する行動の恩恵と負担の知覚のバランスのこと

である行動変容段階とセルフェフィカシーの関係に

ついては，ステージが後期に移行するに従いセルブエ

フイカシーは増加すると考えられており，行動変容段

階と意思決定バランスの関係については，通常，後期

のステージ（実行ステージおよび維持ステージ）ほど，

行動に関する負担の知覚が低く，恩恵の知覚が高いと

されている．

本講では,TTMに基づき，現在身体を動かしてい

ない子どもたちに対して，どのようにして運動・スポ

ーツなどの身体活動を行わせるかについて行動科学

的視点から検討を行う具体的には,I)子どもの身

体活動に対するセルフェフィカシーをどのように強

化させるか，2）身体活動を行うことの恩恵と負担を

どのように教えるのか，についての方略を提案する

その他にも，重要な他者からのソーシャルサポートや

物理的環境の変化が，子どもの身体活動増強に果たす

役割についても論じる〃
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キーノートレクチャー2演者報告

今回のキーノートレクチヘ≠一の演者依頼を受け

たのは今年の初夏だったと思う．非常に光栄であ

ると同時に，オ雛の私にとってはそのような大役

を果たせるかと§うか不'炎で，蹄膳していた．そん

な折，私の脂導教授でもある早稲111大学の竹中晃

君教授よI)I何籟も経験だから，恥をかいてもい

いからや=｣てみなさい」との励ましを受けit終

的に引き受けることにした．

大会当｜|、熊本大学の大教室には1()0名を超える

人が集ま=｣てくれた．その人たちの期待に応えて，

そつなくこなしたかったのだが，アクシデントが

いろいろあった．まず，私I豊l身そんなに人が集ま

るとは思ってなかったため，準附した街料.が全く

足りなかった．そのため，せっかく集まってくだ

さったのに、街料なしで私の発炎を聞く羽岡に

なった先'kが数多くいた．また，発表il』に,PCの

投定ミスで，スライドが1分毎にI'l動的にチェンジ

し（そのため．情報I1I:の多いスライドに関しては

かなI);L1_1でI喋ってしまい．聞き取りにくい箇所

も多かったと思う.),11初予定していた自分なI)

の時間配分が兇･術に崩れた．それらのことについ

てこの場を階I)て深くお詫びしたい．

発表|勺容は，はじめ簡噸に,現在の~j.･と‘もの身体

i!f勤最の減少状況に触れ，次に，行動利.学的な剛

諭に雄づき，この身体栖勤の減少をどのように食

'.,1ltめればよいのか，またそのために典体的にど

のような方lll6を用いればよいのかについて提案し

た‘私の発表自体は，正味30分程度で終わった.!f]

公の近畿綿祉大学の堤俊彦先生よl)，発炎後に｢終

わるのがlil.すぎるぞ」と笑いながら暖かいお叱I)

をうけたが，余った時間は堤先生の名司会ぶI)に

卜仙広昭（早稲田大学）

助けられた.実は，これがかえってよかったのでは

ないかと思う．というのも，今回のキーノートレク

チャーのl11場は,決して私の発表ではなかった.会

場が雌もヒートアップしたのは発表後の30分近く

におよぶ質疑応答だった.「質疑｣というよI)は,先

輩研究誉からの｢助言」と言ったほうがいいかもし

れない．暖かい励まし，厳しい指摘、いろいろあっ

たが全て今後の私の研究生活に活きてくるもので

あった．発表後の質疑応答中にいただいた迂見に

ついて熊本から東京に帰る飛行機の中でもずっ

と考えていた．

今は.本当に今回のキーノートレクチャーの演者

を引き受けてよかったと思う．私のこれからの研

究生活の中でも2003年の9月26日は忘れられない

1･1になった．最後に．この場を借I)て，貴電な時間

を割いて，私のキーノートレクチャーを聴きに来

てくださった先生・友人に御礼を言いたい．

上地広昭氏
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キーノートレクチャー2 傍聴記

十尾裕睦（大阪体育大学）

体育学会初日にあたる9月26日，上地広昭先生

(早稲田大学）の体育心理分科会キーノートレク

チャー「こどもにおける身体活動増強のための行

動科学的アプローチートランスセオレティカル．

モデルを基に」を拝聴した.堤俊彦先生(近畿福祉

大学）の司会で静かに始まる．会場は，分科会メン

バー以外にも，こどもたちの運動不足に危機感を

持った先生方が集まっているようだ．この問題に

われわれ体育,し､理学の専門家は何かできるか？上

地先生の発表に注目が集まる．

まず先生は，子どもの身体活動の推移や定期的

に身体活動を行っている子と§もの割合，さらに身
体活動不足がもたらす悪影響などを示しながら，
われわれ大人が，もっと子どもに「手間」をかけて

運動習慣の定着を促すべきだと主張された．確か

に子どもたちは外で遊ばなくなった．それを見な

がらわれわれ大人は「時間・空間・仲間の3つの間

がなくなった」と嘆くばかりではいけない．さて．

どんな「手間」をかけるべきなのだろうか？

レクチャーでは，この手がかりとして行動科学

理論の中でもトランスセオレティカル．モデル

(TranstheoreticalModel;TTM)が取り上げられた

TTMは変容のステージを設定しており，セルフェ

フィカシーと意思決定バランス，変容プロセスか

ら構成きれる，実証的(evidencebascd)･実践的

(praclical)で，とてもホットな理論である．途中，

指導教員である竹中晃二先生監訳によるTTMの翻

訳著書の紹介があり，また司会者からはスポーツ

心理学会のRTDとしてこのテーマが取り上げら

れるとのアナウンスがある．う－ん，ますますホッ

トである．

「子どもに日記を付けさせるなど身体活動につい

ての気づきと知識の提供｣，「身体活動の喜びや楽
しさを強調するなど，身体活動を増強させるため

の動機づけを高める」のような，5つの具体的な

｢手間jのかけ方が提案される．どれも,1つ1つ

がとても具体的だし，すぐにでも取i)掛かれそう

な「手間」だ確かにこれなら,j曇､と'もたちの身体

活動増強に向けた具体的な介入力I略になりそうで

ある.TTMによる介入は，とりわけそれぞれのス

テージにある対象者にマソチした，具体的なサ

ポートがオーダーメイド感覚で提供できるところ

が強みだ．これなら]ご-とゞもたちの遮動習悩獲得に

も役立つだろう．

いや，それ以上の葱侭があるかも．こと暑も時代

に，自分の行動習惟を自分の意思でマネジメント
していく感覚を身に付けることができれば，そこ

で培われたスキルは，その後の'.撲校生沽,いや人生
全般にわたって利用JII能な「′.kきる力」になるので

はなかろうか．

われわれ中年も「運動が大切なのは知っている

が時間がなくて」などと言･っていられない．まずは
｢熟考ステージ」から「準備ステージ」へ．そして
運動の「実行ステーシ」へ．フロアーをも望ましい
運動習,|賀獲得に誘う，刺激的なキーノートレク
チャーであった．

質問中の土屋裕睦氏
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シンポジウム 発表抄録

スポーツとコミュニケーション

一身体とことばをつなぐスキルトレーニングー

これは特殊なケースであるが、体育館で全員を座

らせたところ一人だけ座らない（座れない）学生が

いた。「座ってもいいんだよ」と声を掛けたが、無言

でそのまま立っていた。過緊張状態で座れなかった

のか、あるいは大人版の絨黙症であったのか、定か

でない。その後、この学生は人とのコミュニケーシ

ョンはなかなかできなかったが、卓球は結構上手か

つたようである。

近年社会的スキルやコミュニケーションスキル

の欠如した子どもや青少年の増加が指摘され､｢生き

る力」や「体験学習」の必要性が叫ばれている。大

学生においても同様であり、ある国立大学では、こ

こ10年間で「対人緊張が強い」「友人づくりが上手

くできない」という設問に対する肯定的回答が男女

とも確実に増加しているという。

これまで体育・スポーツでは、「健康」「体力」を

ひとつのキーワードとして教育を行ってきたが、教

育現場で抱える問題は、社会的スキル、コミュニケ

ーションスキル、ひいてはライフスキルが身につい

ていないということである。ある大学で、「体育実習

でコミュニケーションスキルが穫得できる」と大学

側に説明したところ、興味・関心を抱き、「ではどう

やったらコミュニケーションスキルが体育授業で高

められるのか、具体的方法を提示してください」と

いうことがあった。それほど大学においても、コミ

ュニケーションスキルの欠如は深刻な問題なのであ

る。したがって、コミュニケーションスキルを高め

る体育授業の展開などは、今後どの大学でも重要な

キーワードとなる可能性はあり、研究に値する課題

であると思われる。

体育・スポーツに携わる者は、運動・スポーツ活

動を通して人間関係が促進し、醸成されることを当

然のことと捉えてきたが、今日の学生の現状をみる

とき、もう一度このことを考えても良いのではない

か思った次第である。

司会橋本公雄（九州大学健康科学センター）

勿論、このコミュニケーションスキルの問題は、

体育という学習場面に限ったものではなく、スポー

ツ競技においてもチームビルディングやパフォーマ

ンス発揮の観点からも、重要な問題であり研究が進

められている。

本シンポジウムでは､「スポーツとコミュニケーシ

ョン－身体とことばをつなぐスキルトレーニング

ー」と題し、体育・スポーツ場面におけるコミュニ

ケーションの促進やスキルの獲得について討議し、

今後の研究の方向性を探ってみることにした。そこ

で演者として、体育心理専門分科会から、杉山佳生

先生（九州大学健康科学センター）と吉澤洋二先生

（名古屋経済大学）に、体育方法専門分科会から野

外活動の領域で精力的に研究・活動をされておられ

る柳敏晴先生（鹿屋体育大学）に登垣を願い、話

題提供をお願いした。

吉澤洋二先生には､｢スポーツ活動におけるコミュ

ニケーションと指導者の役割」と題して、スポーツ

場面における選手と指導者のコミュニケーションに

ついて、行動分析コードからコミュニケーションス

キルをあげ、選手のポジティブな行動を引き出すよ

うな指導者のコミュニケーションスキルについて語

って頂く。

柳敏晴先生には､｢野外教育におけるコミュニケ

ーションスキルの独得」のテーマで、野外教育場面

におけるコミュニケーションスキルの獲得のための

プログラムや技法について語って頂く。

最後に杉山佳生先生には、「体育・スポーツにおけ

コミュニケーションスキル」のテーマの下、様為な

「スキル」（運動スキル、心理的スキル、ライフスキ

ル、社会的スキル、コミュニケーションスキルなど）

の相互関係、及び、コミュニケーションスキルの捉

え方について語って頂く。

フロアからの活発なご質問やご意見を頂き、盛会

なシンポジウムになることを期待したい。
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野外教育におけるコミュニケーションスキルの獲得

柳敏晴(鹿屋体育大学）

野外教育､体験学習､コミュニケーションスキル

1‐はじめに

野外教育の場面は､自然の真っ只中であり､参加した者

は､自然の中にいるだけで､心が解放され､色々のものを

自然に受け入れることができるようになるのであろう｡野外

教育は､野外での共同生活を通して､個人的成長を促すこ

とを目的としている｡野外での簡素で不便な生活条件の中

で､共同の生活を成立させるために､子ども雷ま様々な生

活上､プログラム上の問題を解決していかねばならない。

課是罰阜決の体験を通して､協力･責任･正義･友情･奉仕な

どの人間的諸価値の意味を理解し､体験を媒介として､民

主的な人間関係を構築する態度や技術を学ぶ｡なぜなら、

人間関係にかかわる技術の学習は､体験がまず先にあり、

後ほど学問や科詞§そｵ'を冒澤化する性質のものであり、

決してその逆ではない｡野外教育場面では､「I-eammgiw

Domg(なしつつ学ぶ)｣(江橋､1964)とよく言われる｡野外教

育は､体験学習そのものといえるが､コミュニケーションス

キルも野外教育活動を通して獲得できるものの一つと考え

られる｡野外教育場面で使われている方法について紹介

し､コミュニケーションスキル獲得にはどのようなプログラ

ムが適切なのかを考えたい。

2.指導者の養成

日本の国で､最初の組織キャンプを行ったと考えられて

いるYMCAでは､キャンプ指導者養成ｶﾘｷｭﾗﾑの夷淺

理論に､グループﾜｰｸの理論グループダイナﾐｯｸｽ、

カウンセリングの方法､スパーバイズの方法､リーダー養

成の方法､指導者養成の方法等指導者養成の中で､グル

ープﾜー ｸ､集団の心理､カウンセリング等に多くの時間を

割いている｡公立施設である(助大阪青少年活動振興協

会専属カウンセラー研修では､理論編で青少年指導に必

要な基礎知識に､現代社会の青少年育成I･n･m･Iv･

V､青少年の理解I．Ⅱ．Ⅲ､リーダーシップ論､グループ

ワークI･Ⅱと､YMCAと同じように､青少年やグループの

理解を大切にしている。

少ない例であるが､いずれの団体も､野外教育において

グループを中』Lとして指導することが効果的で､コミュニケ

ーションが容易になると考えているのであろう。

3.プログラムの方法

初めの固い雰囲気－それはおそらく各自の不安から来

る不自由さによるものと推測できるが一をほぐし、自由に、

自ら学ぼうとする規範を作りやすくするための雰囲気を作り

参加者のICE(氷)をBREAK(こわす)導入がアイス･ブレー
キングと呼ばれ､大切な働きをするプログラムである｡コミ

ユニケーシヨンを円滑にしていくために､導入のプログラム

として重要と考えられている。

イニシアティブ･ケーム(h'i[iativeCame)は、A.S.E.

(AcdonSocialiZationExpelience;行う助社会化糸蕊剣とも呼ば

れ､一つの小グループが一人では解決できない､精神的・

身鯆勺課題に対し､参力嗜一人一人の諸能力を出し合い、

協力しながら諺醍翫累決する活動である｡正解とか間達』､が

あるわけではなく､課是醜野趣ﾌ過程で集団内のコミュニケ

ーションが活発になり､信#冥護や臓凋|生ｳさ生まれ､全員が

一つになって取り組むことが重里?である｡集団内の成員同

士のコミュニケーションが促進されると考えられる｡井村ら

(1999)による、｢JFA．S級コーチ養j鈩一スにおけるASE

活用に関する塞浄勺研究｣もある。

冒険教育は自己概念の改善を目標にしているが､グル

ープカウンセリングを活用し､ｲ言領関係を構築している。

PA(PmPctAdventL虹已)のコンセプトでは､約束事として､フ

ルバリュー･コントラクト(最大限に評価するという約束事）

や､チャレンジ･パイ･チヨイス(自由意志に基づく#騨勵が

あり､プログラム上の手法として､デイ･ブリーフィング(ふり

かえり)があり､概念上の手法として､体難き学習サイクル(ゴ

ール設定､追体験．ふりかえり､弓役化､概念の展開)があ

る｡宮城県では､PAを平成12年鱈j,ら学杉識育に取り入

れ､平成14年闘う｡らは｢学校不適応爽l策事業｣もしている。

組織キャンプは､アメリカ合調ヨが創り上げた､偉大なプ

ログラムであるといわれている｡ベテイ･ヴァンダースミッセ

ン(1997)は､｢滞在型キャンプには､ロープRスコースやアウ

トドアパスーツなどの胃II鉦拘活動が含まれている｡そこで

は技能の獲得だけではなく､生徒間の人間関係や個人的

な成長を重視している｡野外は、自己･他者に対する責任

感を重点的に教えるのに優れた場である｡」と､社会性の

育成や発達に効果があるといっている。

4コミュニケーションの獲得

組織キャンプ場面では､グループワークが大きな要素と

してある｡キャンプ･カウンセラーはグループワークを用い

ながら､キャンパー(個人)とグループ(集団)に対して援助

活動を行っていく｡強調される点は、「集団を通して個人を

援助する｣視点である｡この視点がコミュニケーションの痩

得に影響していると考える。思春期の子ども達が、自我を

発i塗せていくi罐で、自己を主張する心理的空澗や､心

理的距馳惑の存在があることをキャンプ･カウンセラーが

知り､それが､子どもの発達に合わせたコミュニケーション

の湯こ繋がることを､共に学習するのではないだろうか。
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スポーツ活動におけるコミュニケーションと指導者の役害リ

吉澤洋二（名古屋経済大学）

行動分析、樟尊者の行動、ポジティブな言葉かけ、選手の自立
1．行動分析コードとコミュニケーションスキルで1
スポーツ活動では、指導者と選手、選手と選手びt
など、チームのメンバー間で相互理解や情報伝達メ〃
のために言語的、あるいは非言語的コミュニケーえマ

ションが行われている。相互理解が増して信頼関はジ

係が高まれば、言語的コミュニケーションから、私I：
次第に非言語的コミュニケーションの量が増える◎さオ
非言語的コミュニケーションが増えるということもブ
は、相互によく理解しているように思われるが、もう
わずかでも相互理解にずれが生じることになれば、すそ

でもレギュラーなのか”“交替だ”などと罵声を浴

びせてしまったとする。そのとき選手は、チーム

メイトの前でプレイや自分自身を否定されたと考

えて人格を傷つけられたと思うようになる。選手

はネガティブな思考を持つようになれば､‘‘どうせ

私はだめなんだ。チームからも指導者からも期待

されていない”と考え，やる気を高めるために最

も大切な『目標』を失ってしまう。怒られながら

もプレイを続けている選手は、怒られないように

するためだけにプレイするような、失敗回避の行

動をとろうとする。このような状態になれば、選

手は自分の活動している競技への魅力を失い、バ

ーンアウトを起こしてしまうことも考えられる。

自由記述形式で回答を求め、高校選手の「やる気」

の高まる条件について調査した研究がある。女子

選手が、男子選手に比べて「やる気」が高まる条

件としてコミュニケーションをあげている者が多

かった。さらに、男女別に全国大会の競技成績に

よって比較したところ、女子チームでは成績が上

位ほどやる気の高まる条件として指導者とのコミ

ュニケーションを挙げているものが減少し、反対

に選手とのコミュニケーションが多くなっている。

このことは、チームが強くなることと選手が指導

者から選手同士へと「やる気」にかかわるコミュ

ニケーションの相手を変えていくこととの関係を

示したものであり、指導者から選手が自立してい

く過程ととらえることができないだろうか。

以上のように考えると、指導者の言動や行動に

よって選手の成長を促すことができる。したがっ

て、指導者は選手のポジティブな行動を引き出す

ような言葉かけ（うまくできたプレイに対して，
『よ－し、いいぞ』『ナイスプレイ』『ナイスディ

フェンス』など。失敗したプレイに対して，『どん

まい､どんまい』『もっと積極的にプレイをしよう』

『もう少しだ』など）や動作（選手のプレイに対

して頭を振ってうなずく，励ますように手を叩く、

肩を軽く叩く、穏やかな視線を投げかけるなど）

を行うことが必要になると思われる。

以上のように、指導者の行動が選手のポジティ
ブな行動やネガティブな行動を導くことになるの

で、選手の心理的な面にも十分目を向け、優しく

見守り、選手の自主性を育てていこうとするコミ

ュニケーションスキルが、選手の成長を促し、於

いてはチームビルディングにつながる指導スキル

として考えられないだろうか。

互いの行動がぎくしゃくすることがある。
教師や指導者の行動に関する研究が、アメリカ
を中心として盛んに行われ、選手の“やる気”を
高め，個人やチームのパフォーマンスを向上させ
る指導法を確立するために行動分析が行われてき
た。PaUlW.DarStらが、『体育とスポーツの指導
分析(1989)』を発表し、教師と指導者の行動分析
法を紹介した｡指導者の行動分析システムとして、
BennettJ.Lombardoが指導者の行動分析システ
ム(LOCOBAS)を､またAlanC.LacyとPaulWDarst
らは、アリゾナ州立大学観察法(ASUOI)を、さら
にDeborahTannehillとDamonBurtonらは指導者
の行動観察記録システム(CBORS)を提案している。
これらの分析システムで扱われる指導者の行動分
析コードは、以下のとおりだった。
・垂乏乏工Z
言動：賞賛する、受容する、誉める、励ます
行動：手を叩く、頭を軽く叩く、握手をする
・主立乏_巡ープ
言動；叱る、嫌みっぽい、怒鳴る
行動：殴る、どつく、蹴る
・遙豆睦旺墨：選手のﾌｧーｽﾄﾈｲﾑやﾆｯｸﾈｲﾑを呼ぶ
・指導の有無；プレイの事前、事後の指導の有無
･ZL凶のfZLUL(ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙）の有無
・担互f里：個人へのコミュニケーション

複数の選手やチーム全体への対応

・乏二△の雰囲気
以上のように、指導者と選手の相互作用を記録す
るコードも含まれ、コミュニケーションを研究す
る上で、有効な行動分析システムとなるだろう。

2．コミュニケーションと指導者の行動

指導者がプレイを失敗した選手を指さしながら、
床を蹴りながら、ときにはコブシを挙げながら、
選手に対して“なにをやってるんだ'，“おまえそれ
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体育。スポーツにおけるコミュニケーションスキル

杉山佳生（九州大学健康科学センター）

コーディングライフスキル、社会的スキル、チャネル、コーデ

1．体育・スポーツと様々な「スキル」

近年、日々の生活をうまく過ごしていけるかどうか、

あるいはよりよい人間関係を作っていけるかどうかとい

った問題を、「スキル（技術)』という概念を用いて説明
しようとする考え方が広まっている。このスキルという

用語には､「最初はうまくできないが､練習を積み重ねる

ことによって、誰でも上達することができる」という意

味が含まれており、運動スキルと同じように、適切な教

育・指導によって習得させることができるものであると

考えられている。

体育・スポーツの領域においても、運動スキル以外の

「スキル」に関心を寄せる研究者や実践指導者が増えて

いるようである｡S.J.Danishを中心とするグループは、

スポーツ活動を通して「ライフスキル」を高めるための

教育プログラムを開発しており､また､2001年に開催さ

れた国際スポーツ心理学会においても､｢スポーツを通し

ての青少年の発達：ライフスキルプログラムの重要性J

というタイトルのシンポジウムが行われ、いくつかの実

践的プログラムが紹介された(この内容は､｢体育授業の

心理学」という本の中で、市村･中川(2002）によって

採り上げられている》さらに､体育やスポーツにおける

「社会的スキル｣獲得の問題も、山本（1998,1999）や

石倉ら（石倉1999,2000,2001i竹田・石倉2001)に
よって議論されている。

ところで、ここで検討しておかなければならないこと

の一つとして､「スキル｣という言葉を含む用語がいくつ

か存在していながら、それらの関係があまり明確にされ

ていないという問題がある。「運動スキル｣､「心理的スキ

ル（主としてメンタルトレーニングに言及する際に用い
られている山、「社会的スキル｣、「ライフスキル｣、そし
て「コミュニケーションスキル」といった用語が今回の

テーマに関係していると考えられるが、これらの概念が

互いにどのように関係づけられるのか、今後体育スポ

ーツにおける研究を進めていく上で、－度、整理してお

く必要があるだろう。

2．コミュニケーションスキルの捉え方

一般に、上述したようなコミュニケーションスキルや

ライフスキル、社会的スキルは、それらが用いられてい

る状況や文化に依存していると考えられている｡r握手を

する」という社会的スキル（コミュニケーションスキル
でもある）は、握手を必要とする状況であるかどうか、

あるいは握手文化を持っているか否かで全く異なる意味

を持つだろう｡では､体育･スポーツを対象とした場合、

コミュニケーションスキルをどのように捉えるのが有効

なのだろうか。もちろん、コミュニケーションについて

は様々なﾓﾃｿしや選論が提唱されているのだが、ここで

は、体育スポーツの特質を反映しうると思われる二つ

の観点、すなわち、チャネル及びコーディングという観

点から、コミュニケーションスキルを捉えてみたい。

まず､コミュニケーションスキルのチヤ幸ルであるが、

コミュニケーションチャネルは、通常、大きく、バーバ

ル（言語的）とノンバーバル（非言語的）に分類されて
いる。体育・スポーツでは、その状況持性から、日常場

面と比べてより多くのノンバーーーバルコミユニケーション

スキルが活用され、その結果として、それらのスキルの

上達が期待される。このようなスキルには、アイコンタ

クトやジェスチャー、身崩妾触や空間利用などのコミュ

ニケーションスキル（但し、その成立メカニズムについ

ての雪騨はまだ不充分なところが多く残されているが）
が含まれるだろう。ノンバーーパルコミュニケーションに

はさらに多数のチャネルがあり、それらを諾農するスキ

ルもスポーツ鐵菌では必要となる。

一方、コーディングについてであるが．、コミュニケー

ションスキルは、記号化（エンコーディング.）スキルと

解読(デイコーディング）スキルに分けて捉えることが

できる（さらに、r統制スキル」を含めることもある》
記号化スキルは、檮眼をいかにうまく他者に伝えるかに

関するスキルであり、言語的↑諄眼の伝達や兵封胄の表出を

含む。解読スキルは、他者からの↑毒眼をいかに正しく受

け取るかに関するスキルであり、言語的・認知的理解や

いわゆる「相手の心理の読み」などが含まれる。いずれ

のスキルも、体育・スポーツ獄面において重要な役割を

演じうるものであり、その発達が期待される。

一言で体育スポーツ場面と言っても、運動学習場面

や競技場面、とにかく這鍾力を楽しむ場面などと様々であ

り、それぞれ異なるコミュニケーションスキルが用いら

れていると考えられる。体育・スポーツを通じて日常生

活や自己成長に役立つようなコミュニケーションスキル

を獲得するためには、それぞれの状況（場合によっては

文化も含めて）でどのようなコミュニケーションスキル

（バーバルかノンバーバルか、あるいは、記号化か瀬読

か）が用いられ、向上していくのかを理稗しておくこと
が必要であるだろう。



27

報告
ハ廷

シンポジウム司云

橋本公雄（九州大学）

シンポジウムの終｣..後，多くの方から「良かっ

た」「面白かった」と声を掛けて頂いた大修館沓

店の綾部健一宮氏からも「機会があったら，是非体育

科教育に醤いてもらいたい」との話しもあった．こ

れはその年の12月号の巻頭エソセイヘの依頼，そ

して2004年4月の特集号の柵纂へと実現した．興

味・関心ある人にはそれほと『インパクトのあるシ

ンポジウムであった．

シンポジウムの評{illi基雌の1つは，テーマと演

者の発表内容にある．今回のテーマはアツプデイ

トな話題で新鮮みがあった．演荷の先生方も用意

周到な準備と内容のある発表をしてくださった

演者の先生方に深く感謝申し上げたい．もうひと

つの評価基準は議論の消化不良の問題である.演

者の長い発表と談論する時間不足で消化不良を起

こすことが多い‘今回は演昔の話しは短く，質疑応

審を多く，話し足りない分は質疑応答の中で補足

する．これを発表者にお願いした．

司会者にとって，質問が出ないときほどつらい

ものはない．北米の学会に何度か出席したことが

あるが,質問が出ないときは,あっさりと打ち切っ

てしまう．我が国では，時間がある限り，司会者は

時間を消化する．これも礼儀なのであろう．実は何

名かに場を盛り上げるために質問をしてもらうよ

うにお願いしていた．しかし,結局はその先生方は

質問できずに終わった.それほど,会場のあちこち

から質問や意見が飛び交った演者の応答も的確

であI),ときには司会者も無視された．

近年，社会的スキルやコミュニケーションスキ

ルの雄得できていない子どもや青少年が増加して

いる．大学生においても同様であり，｜~対人緊張不

安」や「友人が作れない」というメンタルヘルス，

コミュニケーションスキルに関わる問題を有する

学生が増加している．大学当局はこれらの学生へ

の対応に苦慮している．体育・スポーツ活動におけ

る人間関係の促進効果は体育関係者なら誰でも分

かる．しかし．この効果の問題はなぜかあまI)吟味

されてこなかった．これまで，我々は健康・体力の

維持増進に焦点を当て，体育の必要性を主張して

きた青少年の社会性の現状を考えると，もう一度

体育・スポーツ沽動における社会的効果の問題を

考え直してはと'うかと考えたしかも，スキルとい

う側面から捉えることであった．もうひとつは．ス

ポーツ競技におけるパフォーマンス向上やチーム

ビルディングの問題はコミュニケーションを抜き

１
１
Ｆ
８
４
１

唖

司会の橋本公雄氏

ー
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にしては語れない．ここに,本シンポジウムのテー

マ設定の理由があった．

杉山先生は「体育・スポーツにおけるコミュニ

ケーションスキル」と題して，先行研究の成果，ス

キルに関連する用語の定義と構成要素，コミュニ

ケーションスキルを捉える視点などを述べ,体育・

スポーツ場面でのコミュニケーションスキル獲得

にまつわる諸問題を提起した．チャネルとコー

ディングの言葉が印象に残った．

吉澤先生は「スポーツ活動におけるコミュニ

ケーションと指導者の役割」と題して，スポーツ場

面における選手と指導者のコミュニケーションの

問題を指導スキルの観点から話題を展開された．

声のかけ方ひとつで，選手は生かされも殺されも

するという印象を受け,「声｣の重要性を痛感した

柳先生は「野外教育におけるコミュニケーショ

ンスキルの獲得」と題して,野外キャンプで生き生

きとした子と、もの姿をスライドで見せながら，野

外活動で展開されるコミュニケーションスキル獲

得の技法・プログラムを話された．質疑応答では，

さすがに野外活動のプロフェッショナルだなと感

じさせる場面がいくつもあった．

テレビ視聴時間の増加，インターネット，ファミ

コン，パソコンケームなどの使用時間の増加と身

体活動･運動の減少.バーチャルな世界での体験の

増加とリアリテイの世界での経験の不足がある．

コミュニケーションスキルは実体験の中でしか培

われない.バーチャルな世界に他者は存在しない．

他者を理解することの難しさはあるにせよ，他者

との接触を抜きにして健全な成長発達はない.体

育，スポーツ，野外での身体活動は，他者を理解し

自己を知る絶好の機会，コミュニケーションスキ

ルが獲得される世界であることを再確認し，体系

的かつ実証的研究を進めていきたいものである。
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杉 山佳生氏

吉澤洋二氏

柳敏晴氏
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シンポジウムを傍聴して

「スポーツとコミュニケーション一身体とことば
をつなぐスキルトレーニングー」というテーマの
シンポジウムであった初めに司会者の橋本先生
(九州大学）からシンポジウムの趣旨説明がなされ
た．対人関係が困難,あるいは対人緊張が大きい学
生が増えてきており，彼らに対して体育．スポーツ
の実践がコミュニケーションスキルを高める可能
性があるのではないか，そのことからコミュニ

ケーションスキルに関わる研究の可能性を探って
みたいというようなことであった．重要なテーマ
が選ばれたと思った．

そして，3名の先生がそれぞれの立場から話題
提供された．

一人目は，柳先生（鹿屋体育大学)．「野外教育に
おけるコミュニケーションスキルの独得」と題し
て，野外教育場面でのコミュニケーションスキル

を獲得するためのプログラムや技法について毎年
実践されている野外教育場面での例を示して話題
提供された．

二人目は，吉澤先生（名古屋経済大学)．「スポー
ツ活動におけるコミュニケーションの役割」と題
して，これまで関わってこられた卓球選手への関
わI)から，スポーツ場面における選手と指導者の
コミュニケーションについて話題提供された．行
動分析によって選手のポジティブな行動を引き出
すようなコミュニケーションスキルについて実際
例を示しながら述べられた．

三人目は，杉I｣｣先生（九州大学)．「体育．スポー
ツにおけるコミュニケーションスキル」と題して，
これまでのコミュニケーションスキルに関連する
スキルを概観し，各スキルの樅成要素や定義,各種
スキルの関連づけをされた後，コミュニケーショ
ンスキルを捉える視点をコミュニケーションチャ

ンネルとコーディングという二つに分け，それら

鈴木壯（岐阜大学）

について概観された.その後，3つの研究課題を提

示された．

話題提供されたことは概ね納得させられるもの

であった．実際例を報告された2名の先生は実践

されていることなので説得力のある内容であった．

それを受けて，杉山先生は今後の研究の指針を示
きれた．

しかし，やや不満が残るところもあった．実践例

の報告は，いずれも現象や方法が述べられはいた

が，たとえばコミュニケーションスキルを向上さ
せていく過程をもう少しわかりたかった．そのと

きの指導者側の心理的スタンスについても知りた
かった．また,指導者のコミュニケーションスキル

を向上させることが必要であるとしても，それを
どのようにして行うかについて知りたかった．そ

の辺りのことは研究上の説明が難しいのかもしれ
ないが，筆者としては大いに関心のあるところで

ある．

もうひとつ、杉山先生も何度か述べられていた

ことではあるが,臨床心理学,特に深層L､理学的な

視点が必要のように感じられた．筆者のような心
理力動論的な観点に立つ者にとって．表面上のコ
ミュニケーションを見ても，実は非常に大切な見

えないところでのコミュニケーションがわからな

いので，どのようなコミュニケーションがあるの

か，どのようになされているのかについてはわか
らないように思われるからである．そういった視

点を抜きにしてコミュニケーションスキルについ

ての研究は進展しにくいように思われる体育･ス

ポーツでのコミュニケーションは｢からだ｣のこと

を抜きにしては語れることは少なく，からだを動

かすことによって表出される通常では見えないと

ころのコミュニケーションの研究こそ大切に思わ

れるのである．
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シンポジウム傍聴記

本シンポジウムは，社会的スキルやコミュニ

ケーションスキルの劣る子どもや青少年の増加と

いう社会現象が指摘されている昨今，コミュニ

ケーション促進作用があると言われているスポー

ツ活動を研究課題として取り組むための整理の場

を設けることが主旨であった．

始めに，柳先生から野外教育におけるコミュニ

ケーションスキル獲得のためのプログラムや技法，

参加者と接する時の基本的な注意事項等について

お話しいただいた．スポーツ活動におけるコミュ

ニケーションづくりに役立つヒントを数多く提供

していただいた．

次に，吉澤先生からスポーツ場面における選手

と指導者のコミュニケーションというテーマで，

行動分析コードとその利用法について卓球選手の

事例をあげながら紹介頂いた．「主役は選手」であ

り，選手の成長やポジティブな行動そして自立心

に指導者の言動や行動が大きく関わるという「働

きかけ方の重要性」を再認識することができた．

最後に杉山先生からは体育・スポーツにおける

コミュニケーションスキルの概念やこれに関連す

るキーワードの定義，そして今後の研究課題が指

摘された．特にライフスキル，心理的スキル，個人

的スキル,社会的スキル，コミュニケーションスキ

ル等の各種スキルの関連づけをされており，混乱

している私の頭の中をスッキリと整理していただ

けた．

石倉忠夫（同志社大学）

一つの疑問が残った．それは時代や社会の変化

とともに理想とされるスキル像が変化する可能性

があるのではないかということである．例えば,情

緒を表に出さないことが良しときれていたのが，

表に出すことが良いこととして社会的に認識きれ

得るという点である．

このシンポジウムをきっかけに，体育やスポー

ツ活動が副次的にコミュニケーション促進作用が

あるとアピールする研究が数多く報告されるよう

になることを期待したい

質問中の高見和至氏

＄
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一般研究発表

口頭発表

演題番号036C30101～036C30104

座長：竹之内隆志（名古屋大学）－一

｢高校.大学サッカー選手の心理的成熟」

長谷川望（中京大学大学院）

｢基礎スキー競技選手の技能レベルからみたパーソナリティと特性･状態不安について」

橋口泰一（日本大学大学院）

｢体育授業が児童の自尊感情に及ぼす影響について一自尊感情の安定･不安定次元からの検討一」

賀川昌明（鳴門教育大学）

｢1966年から2002年にいたる幼児の運動能力発達の年次推移」

森司朗（東京学芸大学）

演題番号036C30105～036C30107

(名古屋大学）座長：西田一怪

｢運動継続のための情報提供型介入が行動意図に及ぼす効果」

村上雅彦（九州大学大学院）

｢ウオーキング継続化への介入の試み－快適自己ペースと運動継続化の螺旋モデルを用いて一」
橋本公雄（九州大学）

｢健康度・生活習慣の変容に閏する研究（1）－診断検査の再構成と年代的特徴一」
徳永幹雄（第一福祉大学）
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村上雅彦氏橋口泰一氏
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演題番号036E10701～036E10704

座長：筒井渭次郎（愛知教育大学）

｢走り幅跳びの学習における助走ストラテジーの変容」

中村祥子（名古屋大学大学院）

｢連続打球動作における分岐現象に伴うヒステリシス効果一同一入力に対する2つの異なる出

力の規則性一」

山本裕二（名古屋大学）

｢スキル学習に有効なKRのフィードバック・スケジュール－KRの呈示頻度とその情報量に

ついて一」

田島誠（川崎医療福祉大学）

｢運動|胄報を符号化することば」

田中雅人（愛媛大学）

演題番号036E10705～036E10707

座長：土屋裕睦（大阪体育大学)‐

｢大学生力，持つ自己の身体に対する意識の分析一第1報:身体意識に影響を及ぼす要因に関す

る性差の検討一」

遠藤俊郎（山梨大学）

｢舞台空間使用を用いたジェンダ､一・アイデンティティ測定の有効性の検討」

井上摩紀（大谷大学）

｢古典バレエのイメージにおける審美性因子について一ソロパートを抽出して一」

猪崎弥生（中京女子大学）
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演題番号038法文B201～038法文B203

座長：鈴木壮（岐阜大勢

｢児童の組織キャンプ体験に伴う日常生活行動への影響一身体活動量およびTV視聴時間に注

目して－」

西田順一（九州大学大学院）

｢スポーツ活動を素材とした人間関係トレーニングプログラムの効果」

渋倉崇行（新潟工科大学）

｢大学生の運動部離れ現象の原因究明に閏する研究一学生生活観および自己鍛錬に対する価値

観の視点から－」

本田勝義（東和大学）

演題番号038法文B301～038法文B303

座長：阿江美恵子（東京女子体壹大堂）

｢ビデオ映像を用いたアメリカンフットボールの戦術トレーニング」

村井剛（中京大学大学院）

｢公的自意識の高さと性別にみた運動パフォーマンスに及ぼす観衆効果」

筒井漬次郎（愛知教育大学）

｢視覚障害児におけるリズム表現活動の心理生理学的検討一心拍数・皮盧温を指標として－」
平井タカネ（奈良女子大学）
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西田lll頁一氏 平井タカネ氏



34

口頭発表傍聴記

9月末にも関わらず，30度を越すという暑さの

中で口頭発表を傍聴した‘事務局からの依頼では，

どのセッションでも自由に選んでいいということ

であった．ひょっとすると他の報告者と重複する

かもしれないが，筆者自身も口頭発表した9月26

日のC会場における第2セッションについて報告

する．

本セッションは，健康増進を主目的とする運動

行動に関する研究が3題発表された．そのうち最

初の2題はウォーキングイベントへの参加者を対

象に運動継続を促進するための情報提供を行い，

その介入効果を検証しようとするものであった．

まず，九州大学大学院人間環境学府の村上雅彦

氏は「運動継続のための情報提供型介入が行動意

図に及ぼす効果｣について発表された．この研究で

は運動行動について｢無関心期｣｢準備期｣｢実行期」

｢継続期」という変化ステージを設定し，それぞれ

における介入効果を検討している．その結果,変化

ステージによって介入効果が異なることが報告さ

れた.その後,座長及びフロアーからデータ中の行

動得点の意味や情報提供を中心とした介入方法に

関する質問や意見が提示され，それらを中心に討

議が行われた．

続いて，九州大学健康科学センターの橋本公雄

氏が「ウオーキング継続化への介入の試み－快適

自己ペースと運動継続化の螺旋モデルを用いて一」

という題目で発表された．この研究は,運動を継続

するためには｢目標設定｣｢結果の知識｣｢快適経験」
｢成功体験」という要素を螺旋的に体験する必要が

あるというモデルに基づくものである．そして｢快
適自己ペースの方法や効果｣｢運動継続化の螺旋モ

デルに用いられる要素｣に関する情報を提供し,そ

の効果を継続促進群，認知情報群別に検討してい

る．その結果運動習慣のない者では継続促進群，

認知情報群，非介入群の順に継続率が高いという

賀川昌明（鳴門教育大学）

傾向が示されたことが'li(Ifざれた．

これらの研究は，対･象門･の特'|ゾ|ﾐにl心じた情報提

供が運動継続に効果的であるという,｢'iで示唆に富
んだものであった．しかしながら，ハ撤荷自身も質問

させていただいたが．その提供‘崎報の質的・量的最
適性といった具体的な硯11.〔からの知兄も提供でき
るのならば，連動行動への参加促進一継続に対し

て，より‐一･噸のﾉjを禿抑-ｳー るよ-）1こ思われる．
溌後に第・冊祉ﾉ＜'､)::の徳ﾉk1幹雄氏が｢健康度生
活習,慨の変容に関する研'先(1)--!;'|析検盃の再構成
と年代的特徴一lとい")IIIIIIで発炎きれた．この研
究は,健康度.ﾉl.i1群j|fiを‘診断するための質問項目
を作成し，その伯加性を検‘;､l･するとともに，中学生
から社会人までに通11lしたデータを分析したもの
である．その結果./､E'.jJ:ﾉ|:.で′|椚群'|跣得点が般低に
なること，健康腱や′k沽州fWW(と学業成織とに
関連がありそうといつたこと群が報告きれた．

運動やスポーツが健康に及ぼす効果を主張して
いくためには,今後，こういった視,['iからの実証的
なデータを穂み電ねていく必要性を感じた．
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口頭発表傍聴記

修士課程の私がこのような抽述の機会を頂けたと

いうことで,n･ll}:代のﾉjに今l'ilの「|頭発表の傍聴と

私自身の発表体駿をj堕して.｛'ﾘか|ぶえられるような

傍聴記にしたいと思います‘

修士課程のみなきんは,'､)::会での11頭発表にどの

ような印象をお持ちでしょうか？私は今lnl初めて口

頭発表をさせてもらいましたが‘禿炎する前まで，

口頭発表は．「完成したI!1分の研究を，多くの方に

知ってもらう場」であると思っていました．確かに

その考えに間速いはないと思います.研究結果とそ

れに対する自分の考察をしっかりとまとめ,多くの

方にその考えを理解してもらえるよう，発表の工

夫･準備をすることは必‘鹿不IIj.欠です.-|分に発表

準備を行い，満足の行く発炎ができた末には，自分

自身も大きく成長することができると思います．

しかし,口頭発表にはそれ以上の懲疑があること

を,今回私自身の発表と他の発表の傍聴を通して知

ることができました．その意義とは．多くの方から

自分の研究に対する意兇をもらえることです‐

私自身を始め，どの口頭発表においても，学校や

分野を越えた様々 な方からバラエティーに富んだ意

見を頂くことができます－時には，苦労して準備し

た発表への批判的な意見もありますが,私のように

研究を始めたばかりで視野もまだまだ狭いものに

とっては，それこそ大変刺激にな'’ます．今回，注

意深く口頭発表を観察していても，発表者のほとん

中村祥子（名古屋大学大学院）

どの方が大変熱心に自分の発表に対する意見に耳

を傾けていることに気付きました．多くの意見を

もらえるということは決してはずかしいことでは

なく，むしろ口頭発表の醍醐味なのです．

前述しましたが，もちろん口頭発表を，「完成し

た自分の研究を,多くの方に知ってもらう場｣であ

ることとして心に留め，十分に発表準備をするこ

とは必要です‐しかし,私達のような新米研究者に

とっては，このことがプレッシャーとなり，口頭発

表までにはなかなか腰が上がらないということが

多々あると思います.実際に私もそうでした.そこ

で少し考え方を変え，口頭発表を，「-|一分に自分な

｝)に考察した研究を,多くの方に知ってもらい,意

見を頂く場｣であると考えてはどうでしょうか.私

達が今やらなければいけないことは，とにかく今

正しいと思うことをもって、全力でぶつかってい

くことだと思います．私達の研究者としての出発

点は，きっとそこからです．

傍聴した発表の具体的な内容に触れることなく

傍聴記とするのは少し心苦しいのですが,今回,口

頭発表の傍聴を通じて，以上のように私自身も研

究者としての心椛えを再確認することができたと

思います．今回，私の発表を聞いて頂き意見を下

さった方に感謝の意を表して，傍聴記とさせて頂

きます．
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口頭発表傍聴記

一昨年の札幌，昨年の埼玉とポスター発表を

行ってきた私は，今回は口頭で研究発表を行うこ

とにしました本大会,体育心理学専門分科会の全

発表数は57題，そのうち20題が口頭発表でした．

ここでは私と同じセッションで発表された3演題

について，その概略と感想を報告させていただき

ます．前半は傍聴記，後半は発表記となります．

西田順一先生の発表は，児童の組織キャンプ経

験が彼らの日常生活行動に及ぼす影響を検討した

ものでした．日常生活行動として今回取|）あげら

れた変数は身体活動量とTV視聴時間でしたが，い
ずれの変数も組織キャンプ後の行動変容はみられ

ないという結果でした．組織キャンプの経験が参
加者の日常生活行動を向上させるものとなるため

には行動変容を促す要因を特定し，それに働きか

けるプログラムを組織キャンプに組み込むことが

重要と思われます_今後は，それら決定要因につい

て検討がなされるとともに，検討結果を活かした

組織キャンププログラムの開発へと発展していっ

てほしいと思いました．西田先生の発表はいつも

どこかユーモラスで聴き手を楽しませてくれます．

話下手な私は是非見習いたいものです．

本田勝義先生の発表は，近年にみられる大学生

の運動部離れ現象の原因を検討したものでした．

大学生の学生生活観と自己鍛錬に対する価値観に

注目して分析を進めているのですが，これらが運

動部離れの原因であるとの仮説をどのようにして

立てられたのか説明がほしいと思いました．また，
本田先生も言及していることですが，運動部離れ
に関係があると思われる様々な要因を継続的に
追っていくことに私個人も非常に興味がそそられ

ます‘例えば,そこからみえてくる事象に対応する

形で運動部のあり方も変化させることができるの

ではないかと思うからです．発表をお聞きした後，

練習が厳しくていつも憂篭な気分でグラウンドに

渋倉崇行（新潟工科大学）

足を運んでいた,対校時代の程を思い川しました．

当時の私は，大'､jX:では絶対に遮勤部に入ろうとは

思っていませんでした．

媛後に私の発炎は、スホ'－ソ活勤を累材とした

人間関係トレーニングプIノグラムを体育の授業で

実施し，その効果を検！;､j-したものでした．今回この

研究を口頭発表で行った即1I1は．なんといっても

｢仲間作りをねらいとしたブr~]クーラムを体育の授業

で実施した」という新しい（？）‘挑みを多くの先生

方に聴いていただきたかったからです．しかし，こ

ともあろうに新潟から持ち込んだ瓜邪の影響で私

の声はほとんど悲劇的.．なんとも'惨めな思いで

発表した15分間でしたが，それにも関わらず一生

懸命聴いて下きった先′|そ〃に私は支えられる感じ
を持ちました．口頭発表は発炎群一人で行えるも

のではなく，聴いてI､-ざるフロアーの方々ととも

に作I)上げているのだとあらためて良〔づくことが

できました．様々なかたちでサポートを提供して

下さった全ての皆ざまに感謝したいと思います．

今後はこれまで以上に．]・寧な発表に,L､がけること

ができます‐そして，聴く側に､〉こった時はI・1頭発表

を支える．一員として砿極的に|剣わりたいと思って

います．

渋倉崇行氏
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｢系列パターンの追従課題における保持段階の設定が適応制御段階に及ぼす効果に関する研究」

和多野大（大阪体育大学大学院）

｢系列追従課題における文脈干渉効果一ランダム練習条件の再検討一」

杉山真人（大阪体育大学大学院）

｢系列動作学習における学習方略の妥当性一小学生と大学生の比較一」

工藤孝幾（福島大学）

｢サッカー選手の状況認知と記憶の範囲についての研究」

中島康文（国際武道大学）

｢バレーボールのサーブレシーブパフォーマンスに関係する知覚的要因一多次元的多変量的ア

プローチによる検討一」

古田久（広島大学大学院）

｢『ともにいる』場面における共振の可能性について」

林麗子（奈良女子大学大学院）

｢バレーボールにおけるカラーボールの評価一回転方向の検出と反応時間一」

矢野博（神奈川大学）

｢競歩動作の揺動と身体軸感覚」
平川武仁（筑波大学大学院）

｢EOGを用いたDVAトレーニング効果の解析」

吉井泉（大阪府立大学）

「身体に意識を向けることに伴う生理心理的変化について」

野田さとみ（大阪女子短期大学）
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演題番号037E30111～037E30120

｢運動意欲に及ぼす非共有環境要因の影響」

堀井大輔（成安造形大学）

｢日本人競技者の青年期におけるスポーツ達成志向性の変化」

若山裕晃（中京大学）

｢身体的自己概念の多面的階層性モデルの検討一価値概念の導入一」

簑内豊（北星学園大学）

｢体育における学習意欲診断システムの開発一診断検査の作成一」

西田保（名古屋大学）

｢青年期から高年期における運動意欲，社会的スキルおよび孤独感との関連」

石倉忠夫（同志社大学）

｢柔道選手における目標志向性と学習方略との関連」

広瀬功（山梨大学大学院）

｢スポーツにおける帰属スタイルの文化的差異」

磯貝浩久（九州工業大学）

｢気分の変化とパフォーマンスに関する一事例研究」

山田クリス孝介（日本大学大学院）

｢マラソン大会参加による感情の主観的経験の変化について」

山田秀樹（北海道東海大学）

｢体調と精神的健康の関連一快食・快眠・快便は精神的健康をどの程度予測するひ快便は精神的健康をどの程度予測するのか

高見和至（川村学園女子大学）

認
ポスター発表の様子

7－」寺
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演題番号038E30101～038E30109

｢大学スポーツ選手への心理的サポートに関する面接調査（1）一ソーシャル・サポートに着目

して一」

土屋裕睦（大阪体育大学）

｢大学スポーツ選手への心理的サポートに関する面接調査（2）一ライフラインの分析から一」

松本和典（大阪体育大学）

｢女子競泳選手の自律司||練法による不安軽減効果について」

田嶋恭江（武庫川女子大学）

｢大学スポーツ選手のライフマネジメントと精神健康状態との関係」

村上實聡（九州大学）

｢心理的競技能力と日常場面でのストレス対処法との関係」

杉山佳生（九州大学）

｢日本語版身体的自己知覚プロフィールの開発一因子分析モデルの適合性を基準とした項目選

択一」

内田若希（九州大学大学院）

｢TAISにおける認知特性尺度の検討一注意の方向性と自己能力の評価の視点から一」

堤怜恵（奈良女子大学大学院）

｢遂行速度がもたらす主観的感情の変化に関する因子分析的研究」

成瀬九美（大阪樟蔭女子大学）

｢正面画と横向き画から捉える身体像の理解」

三宅紀子（東京都立大学）

⑰

-逓欝琴豊鷲
輯

ポスター発表の様子
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演題番号038E30110～038E30117

｢CNVからみた競争ストレスの精神生理学的特徴について」

松本清（奈良女子大学大学院）

｢事象関連電位からみた整合性の操作による反応時間の遅延について」

田中絵実（奈良女子大学大学院）

｢剣道の打突動作時と打突イメージ時における生理反応の比較」

藤尾真理（奈良女子大学大学院）

｢顕在性不安と注意集中パフオーマンス時の生理心理現象」

東山明子（関西福祉大学）

｢炭化チタンの貼付によるα波含有率と運動機能の変化」

伊達萬里子（武庫川女子大学）

｢スポーツ選手に対する自律訓練法(AT)実施による生理心理学的変化一重感暗示および温感

暗示の比較一」

菅生貴之（国立スポーツ科学センター）

｢スポーツ競技における心理的ストレスを唾液中クロモグラニンAで測る試み」

水落文夫（日本大学）

｢20mシャトルランテスト中の呼気ガス動態の特性」

石井裕明（東北学院大学大学院）
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ボスター発表傍聴記

若山裕晃（中京大学）

いが,自分でモデルを想定するという手順が,自分

の分析の進め方が独りよがりのものになっていな

いかという不安を促進するものである．そういう

意味では，同じ手法を採I)入れている人と話をす

ることは，自分の方法でいいのかどうか，また，更

なる改良点があるのかどうかが確認できるという

点で非常に有意義である．このような理由で蓑内・

山田両氏とディスカッションすることを大いに楽

しみにしていたのであるが，どちらも私と同じ時

|州fでの発表だったため，残念ながらほとんど意

見交換はできなかった．それでも蓑内氏とは運良

くポスターが隣同士だったので，パス図を作成す

るときの苦労話等は何とか伺うことができたのだ

が，やはりもう少し内容の濃い話がしたかった．

こうして少々もどかしさを残しながら発表時間

を終えたのであったが，活気に満ち溢れたポス

タ一発炎会場の雰囲気を感じられたことは，今大

会での何よI)の収穫となった．発表者達は真剣そ

のもので，その熱意が多くの人々の関,し､を集める

のだと強く感じた.そして自分自身も，学会大会の

橘性化の-一助となれるよう努力していきたいと決

意を新たにしたのだった．

私自身3年ふりのll本体育'､)た会での発表の場と

なった第5411IIﾉ〈会は,9ノM<とはいえまだまだ残

暑厳しい火のIKl･熊本で開催された．体育‘し､蝿学の

ポスタ一発炎は,"13#IIIj分科会のII】で蚊も多く，

2日間にわたる総数が37であった．内容的にもバ

ラエティーに耐んでお|）非常に兇ごたえのあるも

のであったが，ここで紹介させていただくのは私

自身も方法として採I)入れている質問紙を使った

研究についてである．

質問紙を利lilした研究ﾉj法は，体行心理の全37

のポスタ一発衣のうち409o強にあたる15の研究で

採用されておI),この数字を見ただけでもスタン

ダードで欠かすことのできない手法であることが

感じられた．また，私が発表した時間帯では,101

イトルすべての発表が質問紙を利川したもので

あった.学習葱欲診|析システムの|ﾙ1発や,1怖閥スタ

イルの文化的維災の検I;llﾖ等，様々 な|､ビックで質

問紙が利用されておI),どれも今後の発展が大い
に期待される研究ばかI)であった．

その中でも私が雌も興味を喚起された研究は，

蓑内氏の「身体的間L』概念の多1m的附縛性モデル
の検討」および,III田秀樹氏のl.マラソン大会参加
による感情の主観的経験の変化について」であっ

た.その理由は,共分散構造分析の手法が採られて

いたからである．共分散構造分析は，今鹸も注目を

集めている統『汁的手法の一つといっても過古では

なく，私自身も研究の中で採I)入れつつある．しか

しながら，体育心理の領域でこの乎怯を使った先

行研究が少ない!|1，マニュアル本を卿)に「これで
いいのか？」と1il問自縛しながら悪戦!yf間する

日々を過ごしているのが現状である．しかも，この

手法はlﾘ1碓な堆雌があらかじめ規定されている統

計手段ではなく，パス図を使って自分で想定した

複数のモデルの適合度を検証していくというのが

大まかな流れである．私だけの感じﾉjかもしれな

鶴
岬

若山裕晃氏
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大学院2年次に鹿児島で行なわれた体育学会に初

めて参加してから，すでに20年が経とうとしてい

る．当時は，ポスター発表は無く，口頭発表だけで

あった．ポスター発表には，「深いディスカッショ

ンができる」「口頭発表の質問では，跨路する質問

でも訊〈ことができる」等のメリット，「一度に多

くの人に説明できない」「自分の在籍時間には，他

のポスターを見ることができない」等のデメリッ

トはあるが,最近の傾向としては,口頭発表よりポ

スター発表の演題数が多くなっている．本学会で

は，傍聴記の依頼を受け，できるだけ多くのポス

ターを拝聴し，執筆することを決意して臨んだ．

本大会のポスター発表会場は，教室ということ

もあり少し狭く感じた．実際，27日の発表は，バ

イオメカニクス，体育方法学，運動生理学と重な

り，中央通路は大変混雑していた.体育館のような

広いスペースでの会場設定が，望まれるところで

ある．いくつかのポスターでは,責任在籍時間外で

も活発なディスカッションが行なわれていた．私

の在籍時間も14:00～15:00であったが，早々 に来

ていただいた先生方とのディスカッションを13:00

頃から始めた.今回は,同領域が同在籍時間であっ

たため，拝聴したいポスターにいけなかったこと

が残念であった.奇数･偶数演題番号で在籍時間を

割り当てれば，少なくとも半分の同領域を聴くこ

とができ，また，隣接するポスターにスペースが確

保され,混雑緩和できるのではないだろうか.27日

は,15:10にシンポジウム会場行きのバスが出る

ため,15:00には急いでポスターを撤去される先

生方も多く，プログラムの進行を工夫してほし

かった．

27日・28日の両日で，主にディスカッションさ

せていただいたのは,以下の発表である．蓑内先生

の｢身体的自己概念の多面的階層モデルの検討｣で

は,共分散構造分析について,私自身がいまだ理解

山田秀樹（北海道東海大学）

不足の点を教えていただいた.lll｢II先ﾉkの「気分の

変化とパフォーマンスに関する'1i例研究」では，

3D-CLOMの有効性について．私がP()MSを研究で

用いていることから興味深く拝聴した．高見先生

の「体調と糖神的健康lでは．運動と柿ｲIII的健康の

媒介変数として体調を仮定した,('iに．ノく変興味を

持った．田|嶋先生の「女子競泳選手の'''律‘3||練法に

よる不安軽減効果について」では．私がJ‘唱礎スキー

選手のメンタルトレーニングにATを〃lいた経験か

ら，興味深く拝聴した．村上先生の「大学スポーツ

選手のライフマネージメントと糖神的健康状態と

の関係」では，トップアスリートや個人・集団ス

ポーツでも同様の関係が成I)立つと考えられるの

かについて，ディスカッションした．堤先生の

｢TAISにおける認知特性尺度の検討｜では，注意の

方向性と自己能力の評1111iの観点からの検討-であり，

興味深い研究であった．

本学会では,傍聴記を執筆するため，砿極的に各

ポスターを拝聴したが，それぞれの先生方の研究

に対する熱意と姿勢が伝わるものであった．

一声

山田秀樹氏
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ポスター発表傍聴記

本年度の学会間樅地である熊本は31]間とも晴

天に恵まれ,少しil:ばも､くらいのIIﾙ女(でした.その

残暑に負けないくらい.'i¥スター発表の会場では

熱い議論が交わきれていたように思います．ポス

ター発表はに1頭発炎と.i塾い、発炎汁の先生方とコ

アな部分まで談倫できる絶好の機会だと思います．

私も，若誰ながら数塙の先牛_〃とお’活をさせてい

ただきました．その1'1でも，とくに深く談論をさせ

ていただいた商兄ｲI崎先牛と糞|ﾉ､1脇先生の発表を

中,L､に，感想を11}胃かせていただきます．

高見和至先生の演魍は,|"i淵と糀神的健康の関

連一快食快眠･快便は鞘神的健康をどの程度予測

するのか？－」というものでした．その内容は，体

調の快食，快眠，快便の31災lklによって糖神的健康

がどの程度予測できるのかを，共分散榊造分析を

用いて検討したものでした．初めに研究の目的,方

法，および結果をWij潔に脱Iﾘjしていただきました．

精神的健康の予測においてl'l':接効果と間接効果を

用いて結果を解釈しており．非常に興味深く，新し
い視座を得ることができました．

蓑内豊先生の淡題は，「身体的F1己概念の多面的

階層性モデルの検討一価値概念の導入一」でした．

私にとって，研究の源流が同じである蓑内先生と

直接お話をすることが，学会に参加する楽しみの

一つになっています(普段は，私が福岡在住．蓑内

先生が北海道在住とお会いする機会がない)．今回

の簑内先生の発表は，これまでの研究過程で出て

きた問題点を踏まえ,Fox&Corbin(1989)が提示
した多面的階層性モデルの媒介変数である「身体

全般」の因子を，「身体全般」と「価値」に分離し

たモデルを作り，共分散構造分析で適合度をみた

ものでした．私自身も,Fox&Corbin(1989)のモ

デルを援用しているので，モデ・ルや使用する尺度

の問題点，分析方法などについて談論させていた

内田若希（九州大学大学院）

だき，非常に有意義な時間を過ごせました．

さて,上述した両先生の発表もそうでしたが,全

体的に共分散構造分析を用いた発表が多く見受け

られました.近年，日本心理学会や健康心理学会な

ど，さまざまな関連学会でも共分散構造分析を用

いた研究が増えてきており，研究の「流行」といっ

たところでしょうか.私自身も，共分散構造分析を

用いて研究を行っています．この分析は,分析ソフ

トを使ってしまえば簡単に結果が出ますが，エビ

デンスに基づいた仮説，統計学的データの解釈な

ど,きちんと把握すべきことが多く，非常に難しい

分析方法だと思います．しかし,ポスター発表の場

は,統計に関する初歩的な質問を交わしたり，統計

の方法論について談論することでお互いの理解を

JEI)深めることができ，有意義な場であると思い

ました.燈後になりましたが,私の質問に熱心に回

答してくださった先生方，ならびに私のポスター

発表を傍聴してくださった先生方に，この場を借

りてお礼申し上げます．

更

’
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内田若希氏
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ボスター発表傍聴記

水落文夫（日本大学）

体育心理学ポスター発表会場は，いつも通り3

日間とも盛況でした．掲示板そのものが大きいこ

とと，コミュニケーションのスペースをたっぷり

とっていたことで，人の輪はポスターを中心とし

て幾重にもなっていました.討論の話題は,発表内

容についてはもちろんですが,研究の動向，大学・

研究所の近況，さらには最近の運動不足を嘆く話

まで，体育学会らしく他の分野も巻き込んで広が

りをみせていました．ポスター発表での情報交換

は人間性を伴う濃厚さが特徴で，口頭発表ではな

かなか味わえない場を提供してくれます．

当初の発表申込みは全体で100題にも満たない

とのことで,体育学会離れが心配されたそうです．

私も追加受付滑り込みで発表申込みをしたのです

が,心配をよそに最終的には474題もの一般発表が

ありました．体育心理学は56題と運動生理学やバ

イオメカニクスを超える発表数で，中でも大学院

生の筆頭発表者は32％と，これも高い比率でした．

最近ではスポーツ心理学会のホームページを見て，

学会事務局に問い合わせてくる大学生や高校生も

数多くみられます体育スポーツ心理学研究の社

会への貢献が認知されてきたとともに，この分野

の研究を志す若い方々が増え，研究が活性化され

ていることが伺えます．

発表にみられる個々の研究テーマは多岐にわ

たっていました．その中で，動機，興奮，感情，自

意識などを変容・適応させる要因分析やモデル検

証といった基礎的研究と，その成果に基づくコン

ディショニング，ストレス・ライフマネジメント，

カウンセリング，メンタルヘルスなどの応用的研

究がかなりの割合を占めていました.そこで,これ

らを見ながらの雑感をいくつかあげようと思いま

す．

これらの基礎的研究では，心の状態を変容させ

る要因として様々な形の運動行動やスポーツ行動

が取りあげられています．しかし，いずれもいくつ

かの媒介変数を想定したl).パブォ･一マンス，発

達,性，民族との関連を求めるなど，研究の視,占は

より多次元に展開されていました．ただ,ほとんど

は一般健常者や競技者が対･象で，たとえば高齢者

および障害者をカバーした研究発表が械めて少な

いという印象を受けました．また，競技荷より一般

の人を対象とした研究が多く，その傾li'1は社会に

おける健康運励・スポーヅの推進とlifl期している

ように感じました.応用的研究の中には．地域型健

康づくり事業なと．に介入し、・般の人の迎勤継続

や糀神的健康への影群を検,証するものもみられま

した．このように，地域社会の‘災求に応じWi極的に

介入する形で進める研究も，今後さらに期待きれ

るところでしょう．それからもう一つ，これらの発

表のほとんど，そして体育心蝿予昌では54％の発表

で，多種多様な髄間紙による,L､理テストの開発や

利用がなされていました．この分野では過去から

将来にわたり，どれだけの,し,理テストを活用し，知

識として蓄積していくのかと思いつつ，誰かこれ

をデータベース化してくれれば，と身勝手な思い

もついでに浮かびました．

￥:.§.･蕊も患．：．．
春･苗.､..､号；

訂；

愚
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水落文夫氏



45

学会参加記

日本体育学会第54回大会参加記

高井和夫（筑波大学大学院人間総合科学研究科研究員(COE))

本大会は91126IIから2811にかけて熊本ﾉ<学を

中心に開催された‘ここで'よﾉ<会期間!|1の思い出

について簡単に‘把すことにする．:]JIIIから空路熊

本に入る．生来の腰の砿ざから旅券･宿油の予約が

遅れ主要路線は空き雌しとのこと．ふとした拍子

にインターネソト検索サイl､でアクセスしたとこ

ろ某社に行き､'1る．屯‘新連絡をとったところいわ

ゆる格安料金で出発便とホテルも選べるとの返‘掘．

大変助かった熊本'lilﾉ1に近づくとIIRI､･に阿蘇の

カルデラと前干11lがひろがる．空港からは交通セ

ンターまでリムジンバスがあ()市内は砦I混雑す

るがスムースに宿泊先までたと：I)満<、長いアー

ケード街と交鑪する路地からなる繁龍街はかなI)

の賑わいであった．熊本の夜は長いらしく朝5：00

前でも客待ちタクシーの列がかなりあった．

大会1日目は'二1頭発表とキーノートレクチヘ'－，

3日目は口頭およびポスター発表.n頭発表に|舟し

ては時間が以前よ！')余裕があり演題ごとの質疑応

答が5分確保されておI),演脅とフロア1町者に親切

な設定になったと思う．以前は|對連する3演題程度

を一気に発表し，質疑応答がまとめてなされ,演台

によってディスカッションの時間に偏{)があった

問題が解消された．また口頭発表とポスター発表

の時間帯が効果的に分けられており，大会参加者

のニーズに応えた形になった．手兀のプログラム

によると全57演題のうち[~1頭20題,ポスタ-37題

平成8年から14年までの演題数が47-52-46-54-44-

49-45題だったが，今回発表抄録締切が延長された

ことも手伝ってかポスター中心にたくさんの発表

がなされ大変な盛況だった．キーノートレク

チャーには船越先ﾉ.k(大教大）とI地先'上（早大）

が登壇学会の重鎮と次世代を掴う蒋乎のお話を

拝聴し，本専門分科会の歴史の厚みと人材の厚み

を知る．

大会2日目はシンポジウムとポスター発表.シン

ポジウムは橋本先生（九大）「スポーツとコミュニ

ケーション」という演題の下，吉沢先生（名経大)，

柳先生（鹿体大)，杉山先生（九大）がシンポジス

}､、コーチング,野外キャンプ,そして理論と多彩

な切I)口からこの問題について討論がなされた．

談論のやI)取りではフロアからの挙手のみでな<,

シンポジスト間でも行われ，議論が散逸すること

なく聴衆側においても理解が深まる好演出であっ

た‘私霧ながら杉山先生は大学院時代の先輩であ

り．当時から生き字引的存在であったが,教官にな

られた後もお人柄|司様に真蟄な努力を積まれてお

I),非常にエレガントなレクチャー内容に感銘を

受けた．学会参加の意義は多様であるが，単に知

識情報の伝授にとどまらず,各研究者のお仕事ぶ

り，その発表内容の背後にある研究者の信念,ある

いはその言説にたどり着くまでの経緯など読めて

くると，三重三重に興味深い．この｢水と緑と火の

国くまもと」から来年の「日本の屋根｣信州での学

会での先生方との再会が楽しみである．

本専門分科会会報（第15号）の巻頭言には杉原

先生（東学大）が体育学会の「曲り角」を旨とする

文章を拝見し，6000入超の会員数を抱える巨大学

会の舵取I)の難しさを知った．本専門分科会員数

は母体学会のちょうど1割（600人）にあたIﾂ内包

する課題も同様であるが，その運営においては役

員各位ならびに事務局である西田先生を始めとす

る名大スタッフのご尽力を賜っている．記して感

謝申し上げます．
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日本体育学会第54回大会に参加して

9月26日から28日にかけての三日間，第54回大

会は熊本大学で開催されました．福岡からの参加

ということで前日の夜に車で熊本入りしましたが，

高速は快調だったものの熊本ICを降りてからがか

なりの混みよう．学会初日の朝も，道路の込み具合

と複雑さと路面電車とで，わずかな距離であった

にもかかわらず非常に消耗しながらの会場到着で

した．しかし,大学内では学生の方がとても親切に

案内して<ださり，受付を済ませて目指す会場へ

はスムーズにたどり着けました．

今大会は三日間を通して，体育心理学専門分科

会の口頭発表，ポスター発表，測定評価のワーク

ショップ,合同シンポジウム,体育心理学のシンポ

ジウム，発育発達のシンポジウムなどへと足を運

びました.初日の体育心理学の口頭発表は,初日の

朝一のせいか,分散してしまっていたためか,それ

とも会場が広くてそう感じただけでしょうか，私

も共同研究者として発表していたのですが，閑散

としていて活気のある会場ではなかったように感

じました．これに対して,ポスター発表の会場はい

つ行っても大勢の人で賑わっており非常に対象的

でした．

測定評価のワークショップでは，「平均値の比

較,分散分析」というテーマであったためか,学生

の参加も多かったようです(周りの私語が学生風で

した)．個人的には，たくさんある多重比較検定の

それぞれの特性とその選択等について整理できた

点で非常に有意義なワークショップでした．壁際

や通路にまで補助椅子を出していましたが，それ

でもまだ立っている先生がいらっしゃるほど大盛

吉田伊津美（福岡教育大学）

況でした．

学会本部企画の合li1シンポジウムは3つ企画さ

れていました．そのうちの÷つI遮勤スキルの評価

と指導を再考する｣(世話役分科会:バイオメカニク

ス)では，体育心理学，運動ﾉk理'.f里，体育科教育学，

測定評価,体育方法,体行史の各専門分科-会より演

者の先生方が登蝋されました．興味深いテーマ

だったのですが，演粁間で「スキル」についての共

通の理解がなく（これは仕方のないことでしょう

か)，それぞれの渡者からスキルについての規定も

なされないままの砧だったため，理解の深まらな

いまま終わってしまいました．このように異なっ

た専門領域が一堂に会するという企1面は．体育学

会ならではのものではないかと思います．3時間

という時間で6人の液稀では時間的にも厳しかっ

たようですし，期待していただけに残念でした．

学会大会では，毎回,発表やシンポジウム等で先

生方のお話を拝l徳したり、久しぶりにお会いする

先生方とお話することで，多大な刺激を受けると

ともにやる気をチャージきせていただいています．

また，普段の生活から離れて違った土地で開催さ

れる大会は，少しの旅行気分が味わえるという利

点もあります．今回の観光は水前寺公園だけでし

たが,馬刺しや郷土料理も-通り味わえたし,揚げ

たてのからしれんこんは予想以上においしいもの

でした．

それにしても9月も終わりだというのに非常に

暑い3日間でした．北灘道から参加された先生に

とっては．今年一番の暑さだったそうです・・・．
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一自己の潜在変数を探る－

堀井大輔（成安造形大学）

のいくものでした．その後のシンポジウムは，「運

動スキルの評価と指導を再考する」というテーマ

に惹かれて会場へ行きました‘体育心理の側面か

ら今中先生は，知覚とスキルについて運動制御の

観点から述べられました．知覚と運動は乖離して

いることや，自動化された動きを意識するとぎこ

ちなくなるという意識と無意識の関係などを興味

深く拝聴できました．

2日目には，自分自身の発表がありましたが,合

間をみてできるだけ多くの発表などを聞き，見識

を広めようと会場中を放浪しておりました．所用

で最終日まで参加できず，この日の発表終了後す

ぐ"に帰路についたことは心残りでありました．

今回の大会参加は,他の分科会の発表,シンポジ

ウム，ワークショップなどに直接触れることが出

来たという点でも，私にとって非常に意義のある

大会でありました．さらに，未熟な教育関係者･研

究者の端くれとして，自分自身の内面にある潜在

変数をいかに見つけ出すか，これまでに行ってき

た研究（観測変数）との関連について，その意味づ

けをどのように解釈していくかなどと自問自答す

る機会ともなりました．

夏の余韻を-|分に残すﾉし州・熊本大ザ:にて，日本

体育学会第541111大会が開催されました．関西在

住の私にとって，ノし州へは昨ｲ『の11本スポーヅ心

理学会に続いて2年連続のl朧となI)ました．行

きの機内では，手に汗を握る緊張感を味わい，とっ

さに呼吸法でリラックス状態を,L掛けたのですが，

心拍数の上昇するのがわかりました．スキルの独

得について，そう荷えば－スボーヅメンタルト

レーニング教本に毎[1くり返すことで切I)稗えが

できるようになると好いてあったかな～と思い出

しながら会場へ向かいました．

私は学会前日に行われたSMT指導--|祁互研修お

よび連絡協議会から参加きせていただきました．

荒木先生のアーチェリーナショナルチームへのサ

ポート経過では,SMT指導土と選手・コーチの関

係づくりの重要性，選手自身でデータを符理して

トレーニングを行なう自己学習についての有用性

を再認識することができました．高妾先生からは，
サポート途中である柔道ナショナルチームについ

て，先日の世界選手権での詳細なマル秘資料の提

示と貴重な報告が行われました．その他,地方での

研修会の開催についても協議ぎれ，メンタルト

レーニングについての共通理解や認識がますます

広まるものと思われました．

さて，私の今回の学会参加には研究発表はもち

ろんですが，目的のひとつに共分散構造分析の理

解を深めることがありました．したがって,測定評
価の分野にも積極的に顔を出すことにしました．
初日午前のポスター発表では，分析の方法や苦労
している点(分散の固定や方程式の解釈など)をと§
のように解決していくかについて，かなI)の時間

を費やして相互に情報交換することができました．

自分自身の現時点での理解度がはっきりと認識で

きたことや，新しい知識が増えた点でかなり満足
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第6回スポーツ社会心理学研究会

第6回スポーツ社会心理学研究会は，日本スポー

ツ心理学会の終了後に筑波大':のSPEC教室にて開

催されました．本研究会は，毎年，体育学会の際に

開催されてきましたが．今I可は筑波でのスポ心で

の開催の方が多くのメンバーが参加しやすいとい

う理由でこの時期の開催となI)ました．

本稿では，スポ,L,でのラウンドテーブルディス

カッション(RTD)および社会心瑚研究会の模様に

ついて御報告させて頂きたいと思います．はじめ

に,12月3日のスポ心初[Iには，社会,L､理学関連

のRTD「子どもと社会のためのスポーツ社会'L理

学の構築」が行われました．この場には、社会心理

学研究会の会員である先生方に加え，日頃からこ

の領域に関心をもたれておられる数塙の先′k7J･が

加わり，20名程度でのラウンドテーブルとなl)ま

した．大学院生数名（東京学芸大学チーム他）の参
加も見られ，フレッシュな印象を受けました．この

場では，阿江美恵子先生（東京女j巳体育大学）が司
会を務められ，三木ひろみ先生（筑波大学）に話題

提供を頂きました．内容は,社会心理学の重要な課
題の1つである‘ソーシャルスキル，について焦点

を当ててお話頂きました．近年では，子どもの共感

性の乏しさ，コミュニケーション能力の低下など

といった社会性の低下が指摘されているという背
景の共通認識を得た後に,体育．スポーツ領域での
社会性向上のための可能性について議論したと
くに，ソーシャルスキルという概念の整理や社会
性との関係などについては，深い議論がなされ,個

人的には理解が一層深まった．また，、ノーンヤルス

キルプログラムの授業実践の紹介もなされた．こ

れらを通じて，今後の､ノーシャルスキル研究の方

西田順一（福岡大学）

向性が提示されたように感じた．子どもたちのた

めのソーシャルスキル改善に向けた介入研究は重

要な研究テーマと認識していますので，今回は大

きな刺激となりました．

続いて,12月5日の社会心理学研究会では,RTD

の流れを受け，引き続きソーシャルスキル関連の

内容をさらに発展させた形でディスカッションが

進められました．参加者は,RTDにも参加してい

た先生方がほとんどでした.ここでは,大学教育に

おけるソーシャルスキルプログラムの必要性，ク

ラブ指導や体育授業を想定した場合の具体的な

ソーシャルスキルプログラムの実施方法，といっ

た内容が幅広く話し合われました.これらから,体

育・スポーツ分野においても十分にソーシャルス

キルプログラムが確立されていく可能性を実感す

ることができました．

簸後になりましたが，今回の研究会およびRTD

の準備をして頂いた,阿江美惠子先生,三木ひろみ

先生に感謝申し上げます．貴重な機会をどうもあ

りがとうございました．

ところで，スポーツ社会心理学研究会では現在

｢体育教師のための心理学(PsychologyibrPhysical

EducatorsYvcsVandenAuweele(著)HumanKinet-

ics(Sd))」という本を分担で翻訳しています.現在

は,編集作業が進められていますが,もう少しで大

修館書店より発刊となる見通しです．現場で体育

指導に関わる教師や体育教師を目指す学生のため

に役立つ内容から構成されています．発刊の際に

は，是非．ご参照ください．
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第13回臨床スポーツ心理研究会

上野耕平（鳥取大学）

平成15年9月26日（金)19:00より，学会会場

である熊本大学にて「第13回|臨床スポーツ心理研

究会｣が開催されました今年の研究会は，事例提

供者に中込四郎先生（筑波大学)，指定討論者に中

島登代子先生(鹿屋体育大学）をお迎えし，鈴木壮

先生（岐阜大学）の司会で開催されました．3氏は

いずれも臨床心理士であられ，現場での豊富な臨

床経験をお持ちであることから，素人である私は

大きな期待と不安を抱いての参加となりました．

研究会では，まず中込先生が事例を紹介され,そ

の後フロアーとの間で活発な質疑応答が交わされ

ました.質疑開始後しばらくして,研究会の緊張感

からか質問を跨踏する空気が流れました．その際

に中島先生がフロアーの特に若手参加者に向かっ

て．恥ずかしがらず自らの勉強のために発表する

よう促されました．中島先生のご発言にホッとし

たのか，それを境に様々な質疑が交

わされ，議論は次第に深まりました．

そして質疑が事例の夢に及んだ際に

は，マリオ・ヤコービのカウンセラー

とクライアントの関係に関する図式

を引用きれ，なぜ夢を扱うのかにつ

いて，分かりやすく丁寧な解説を頂

きました．また鈴木先生には,参加者

の多くが気付かない重要なポイント

についてタイミング良<触れること

で，議論を問題の核心へと導いて頂

きましたしかし参加者の多くに

とっては，3氏が時折それぞれの意

見を主張しつつ，事例に対する理解

を深める場面に遭遇できたことが，

何よりの勉強になったのではと思われました．

研究会終了後には，政令折定部!'】移行を目指す

｢火の国熊本｣市街地の)I!l棚嵯にて懇親会が催され

ました．熊本の名産と｢_すえば|~馬刺｣．私も研究会

の緊張から解放きれ，！''込先ﾉt他久しぶりにお目

に掛かった先誰方と共に，災味しい梱と馬刺に舌

鼓を打ちました．

本研究会の性格'二，1J例のI藤名性への配慮，守秘

義務が求められることから，ここでは【胤例や質疑

の内容について詳しく触れることができず，研究

会の内容を具体的に紹介しきれない部分がありま

す．しかし前述の通り，臨床に間する特別な知識を

持ち合わせない方にも，敷IIil･は決して高いもので

はありません．「燗_｜としてスポーツ選手を見るこ

とに関心のある方，賀間紙では測れない11t界に興

味のある方は足非ご参加I､.さい．

研究会の様子
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スポーツ動作法研究会活動報告

飯嶋正博（順天堂大学）

第12回スポーツ他脹動1'I;i｣:-ヒミ･)-－が平成16

年3月6日（土）に'|ゞ 後2時から51畔までの3時間，

順天堂大学さくらキヘ･ンパスの柔辿場で開催ざれ

ました．順天堂大学学部'li,大'､j』冒院'tの外に，外部

から2名，計23希の参加樹･があI)ました．開催日

時はよかったのですが，前l''llifl様に場所が便利な

浦安体育館を使用できず．不便なキャンパスでの

開催となり，外部からの参加希望肴にはご迷惑を

おかけし申し訳なく思っております．

セミナーの内容は，2部梛成で1部では，スポー

ツ動作法の理論,実施法，スポーツ選乎への適用例

の講義を中心に行った．今|刺は特に健康動作法と

してさらに，小学校5．6年牛.1'､j::級21精に「体ほ

ぐし」の運動として動作法を適用した事例につい

ての報告が行われた‐動作法適"jの効果として身

体の傾きの改善といった姿勢改善の点とYGテスト

の結果から攻撃性や劣等感の減少といった,L､理的

変容が見られた．

2部では,実技研修として動作法を参加者同士で

ロールプレイする形式で行われた.最初に,動作法

の本質である動作と運動とはどう違うかを体験す

ることから始まった．動作法の本質である自分で

動かす主動(感）と他の他者が動かす他動(感),勝

手に動く自動（感）催眠法での被動(感）の区別や

特徴について体験した．

次に，身体はシステムとしてつながりを持って

動いていることとその要が腰であることを体験し

た.その後で腰の動き,肩の動きといった身体部分

のリラクセーションと適切な力の入れ方の実習を

行った．さらに座位や立位姿勢で身体部分間を身

体軸を意識して動かす実習，片足立ち姿勢や中腰

姿勢などの準備姿勢や特徴的な動きの基となる身

体の枠組みを持った動きの実習を体験した．

最後に，実践上での問題点やその対処に対して

質疑応答の形で討論を行い終了となった．

次回の開催時期と場所，内容は未定である．
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メンタルトレーニング・応用スポーツ心理学研究会の活動報告

この研究会は，競技力向上を目的としたメンタ

ル面強化の情報交換会という形式で活動をしてい

る．2003年度は，名古屋支部会と石川支部会の再

活動開始と富山支部会がスタートし，全国11都市

で毎月1回を基本とした情報交換会を実施してい

る．最近は，メーリングリストやHPのBBS(掲示

板)等を利用した情報交換が盛んに行われている．

また,HPの質問欄にも年間100を越す質問が寄せ

られ，可能な限りの回答をしている．

（1）本年は，研究会のメンバーが3つの国際学会

と3つの国内学会等に参加し，メンタルトレー

ニングの研究や実践動向を報告した．それらの

学会は下記の通りである．

1）国際メンタルトレーニング学会（4年おき）：

ロシアのサンクトペテルブルグ

2)国際応用スポーツ心理学会：米国のフィラデ

ルフィア

3)国際心理応用スポーツ学会：スペインのマド

リッド

4）日本体育学会：熊本大学

5）日本フットボール学会発足セミナー：熊本大

学

6)日本スポーツ心理学会：筑波大学

高妻容一（東海大学）

（2）各地区での集中講習会(1F1･2n)の開催

1月：北海道旭川市，1月：東海ﾉ<学，3月：北海

道深川，3月：青山学院大学，4月・8月・8月（3

回）：大成学院大学高校，9月：札'晩学院大学等

（3）関東地区の研究会では,11〃に大リーグエキ

スポズのトレーニングコーチである友岡和彦氏

を特別ゲストにお迎えし，大リーグにおけるメ

ンタルトレーニングの状況，満腿する選手たち

のメンタル面，大リーグで活躍する日本人プ

レーヤーについての話題を提供してもらった．

（4）2004年1月には，大リーグやUSオリンピッ

ク代表野球チームを指導したケン・ラビザ博士

を招待しての特別講演を4回（関東地区・関西・

東京・東海大学）実施予定．

（5）日本スポーツ心理学会では，ラウンドテーブ

ルディスカッションにて，専門家育成システム

の構築というタイトルで4名が話題提供をした．
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第13回運動学習研究会報告

筒井清次郎（愛知教育大学）

2003年度の遮肋‘γ:料州先公が‘愛知教ガノ<'､)をを

会場に,8/18(11)から2()(水）の3IIIIII行われ、

39名が参加し,17越の11頭発夫と2迦のボスター

発表が行われた．参川|荷の6削か雌'Lであるため

に,安価な公共術油施,i受を3()"j話約していたが,東

海地区という地III!的な便利きもあり，例年に比べ

て参加者が多く,1i'i油光か2f-1ﾘ『に分かれざるを得

なくなってしまった．このため例年のような深夜

にまで及ぶ縦‘論の場が確保できず，その,lfを期待

していた参加稀の‘なに添えなか‐,たのが残念で

あった．昨年庇は発炎内容および発炎ﾉj法におい

て，準備不足の者が多かったという参加者からの

指摘があl),本年度についても,し､配していたが,ま

だまだ不十分な点もあるものの，かなり改善され

てきたと感じた．このように，この研究会が単なる

仲良しの集まりではなく，お互いの発展のために

は厳しく指摘し合える関係を保っていけることが

．飛要と考える．なお．この研究会は，年会費2000

円（ほとんどが報告書代）さえ払えば,誰でもいつ

でも参加できます．詳しくは,htlp://

holililhicnagoya-uacjpryamamotOimls/を参照下さ

い．多くの方の参加をお待ちしています．

研究会参加者
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学位論文の紹介

自己決定理論を用いた運動継続の予測と説明

定期的に運動や身体渦動を行うことによって，

健康上多くの恩恵が得られることは広く知られて

いる．しかしながら，いまだ多くの人々が身体的に

不活動な生活を送っている．たとえば，わが腿lの代

表的な疫学調査であるIKllも栄鍵I洲炎によると,11Ejl

30分以上の運動を週21111以1-.'其施し,l年以卜持続

している者の割合は，わずか3剖にも繭たない（厚

生労働省,2002).MarCusclal.(2()()0)は．逆勤一

身体活動に関連する先行研究を概観した｜→､で，こ

れまでに運動や身体橘動を人々に採択ざせるため

の様々な試みは成功しているものの，継続に関す

る試みは不一|-分であることを指摘している．この

ような背景から，運動．身体活動の継続に強く影響

を与えている'L､理．行動科学的要因を明らかにし、

運動実践者の継続を支援するための知見が求めら

れている．本研究では，自己決定理論(SDT:Self-

DeterminationThcory,DeciandRyan、1985,200(l

2002)を用いて，運動動機づけに関する個人差の特

徴を明らかにするとともに，運動動機づけが運動

継続の予測と説明に有効であるのかを検証した．

自己決定理論とは，これまでの動機づけ研究にお

いて内発的動機づけと外発的動機づけを対･照的な

ものとして二分法的に位置づけていたのに対して，

動機づけを自己決定の程度によって細分化し，外

発的動機づけから内発的動機づけまでを連続した

動機づけとして説明することを可能にした理論で

松本裕史（武庫川女子大学）

ある．

本研究は，7章（第1章：運動の継続に関連する

従来の研究と課題，第2章：本研究の目的と意義，

第3章:運動研究に用いる自己決定理論に関連する

尺度の作成，第4章：運動動機づけパターンと運動

継続の|卿連の検討，第5章：自己決定理論に基づく

運動継続の因果構造モデルの検討,第6章:運動動

機づけに影響を及ぼす心理的要因の検討，第7章：

総合的考察）で構成されている．

第1章では，代表的な運動継続を予測，説明する

理論･モデルを概観し,運動継続研究に自己決定理

論を用いる有用性を述べるとともに，運動と自己

決定理論に関する先行研究を展望し，その問題点

と課題を整理した．

第2章では，本研究の目的と意義を述べた.本研

究の目的は．l)信頼性および妥当性を有した運動

動機づけ尺度を作成し，運動継続の動機づけの個

人差をとらえることができる動機づけパターンを

明らかにする，2）運動動機づけパターンと運動継

続との関連を横断的および縦断的に検討する，3）

運動継続を説明するモデルとして自己決定理論を

用いる妥当性を総合的見地から検証する，4)運動

有能感,運動自律性,および運動関係性が自己決定

の程度の異なる運動動機づけに及ぼす影響を検討

する，の各点とした．本研究の意義は,運動指導者

が運動実践者の動機づけを客観的に評価し，その
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評価にしたがって運動継続を効果的に支援する方

略を明らかにすることである．

第3章では，自己決定理論に関連する尺度（運動

に関する自己決定動機づけ尺度，運動に関する有

能感尺度，運動自律性尺度，および運動関係性尺

度)の作成を行い,信頼性および妥当性が確認され

た（研究1-4).

第4章では，運動動機づけパターンの検討と，運

動動機づけパターンと運動継続の関連を横断的お

よび縦断的に検討した．クラスター分析の結果,抽

出された運動動機づけパターンを図lに示す.運動

動機づけパターンは，第1クラスターとして，自己

決定的な動機づけが高く，非自己決定的な動機づ

けが相対的に低い「自己決定動機づけ傾向｣，第2

クラスターとして，すべての動機づけが中程度の

値を示す「中等度動機づけ傾向｣，第3クラスター

として，自己決定的な動機づけよりも非自己決定

的な動機づけが高い傾向を示す「非胤己決定動機

づけ傾向｣，最後に，第4クラスターとして，非動

機づけが高く，その他の動機づけはいずれも低い

｢無動機傾向」が抽出された（研究5)．苔らに，異

なる対象者においても同様の運動鋤機づけパター

ンが確認された（研究7)．次に、明らかになった

運動動機づけパターンと運動継続の関連を横断的

に検討した.その結果,「自己決定動機づけ傾向｣群

は，定期的な運動を長期にわたって行っている者

が多く，運動を行っていない者は少なかった．「中

等度動機づけ傾向｣群は,不定期に運動を行ってい

る者が多く，長期にわたって定期的な運動を行っ

ている者は少なかった．「非自己決定動機づけ傾

向」群は，定期的な運動を始めて間もない者が多

かった．最後に，「無動機傾向」群は，運動を行っ

ていない者が多く，不定期に運動を行なっている

者や長期にわたって定期的に運動を行っている者
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図l_運動動機づけのクラスター分析結果



が少なかった（研究6)．また、遮勤勅機づけハター

ンによる運動継続の]zi!1ll性にIMII=て．2年間の期間

をあけて運動継続状ﾙ｡を雌‘認したところ．II'l己決

定動機づけ傾向」群は．他の動機づけパターンと比

較して，有意に運動を継続し-くいる荷が多か=)た．

｢無動機傾向」群においては，ｺｲ『後に遮肋を継続

していた者は存在しなかった．このことから，連動

動機づけパターンには巡勤継続にi,1･するある‘侃度

の予測力が確認きれた（研究H).

第5章では，自己決定恥論にj,!亭づいて．運動継続

に影響を及ぼす動機づけのIﾉ<|果櫛造モデルを僻築

し検討を行ったところ，モデルの適合度は良好で

あり，運動継続を説lﾘjするモデルとしてI&I己決定

理論を適用する妥当'性が示された（研究9)．また，

運動有能感，運動自律'|ゾlZ，および巡動間係'I'liは，運

動動機づけを媒介して，運動継続に影群を!j-える

ことが示された．

第6章では，運動ｲI･能感，運動''1徹性，および運

動関係性が非動機づけから内発的動機づけまでの

自己決定の程度の異なる各動機づけにどのような

影響を及ぼすかについての詳細な検討を行った
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(研究I0).その結果，自己決定的な動機づけの増

強に，運動有能感,運動自律性,および運動関係性

の3つの心理的要因が重要であることが示され,そ

の中でも運動自律性は運動継続に望ましい動機づ

けへ変容させる方略を考える際に最も配慮すべき

要因であることが明らかになった．

第7章では，各章で示された結果をまとめ,総合

的な考察を行った運動継続のための支援は,運動

指導者の経験や勘に頼るのではなく，客観性のあ

る指標を基に行い，経験の浅い運動指導者でも運

動継続の支援を行える効率性と普遍性を有した体

系的なアプローチへ発展させる必要がある．最後

に本研究から得られた知見を基にして，運動継続

に対する動機づけを支援する方略について具体的

な提案を行った．

付記：同名の論文題目において，平成16年3月

に早稲田大学大学院人間科学研究科より博士（人

間科学)の学位を授与されました.多くの貴重なご

指導とご助言を賜りました竹中晃二教授ならびに

多くの先生方に深く感謝申し上げます‘
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スポーツ選手の競技引退に関する研究

1．はじめに

競技引退に関する研究領域は，競技引退への適

応要因や競技引退の特質についての理論的研究か

ら，競技引退後の心理的-身体的･社会的適応に関

する実証的研究，競技引退への適応を促進するた

めの予防的介入の実践開発に関する実践的研究へ

と発展してきた．近年，諸外国では，競技引退への

準備プログラムや将来設計プログラムを開発し，

実施しているが,わが国においては,そのような系

統的な取り組みは行われていない．また,選手の属

性(性別，年齢など)や参加する競技種目の特性に

よる競技引退への反応の差異についての研究の必

要性，競技引退前に競技引退に伴って問題を生じ

る可能性のある選手の判別研究や，そのような選

手に対する特定の介入指針についての検討の必要

性が先行研究で指摘されている．

このような背景から，本研究では,競技引退への

反応を「競技引退観」から捉えることにした．ス

ポーツ選手に対する予防的・教育的介入において

利用可能な競技引退観検査を開発すること，そこ

から明らかになる競技引退観について検討するこ

と,指導･援助に対する競技引退観検査の適用可能

性や有効性の検討を行った．「競技引退観」は，競

技引退に対する適応資源,競技引退に対する態度，

競技引退への接近･回避傾向，競技引退イメージか

ら構成される．

大場ゆかり（早稲田大学）

九州大学大学院人間環境学研究科博士論文

(平成14年3月25日学位取得）

指導教官徳永幹雄教授

2．目的

本研究は，競技引退前のスポーツ選手に対･して，

競技引退経験が人間的成腱の機会となるよう指導．

援助を行う際に利用ⅢJ能な競技引退観の測定尺度

を開発すること，そこから明らかになる競技引退

観の特徴や競技引退へのⅨ応の箙興について検討

すること，競技引退観を手がかI)にした〕呈防的･教

育的視点からの指導・援助を実践するための留意

点を明らかにすることをII的とした．

3．論文構成

研究の目的を達成するため，本論文は以下のよ

うに構成された．すなわち．第1章I序倫｣，第2章

｢競技引退観検査の開発｣，第3章「スポーツ選手の

競技引退観｣，第4瀬「競技引退観検在とインタ

ビュー法による競技引退観の比較｣，鋪5章「競技

引退観に基づく予防的・敬青的介入の試み｣，第6

草「総括」である．

4．結果の概要

1）競技引退観検査の作成

「競技引退に対する適応資源」「競技引退に対す

る態庇」「競技引退への接近･回避傾向」「競技引退

イメージ」の4尺度から織成される競技リ|退観検査

を作成することができた．

2）競技引退観の特徴

(1)スポーツ選手の競技引退に対する態度は，拒否



的,消極的，嫌悪的な{t師:j:二《あることがIﾘlらかに

なった．一方，競技ヅ|辿;=i,11-ゐ通I心査源は，適

応的な傾向にあ=ﾉた.l'ijulーた〈ないlが「引

退する時は来る」とぢえ．｜慰昧的イメージ」で

競技引退を捉えている避派か多か=』た．

(2)競技引退に対する態哩には｣ﾘ､卜の特徴が認めら

れた．

①受容的,稚極的,好懲的な競技リ|退に対する態

度には，適I心湖原をイILていること，性（男

性)，年代が商いこと㈹繩ll".rli(牛涯スポー

ツ，集団スボーソ）か影群していた．

②競技引退に対･して接近慨Ihjを,Jﾐー ｩ-場合．安堵

感や期待は低く，競技リ|遇によ〃』て生じる衝

撃の度合いを大きく‘患知していたが．競技引

退への主体的間'j-とり|退後の競技間!j-の可能

性は高かった．

③競技引退イメーンワ)|人l容により，競技引退に

対する態度や競技リl退への接近･lr1l避傾向が異

なることが|ﾘjらかになった．競技リ|退に意味

的イメーシを示した荷は‘競技引退に対して

接近傾向を有し，競技リ|退に対する,受容的，積

極的，好意的な態度をイj.する傾向があった．

3)競技引退観検査とインタビューによる競技引退

観の比較

(1)インタビューのInl然からは，受容的な競技引退

観を示す者が多く認められた．「競技引退の受容．

拒否」は「引退後への〕急期．準備lと関連があっ
た．

(2)競技引退観検査とインタビューから得られた競

技引退観は，ほぼ同様の傾|句を示した．しかし，

インタビューにおける「競技引退の受容．拒否」

の回答群により競技引退観検盃の得点を比較し

たところ，ほとんどの因~r･で有意差が認められ

なかった．また，競技引退に対･する基本的姿勢が

異なる2つの事例において，競技引退観検査の得
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点に明確な差異は認められなかった．

4）競技引退観に基づく予防的･教育的介入の試み

競技引退観検査の評価手順および競技引退観の

解釈にあたっての留意点を明らかにし，これを事

例に適用して競技引退観の評価と助言を試みた．

助言を行うことにより，競技引退への心理的取組

みが開始,促進されたことが推察された.このこと

から，競技引退観検査による競技引退観の評価お

よび，これに基づく助言の有効性が示唆された．

5．まとめ

本研究では,競技引退観検査を作成し，これによ

り競技引退観の特徴を明らかにするとともに，競

技引退観検査のスポーツ選手に対する適用可能性

を考察すること,競技引退観に基づく指導援助を

実践するための留意点を明らかにすることを目的

とした．この目的に基づき進められた調査,研究か

ら主に以下の結果を得た．

1）競技引退観検査が作成され，スポーツ選手の競

技引退観の特徴が明らかになった．また,競技引

退に対する態度は，競技引退に対する適応資源，

競技引退への接近回避傾向,競技引退イメージ

によって異なっていた．

2)競技引退観検査のスポーツ選手への適用可能性

が示唆された．

3）競技引退観の評価と実践の試みから，その方法

と競技引退観に基づく指導・援助の有効性が確

認された．

6．おわりに

本論文を作成するにあたって，深いご理解と温

かいご指導を頂きました徳永幹雄教授，貴重なご

助言の数々を頂きました橋本公雄教授,そして,多

くの示唆を頂きました針塚修教授，古川久敬教授

に心よりお礼申しあげます．
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中学生サッカー選手におけるストレスの構造分析

加藤久（沖縄かりゆしフットボールクラブ）

この度，体育心理学専門分科会・広報委員会よ

'’，分科会会報に上記タイトルで東京工業大学に

提出した学位論文を紹介したいという依頼をいた

だきました．以下に，研究の動機,論文の内容等に

ついて,要約してご報告させていただきます.論文

は，図1のように7章で構成されています．

日本のスポーツ選手の育成を考えた場合，最も

指導効果が期待できる中学生年代において，選手

を取り巻く環境に一番多くの問題があるのではな

いか，それが本研究の出発点になっています．

筆者は,1991年から1996年までの5年間，日本

サッカー協会強化委員会において，小学生，中学

生，高校生という育成段階の選手指導のプランを

練り，そのプランの基本的な部分を実行に移す仕

事に携わってきましたが，その中で最も大きな課

題となったものは，中学生の高校受験に関わる問

題でした．この進路決定には,選手本人の意志より

も，親や学校の先生などの考えが優先される場合

が多く，中学生選手はスポーツと学業の両立とい

うテーマの中で，多くの悩みを抱えているものと

思われました．

また，発育・発達の観点から見ても，この年代は

肉体的に急激な成長を遂げる時期であり，精神的

にも‘‘多感な”時期と言われています．このような

中学生選手たちの日常生活の実態を理解すること

は，指導の方法論を確立していく上でも非常に大

事なことであると思い，研究を始めました．

本研究は，ラザルスら(1984）の提唱した認知的

評価理論をもとにしたストレス研究を貯景に，中

学生サッカー選手のストレス術造を客観的に捉え

る試みです．この研究における鮫も重要なテーマ

は，日常生活の時間的な流れの中で，家庭・学校．

競技という3つの生活場面を取|)上げ，′k活全般

を視野にいれたスl､レスモデルを検証することで

した．また,学校の中でスポーツをｲ了っている部活

選手と，地域のクラブにおいてスポーツを行って

いるクラブ選手の生活空間が異なることから，こ

の競技集団の差によって，選手のストレソサーの

評価や心理的ストレス反応の表出にどのような違

いがみられるかも大きな関心調でした．

選手のストレス過程へ指導荷が介入する際に，

最初に行わなければならない仕鶚は，選手が何を

ストレスと感じているか，いわゆるストレッサー

の内容を把握することですが，この点に関しては，

人間関係の軋櫟と競争による評価を雄も大きなス

l､レッサーと感じていることが明らかにされまし

た．この二つの要素は，子供の社会だけでなく，大

人の社会においても大きなストレツサーとなりう

るものですが,この時期から，人間関係を円滑に保

つために社会的スキルの学潤を行うことなどは，

今後の選手指導の重要なテーマであると諺えられ

ます．
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ストレッサーの評価と心理的ストレス反応の関

連をみると，学校や競技場面に比較してストレッ

サーの評価が低い家庭場面で，逆に心理的ストレ

ス反応が相対的に高いという結果がみられました．

この点は，本研究の基本仮説となるストレッサー

から心理的ストレス反応への場面間の相互関連の

可能性を示唆するものと考えられました．家庭に

おける心理的ストレス反応の高さは，家庭におけ

るアクテイベーションの低さからも説明が可能で

すが，学校や競技の場でため込んだストレスが家

庭で表出されている可能性も考慮すべきです．ス

トレッサーから心理的ストレス反応への重回帰分

析の結果では，例えば，「親からの干渉」という家

庭場面のストレッサーは,家庭だけでなく，学校や

競技場面の心理的ストレス反応に対して様々な強

さの影響を与えていることが明らかになりました

(図2)．この図2の結果は，ストレッサーの評価か

ら心理的ストレス反応までの過程には，さまざま

な要因が複雑に絡み合っているということを示唆

していますこの複雑さの中から,強い影響を与え

ている要因をいかに見抜くか，それが現場の指導

者に要求される仕事であるといえるでしょう．

ストレッサーや心理的ストレス反応に影響を与

える認知的要因としては，競技集団，競技目標，コ

ミットメントを取り上げましたが，心理的ストレ

ス反応への競技集団差や競技目標差の影響の可能

性は，特に重要な知見であると思われます．

例えば,家庭でのストレッサーの嫌悪性評価は，

部活選手よりもクラブ選手の〃が向いのですが，

心理的ス1､レス反応をみると，逆にクラブ選手よ

りも部活選手で高く表出されています‘この家庭

における心理的ストレス反応をさらに熊し〈分析

してみると，「プロ志向性」の高い場合と低い場合

では，クラブ選手と部活選手の,L､理的ストレス反

応の表出に差がみられます.つまI).「プロ志向性」

の低い選手では，心理的ストレス反I'上に篭はみら

れませんでしたが,「プロ志向性｣の商い選手では，

クラブ選手よりも部柵選手の心理的ストレス反応

が有意に高いという結果が示されました．心理的

ストレス反応に対するこの競技集団蕊は，選手の

ストレスへの対処を考える上で里喫なヒントを提

供していると思われます．

最後に，本研究では，クラブ指導肴と部活指導者

のコーチングに関する認知構造の違いを,ISM法

という研究手法を使って聯例的に取り｜･､げました．

その結果，クラブ指導肴と部活指導者の認知構造

には明らかな違いが見られ，指導肴の選手に対す

る接し方の違いが，選手の心理的スl､レス反応の

軽減につながっている可能性が示唆されました．

本研究においては，家庭・学校・競技という3つ

の生活場面における，選手のストレツサーと,し､理

的ストレス反応の場面間の相互関連性が確認され

ましたが,今後は,心理的ストレス反応軽減に寄与

すると考えられるクラブ選手と部活選手のソー

シャル･サポートや対処方略，社会的スキルの差に

言及する必要があると思われます．



67

家庭での心理的ストレスＩ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
■
■
１
Ⅱ
１
１
１
１

F1家庭内コミュニケーション

●ぐ、家
庭
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

F2親と指導者のコミュニケーション

一
、

奇

、

、ﾐーﾐﾐ
F3親からの干渉

F4親の学業偲先

１
１
１
１

F5先生との信顎関係

学
校
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

学校での心理的ストレス反応
F6学校仲間のイジメ

､

1

1
F7先生からの注愈・指導

ヂ
、 ノ
、

、F8学業停溌
、
、ー

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

F9チームメイトとの人間関係

F10指導者による評価

競技での心理的ストレス反応
F11練習の量・質

競
技
ス
ト
レ
ッ
サ
！

F12試合出場固執

F13練習固執

F14チームメイトとの競争

F15ケガ発生

’F16ケガや病気による試合・練習欠場

↓

ン ５
１
０
０
■
凸

く
く
ｐ
ｐ

図2家庭・学校・競技ストレッサーから各場面の心理的ストレス反応への影響度
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摂食問題を抱えた競技者の心理的背景と>理的背景としての身体

山崎史恵（鹿屋体育大学研究生）

博士（体育科学）筑波大学

1980年代以降，競技者の摂食問題にはスポーツ

,L,理学領域から比較的多くの研究的興味が集まり，

問題の背景となる様々な要因が検討されてきた．

しかし，実際の心理介入に適用できる研究は未だ

少なく，思春期女性の摂食障害の治療枠で実践せ

ざるを得ないのが現状といえる．

本研究では，競技者の摂食問題には競技者独自

の心理的背景が存在していると仮定し，競技活動

の基軸となる身体を手がかりとして，摂食問題を

抱えた競技者の体験を丹念に探っていくことが臨

床現場に有効であろうと考えた．

本研究の目的は，第1章において以下のように

設定された.第1に,摂食問題を抱えた競技者特有

の身体の捉え方の特徴，もしくは身体経験のあり

方を明らかにすること,次に,摂食問題の症状と競

技者の身体体験の関係性を事例的に検討し，臨床

現場への視座を提供することである.特に，身体感

覚，身体経験，身体像の3側面に焦点づけることに

より，限定的ではあるが,従来の研究では取り上げ

られなかった競技者の内的現実に迫れる可能性が

あることなどを研究の意義として論じた．

従来の研究知見を概観した第2章では，現象面

に関連したいくつかの特異性一競技者には軽度の

食行動の混乱が多く発生すること，男性競技者の

罹患率が高いこと，引退などを契機に回復が早い

ことなど－に触れ,その後,心理的背景に関連した

資料に焦点を当てた.特に，身体経験等に関連する

背景として,いわゆる摂食隙宵の患粁には，生育史

上の問題に由来する身体経験の混【孔が'|をじている

一方で，競技者においては競技活動の!|』にそれと

類似した多くの身体耗験の混乱一身体感覚の疎外，

'L､身の乖離，身体像の‐‐時的な龍みなと‘－が含ま

れる可能性を論じた．

第3章では，食統制における身体感虻の質的な

差異を検討するために、ツツ女競技群の1I常的な食

行動の類型化を試みたその結果,摂食問題の危険

性が示唆された競技者は，食事の統制の|祭に,適切

な心身の感覚を用いていないという特徴が認めら

れ，食事場面において身体感覚がかなり疎外され

ている特徴を確認した．対照的に，安定した食行動

を有する競技者には，‘し､身の状態に即した食統制

をおこなう傾向が認められた．食事という行為そ

のものが極めて'L､身連関的な行為であることから，

身体感覚との関わりの深きが象徴的に食事場面に

現れているものと考察した．

また第4章では，食事場面において身体感覚の

疎外が特に顕著になるのが，一部の極端な体重コ

ントロール時であることが確認され，摂食問題に

易刺激的な競技者にとっては，減量なと．の行為が

心身の乖離を増幅する危険性があることが危倶さ

れた．

第5章および第6章では，摂食問題と身体像お

よび身体経験の関係性に着目した．まず第5章で，

質問紙による食行動と身体像特徴の関係を検討し



た結果，混乱した食1『動を･イrj･る轆技行には体型

認識面での身体像の箙みと側時i皇，身体との疎隔

感や異和感を体験しや-j-L,"liﾘにあることを確認

した．同様に，男女・般'.j::牛を脚､I雛にしたI凋在で

は,競技者に認められたよ-）な疎附感・述和感は摂

食問題と関係を持たず(Iﾒら体j則‘忍識に関連した

身体像の歪みが摂食IIII皿の-IY!;tとな=ﾉていること

が示された．

第6章では，競技荷の慨食問I廻の-Iﾃ後にｲf在す

る身体像および身体経験の箙みをIコーールンヘ･ソハ．

テストを中心に事例的に検!;､l･した．第5章におい

て確認された競技肴特ｲ1･のI,|我異和的な身体経験

について，よI)詳細な検!i､l･をおこなうためである．

その結果，摂食問越を.抱えたlf'!の競技肯は，ロ

テストにおいて,I'Iらの感'虻・感.|･,'i体験のあI)方が

制限されていたり,1ﾉ､I的な不余感‘不ｲ‘憾が身体的

なテーマ（傷つき．不定余,|ゾliなと’）として投影きれ

るといった特徴が確1認され，身体雑験の混乱が無

意識的なレベルでも牛_じている様j鱈･が伺われた．

それと関連して,im接の内容からは，競技場面で身

体的な出来事一例えば，興侮やパフォ.－マンスの

低迷，著しい競技レベルの向｜･など－を体験して

おり，摂食問題の契機となったエピソードとして

自ら報告がなされた．こうした身体への直面化を

迫られる状況の中で、対象となった競技者は，自ら

の身体と対時するかのような,L､的態度を強めてい

く傾向があIｿ，それが,意識されるところの自我異

和的な身体経験につながるものと考察した．

第7章では，摂食問題を抱えた競技者との心理

療法を報告した既存の面接資料が議論の対象と

なった．そこでは,.L､理療法の経過に伴う症状．身

体経験・外界での出来事等の変容を辿ることによ

り，本研究知見の臨床場面への適用について検討

がおこなわれた．面接資料の分析から，クライアン
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卜である競技者は，過去から現在にわたる自らの

競技経験と，その時々 の身体経験,様々 な感情を面

接場面で語ることにより，自我親和的な身体像を

再構築い<というプロセスが確認された．こうし

た主観的に体験される身体の変化と同期して，食

事への受容的態度が生まれてくること，自然な感

情表現や周囲に対する積極的な態度・行動が可能

となっていくこと等が確認された．

以上の一連の成果を総括すると次のことが結論

できる.競技者の摂食問題には,体型や体重に関わ

る身体像の歪みだけでな<,,L､身の乖離(感情や身

体感覚の疎遠性もしくは疎外)や,否定的で自我異

和的な身体経験・身体像が存在している．これは，

摂食問題の特徴として確認した内部感覚(空腹満

腹感満足感など)の乖離と根底で繋がりうるもの

である競技者の場合,様々な身体的苦痛に耐える

ために，ある程度の心身の乖離を余儀なくされる

ものではあるが，競技場面での極端な減量もしく

は体重コントロールなどの行為や，自らの身体に

直面せざるを得ない出来事(負傷やスランプなど）

は,心身の乖離を増ll'層したり，身体経験の混乱を強

めることで，摂食問題を顕在化させる危険性を持

つ摂食問題を抱えた競技者への心理的介入(カウ

ンセリング等)の際には，こうした競技者特有の自

我異和的な身体経験に直接もしくは間接的に働き

掛けることが有効であり，自我にとってより親和

的な身体を取り戻すことが治療目標の1つとして

位置づけられる、

付記：本学位論文の研究指導教官として長年の

ご指導を賜りました筑波大学の中込四郎助教授，

ならびに貴重なご助言を賜りました先生方に心よ

り御礼申し上げます．



Ⅵ海外情報

－
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海外情報

2002年国際応用スポーツ心理学会(AAASP)と

2003年アジア南太平洋スポーツ心理学会(ASPASP)に参加して

和田先生（即[梛教が火'}::）からAAASPへの学会

参加記を寄稿してはしいとい)"I;,'iを受け姪率に

も「そういえばｲrったなあ．．？’と思い出に耽り

ながら了解のメールを出してしまった．しかしよ

くよく後で考えてみると私が参加したのは2002年

のAAASPで2003年はASPASPに参加していたこ

とに気づき，慌て〆j,ためいてお断l)のメールを出

したら,fu111先'|倉からは｜ノ<丈ノミ12002年の

AAASPの参加記はまだ褐i職されていないし，それ

なら2003年のASPASPの参加‘妃も含めて寄稿し

て！」と即座に新たな使命が加わ」た返信があI),

かえって墓穴を掘る形とな〆ﾉてしまった．しかし，

そうはいっても雌近のことさえも定かに思い出す

ことが危うくなった私にと=｣ては1年前，2年前

のことを明確にすることはそゞ)容易な作業ではな

かった．そこで此|‘1研究荷であり，サンフランシス

コ空港で落ち合って以来アメリカでの珍道中を共

にした渡辺英児氏（当時!'!舟(火'14:、現龍谷大学）や

若山裕晃氏(｢|･]京ﾉ<学)の!弛憶ﾉJにも協ﾉJを得て何

とか本稿を書き_上げることとした．

2002年国際応〃iスポーツ心理学会(AAASP)は，

2002年10月30日－－11)12HのII程でアメリカ，ア

リゾナ州ツーソン市で開催された．ヅーソン市に

は州立アリゾナ大学があるが，残念ながらAAASP

は市内のホテルで開催きれた．というのは，映画通

遠藤俊郎（山梨大学）

の方にはキアヌ・リーブス主演映画「スピード」を

思い出して頂きたい．爆弾を仕掛けられたバスを

運転するヒロインが着ているトレーナーの背中に

書かれた大学名から犯人に「ワイルドキャッツ」と

呼ばれ、キアヌ扮する主人公がビデオでバスの内

部を犯人が監視していることに気がつく，という

一場面があった．そのニックネームの大学こそが

アリゾナ大学だったのである．このことだけで渡

米前から幾分興蒋気味の私だっただけに，学会会

場もさることながらアリゾナ大学を見学したこと

はいうまでもなかった（写真l参照)．ところで肝

心の学会は，日中はキーノートレクチャーやシン

写真1AAASP:アリゾナ大学アメリカン

フットボール場
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ポジューム(写真2，実習を含めたセッションの事

例）がメインであったが,10月30日と11月2日の

2日間の夕刻にはポスター発表セッションが設定

されており，それぞれ84件,81件，合計165件と

いう多数の発表があった．発表の多くはもちろん

地元アメリカの研究者であったが,カナダ23件，イ

ギリス16件に次いで，渡辺，若山両先生方の中京

大学グループ,北村先生の東北大学グループ,橋本

先生（九州大学)，磯貝先生（九州工業大学)，そし

て私を含めた8件の発表があった日本が4番目に

ランクされた．同じアジアゾーンといっても英語

圏のオーストラリア7件,韓国3件,台湾2件とい

う実体を見ても日本人研究者の本学会に対する認

識の高さがうかがえた．パフォーマンスの向上に

関する演題が目立つポスター発表会場の雰囲気は

くつろいで自由なものであったが(写真3，筆者の

右手に注目），発表者に対する積極的な質問や意見

の交換が行われ,熱気に溢れるものでもあった(若

山先生談）．また，学会のスケジュールの中に

&!SludentOpenMee(ing"と称した各大学の研究者に

よるスポーツ心理学に|剛する大'.j::院プログラムの

紹介とそれに対･して興味ある学ﾉ|:との斑疑応答の

セッションが’時間半も没定されていた．各大学

とも少なからず著名な研究者からll+1接的に話が聞

けるとあって学生の盛況を呈していた．我が国に

おいてもポスターによる紹介のみならず'､i::公時に

同様な試みがあれば学祁ﾉkのﾉ<'.jJ:院進'.i::熱に貢献

できるものと思われ，実施検';､I･の余地が|分にあ

ると感じられた‐

2003年アジア南太平洋スポーツ,L､理学会

(ASPASP)は2003年6)129R－7"2HのI｣程で

韓国ソウル市の国民大学において|刑催された．開

催地がお隣の図，韓国ということでI]イ尺からの多

くの参加者が見込まれたが．△'i時は下火になった

とは言えSARSの猛威が問いただされている時期

であったので家族や大学等から渡航許可がおりな

かった方が多かったと見られ,11本からの発表は

口頭発表75件中2件(｢|!込先生（筑波大学),鈴木

先生(ll皮阜大学)),ポスタ一発衣54件｢1!9件（渡

辺先生（龍谷大学)，杉ll1先生（北海道教育大学),

霧
認醗騨

I
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Ｂ
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一
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g団D
ｱロ亀

･3角
再”■、

欝霧蕊
音幸さ

醗躍 届

写真2AAASP:グループワークを含めた

セッションの事例

写真3AAASP:くつろいだ中でのボスター

発表



阿江先生（束ル〔父j･{1ﾐ･r,.崎斎：竹!|!',t'|-j/)!IIM1I1

グループ，〃化{;･j-%'I_!;L.化ノごja:.j唾稚先't'lgl.E.

義塾大学)，進藤(111%!』人'1･;ｿﾉ､1'1$l，近藤光'|-_

発表ポスターの前-ご'.録爺･ヒヒ.'&い､『)外'少ないも

のであった．令体的な雌|!リビ、こ;l.批橇1．j･lilMI係

(特に目標&liﾘ'|'I)(/)|':ノケスカ診〈．＝ノフク

テイカルな‘;門魎の多か‘挫き.,x_.､AsI)izl"I,:|""がllllk(

が異なっているよ-）↓二11'、'-..,れ.'星'il哩辺’妃'卜.!淡}.

また，学会会j笏のデ言Iし－ン】シかM《々 し．〈1排|剛

のお国ぶI)がうかか人,'_:l''ﾉ.!.'(Fi.f"Mj人;)IIの唯

花)．

ところで,2()()5fI;sll.l',11嫌ス〆}《、ソ,し蝿'､}::公第

11回大会がオーストラ'17..j/i､_2･-･EIIIIIIMi＄',瞳

であり．私とl'ilじうl:スダー発火li$:に･ｲ．一一ス|､ラリ

ア研究者から参加ひ)iｿj!!舟を受!}･た.l'ilじう．シ7′

ゾーンでのIM催でありlif会をf'r･,で別れたが、次

回は今回よりも多くの11本のIIル光門･にも参j川して

いただきたいと期待-j･るとこ／》-ご-ある．

＝夏頃

_一

割J
一

戸毎一

写真4ASPASP:近藤先生の発表

ポスターの前で筆者と

’'1，‘”fl

g‘今唱一さ“2’，と､冒昌夫q’5=さ‐rき「5Fご岳TF：1号F範nJ＆、こ~ら員二百昌唇呂恥倉・渇T“上，詫罪こ‘唯画号缶己.6手.唾載り

写真5ASPASP:会場内の生花の装飾
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ベイラー大学遊学記

内田若希（九州大学大学院）

私の指導教官である橋本公雄先生(九州大学健康

科学センター）から，アメリカで勉強してこない

か？というお話をいただいたのは，2003年3月の

ことでした．英会話がまったくできない私ではあ

りましたが，度胸と好奇心だけは人一倍「行って

しまえばイヤでも英語を話さなくてはいけないし，

行ったらなんとかなるだろう」という勢いで，アメ

リカへ武者修行に行くことを決めました．約2ケ月

という短期間ではありましたが，その年の10月中

旬より，アメリカはテキサス州にあるベイラー大

学(写真)にResearchScholarとして滞在しておりま

したので，簡単にご報告させていただきます．

ベイラー大学は,1845年に設立されたテキサス

州でもっとも古い大学です．キャンパスは州の中

心部の都市ウェイコーのダウンタウン近くに位置

し，300エーカーのメインキヘ'ンパスに，学部・大

学院のほとんどが集中していますアメリカ各州

および海外の約70カ国からの学生約13000人が学

ぶ，世界股大のバプテスト大学でもあります．ま

た，ベイラー大学は福岡にある西南大学の姉妹校

でもあり，1年間の交換留学ﾉkが雄年数名訪れてい

るようです．

さて，ベイラー大学には怖本先生の旧友である

Ra企｢I.ll"陣士がおり，このLLIIx博|言の下で運動・

スポーツ,L､理学の勉強をしてきました.LUIz博士

は，2002年3月に福岡で'1M催されたﾉL州スポーツ

心理学会にケストとして来I~lしたこともあります．

滞在した2ヶ月のうち，最初の1ケ月はひたすら英

文を読む日々が続きました．毎週，課題として論文

や英語のchaplerが複数手渡され(LuIz博士の研究

ベイラー大学
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ずつに聞いていき，ホワイトボードにそれを書き

出します．それについて，では今何をすべきか,何
ができるかをユーモアを交えながら一人一人に説
明するといった形で講義を行っていました．プレ

ゼンテーション能力の高さに驚かされた私が，講
義が終わった後にLutz博士にそのことを伝えると，
l.と．うしてそんなことに驚くのか分からないよ．ア

メリカでは1年生の頃からプレゼンテーション能

力を鍛えるような授業をやるからね．プレゼン

テーションは研究の上でも，仕事の上でも一番大

切な能力なんだよ」と答えが返ってきました、

アメリカでの生活に少し慣れた2ヶ月目からは，
LuIz博士の作成中の研究論文を読んでディスカッ

ションを行ったり，私が取り組んでいる身体障害

者を対象とした自尊感情向上のための介入研究に

ついてディスカッションを行うことがメインとな

I)ました．また，比較的自由な時間が増えたので，

そのような場合には論文を書く時間に当てること

ができ，2ヶ月間を通して非常に充実した時間を持

つことができたと実感しています．

また,Lutz博士が所属している学部の他の先生

方は大変気さくな方が多<,Miller助教授,Wooddy
助教授,Shim博士にはとくにお世話になりました．

私を見かけては，英会話の相手をしてくださった

I),研究の話や家族の話をしてくださいました．ま

た，ランチやハローウィン・パーティ，クリスマス・

パーティにもお誘いいただき，本当に楽しい時間

を過ごすことができました.2ヶ月間は瞬く間に過

ぎてしまいましたが(まさに''Timenies0'),私にとっ

て今後の研究のモチベーションを大いに高める時

間を与えてくれるとともに，たくさんの研究者や

学生との出会いの場とな'りました．このような機

会を与えてくださった橋本公雄先生，温かく迎え

てくださったLulz博士とそのご家族,また2ケ月の

間ルームシェァをさせてくださったHeather(ベイ

ラー大学ロースクール)にこの場を借りてお礼申し

上げます．あI)がとうございました．

や私の研究に閼逆-‘ﾘー 為トヒソクだ-’た),1If週木曜

日に設けられたLUIzi#|とのデイスカゾシヨン．

タイムに備えるという形-ごした．

これに加えて．Lu【た博，Zか』II､'i-#-る,･誌liの講義

にも出席し，月．水．金曜｢Iは3()塙朧度で櫛成き

れるスポーツ,し､理,､i::の!,"､淀に（,′j:11L)火‘水唯[lは

数名で構成されるス鳶1ミーーソ．-,,才､ジメントの識義

に参加していましたス:i--ソ,L､蝿,.j::の‘櫛捉では，

日本の学部でもイrわれているよ,)なメンタル・ト

レーニングの蝶本的Iﾉ､】祥("II】ノノトレーニング，イ

メージ．トレーニンクーなと‘）から．私がﾉ＜'γ:院に入

学してから学んだカタストローノ，,理Ii術まで，実に

幅広い内容でした．‐ﾉJ~､スポーツ．マネジメント

の講義は学校教行の祝1l':を盛()込んだものでした、

こちらは，学生が8ヤ!と少人数だ-』たので，セメス

ターの最後のほうで各人が興味のあるスポーツ科

学の内容についてプレゼンテーンゴンをイJ≦う時間

が設けられました．1I本の大,､iざ:とアメリカの大学

では講義のスタイルがまったく述うとよく耳にし

ますが，この,¥:姓のプレゼンテーーシ］ンに私は圧

倒されてしまいました．各人が''1分の担､H箇所に

ついてきちんと調べてきているだけでなく，発表

している姿が非常に堂に入ったものだったからで

す．目標設定についてプレゼンテーションを行っ

たある学生は，｜みんなの今の11棟は11リ？」と‐人
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NASPSPA2004Conferenceに参加して

NASPSPA(NorthAmericanSocietyfbrthePsychol-

ogyofSportandPhysicaIActivity)2004conferenccは

カナダ・バンクーバーのダウンタウンにあるホテ

ルHyattRegencyVancouverを会場に6月10日（水）

から12日（土）まで開催された．バンクーバーは

梅雨入りしたての日本とは違い，最高気温20℃に

満たない気温であったが，雨の日が多く残念で

あった．参加者はおおよそ300人くらい，日本から

は10数名の参加があり，近年にない多くの参加者

がいたとのこと.発表形式は口頭発表(一人15分),

ポスター発表（90分の質疑応答時間，写真l)そ

してシンポジウムがあり,MoIorDevclopment,

MoIorLeaming/Control,Sporl&ExercisePsychology

の3分野に大きく分けられていた朝8時から夕方

6時まで充実したスケジュールであった.学会の主

立った内容は次の通りである（カッコ内は発表

数)．

写真1ポスター発表の慶応大学グループ

石倉忠夫（同志社大学）

PreConference

Tcachingexerciscpsychology

KeynQle

Sport&ExercisePsychology:"PrcdiclorsandCon_

sequencesofSportParticipalion"

MoIorLearning/Control号|'HowDoWeGe[Abou[

ByVision？'‘

SVmposium

､Pecr-AssIsIcdLeaming(PAL)mPhyHicaIActivily

ContcxIs;Thcory,R"carch、andApPlicationsRCI-

evanttoSportPsychologyandMoIorBehavior"

'MOdelingSIralegiesforUIilizingDynamicRcsources
Hp

OvcrDevelopmentTimc

|'CoordinationDynami"()fBrainandBehavior"

"ConlemporaryPerspectivesonLcammg､Millumlion，

andDevelopment"

"NcwmeIhodologicsinlhepsychologyol.sporland

physicalactivity''
『ﾛ

"TheControloflnterceptiveAc(lons

"SlercotypeThreaiandSpo｢【:CanAI111clicPcribr_

mancebethreatencd!)"

FreeCommunicationg

MoIorDevelopmenI(12)

Molol､Lcaming/CoI1Irol(55):"AItcnlionFocusingand

Practicc"､|'GaitandPosturc"､''Reaching"､"Imag_

ery/ModelingL'|Coordinalion''､''Augmcn(cdlnfbr-

malion'!,'IVisionandAiming',、''Experlisc/Pcribr-

mance",''Kinelicg'

＝



‐一

人

Sport&ExCrCiscP!,>'ch()|⑪挫(1-l):"B('d)llllLIgc/Scll~-

Prcscnlalion"、''Y()ull1SI'()l･I/I>h}、ILPill#ヘcll"いⅡ‘

|'Prefercnc"/ConIcxI''、ⅧALIhcrc''L･c/31()い&lti()I1"､

"Heallh/Agmg"."Imagcl･>/M()Licling"

Poster(290)

今回初めてこの'､i::frl二参j川1－,4=,個､|'|』才は観察

学習に関する研究に興味を持くいるため．これ

に関連する発表・シシ'l,ン÷，』ノノ､を!|',し|こ参I川}－．℃．

特に，シンポジウノ、ⅧPccr八島烏1齢Icdl.“『nmg（P・ﾍL)

…"では体育・スホ‘－ソ渦動ひ)参加荷か吋一でヘ

アを組み(PAL),pccrluI()ring.pKFcr-m(xicimg.Pccr-

educalion,pCCr-counHcllngpccrm()dcling､1)"rill､h“朴一

mentの方法(PALin(crvcI111()11、）が数行的劫！ｲLにﾉ史

ぼす影響についてI活巡捉仙さ奴／二.(I¥Lぃ内容に

ついてはこれから'､j苫:ん-ぐぃ当たいしこダ>だが体

育実技の指導を!'】,し,に授推を受け特』Lいる秘と

79

しては、観察学習に|乳lする研究への興味も相まつ

-ご‘今後の研究と実技指導の新たな視点を示して

くれたi$!唾なシンポジウムであった．

雌終Hの夜には水族館を貸し切りにしたパー

ティーが夜退くまで催された（写真2）．パー

ティーにて観察学習の研究で著名なP.M先生に話

しかけようとしたが,!'SoITy!''とあっさりと逃げら

れてしまった(*_*)．来年は話かけ，いや，来年も

水スター発炎できるよう動機づけられバンクー

バーを後にした．

来年のNASPSPAConferenccは6月9-11日，

TmdcwindsIsliln(IGrandRcsOTISLPcIcBeaCh,Florida

で開催されるそうです．今回の発表抄録はSupple-
mC11IIoJOURNAI_OFSPORT&EXERCISEPSY-

CHOLOGYVol26､Junc､2004.をご覧ください．

′,)沓:会に間する怖報は…･hilp:"wwwnaspspa.org/

写真2Aquarlumで催されたパーティー（みんな踊っている）
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香港運動心理學會設立：今，香港のスポーツ心理学が熱い!？

文部科学省派遣による2ヶ月の海外動向調査とし

て,香港中文大学(HKCU)と上海体育大学を訪問す

る機会が得られた.今回の訪問は主として「トレー

ニングにおけるグリセミックインデックス(GI)の活

用法」や「競技のための心理的準備」等，トレーニ

ングに関するコーチング的立場からの資料収集が

目的であった．なおそれら一部についてはすでに

陸上競技研究(2004,No.2)に掲載されることになっ

ているので参照していただければ幸いである．

まず香港といえば1995年，香港禮育学院(HKSI)

で第二回アジア南太平洋スポーツ,L､理学会

(ASPASP)が開かれている．その際，大学院生と一

緒に学会に参加したのが，私個人にとって最初の

香港訪問となる．それ以来，香港へはFIFA主催の

国際シンポジウムをはじめ，いくつかの国際会議

に参加したが，このような国際的なイベントが頻

繁に開かれるのも，国際都市香港ならではといえ

る．しかしながら，これだけ多くのスポーツの国際

会議が開かれているにもかかわらず，それらを運

営.統括する学会組織なるものが,これまで香港に

は存在していなかった．ところが今回の在外研修

中，これらの学会で知り合った多くの友人との再

会を通じて，以前より噂があった香港運動心理學

杉山喜一（北海道教育大学旭川枝）

會(HKSSEP)がいよいよ発足するという怖報を得

たその矢先,飛び入Iﾂで参加した現地での国際シ

ンポジウムからの帰り道，突然自分の前に車が止

まり，降りて声をかけてくれた人物がいた．たまた

ま娘の塾の送Iﾂ迎えのl祭に，私を見つけて声をか

けてくれた親友の周華(香港教育学院識師）氏であ

る．HKSSEPの話題に触れると，偶然，彼がその副

会長であることを知らされた、さっそく彼に

HKSSEPについての情報提供をお願いすると，す

ぐさま多くの関係スタッフにコンタクトをとって

いただき，数日後に学会設立メンバー達と会食す

る運びとなった．残念ながら長期出張のため本学

会長の陳展鳴(元香港中文大学教授)氏には会うこと

ができなかったが，代わりに副会挺である香港バ

プチスト大学の張小燕氏のほか．HKSIの李慶珠氏

や鄭金枝氏，スクールカウンーヒラーの余持光氏か

ら多くの情報を提供していただいた．ほんの---部

ではあるが，それらの概要について本コラムで紹

介したい．

はじめにHKSSEP設立までの経緯を辿ってみる

と，陳展鳴氏と約10名の発起委員による運営委員

会が組織され，昨年3月に第1回の運営会議が行わ

れている．それ以降運営会議もI且Iを竜ね，これまで

香港運動′轡理學會
＜

""gKongscciety・鯛pcrt&ExercisePsycilclogy
向

f

律華鐸 ÷・＊や詮琴電鐸､錨奄~琴…

(http:"wwwhkssep.org./)

ー

』
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にすでに12IIIIほと．開かれているという.また同年
11月に正式にHKSSEPか,:':ち｜こげ．られ，就任式を
かねたセミナーもあわせて'夷施されている．そし
て今年から学会渦動もいよいよ本絡的に始動する．
その手始めとして'､jj譽会!志創刊り-の発刊，来年l1月
には，待望の第llul杏港ス;1,--ツ'L､理学会の開催を
予定している．もちろんIKI外の研究荷にも呼びか

ける予定で,H本からの参加も期存されている．現
在の会員は，‐一般会“(研究樹．．折導苔－，コーチ等）
や学生会員をあわせると現ｲf5()名程度，将来的に
は150名から200名をII指-j-という．

このHKSSEPの段,ﾝ:構想は,1989年にはすでに

芽生えていたらしい．はじめは作港!'1文入学の食
堂で，研究仲間|!rltの会‘活の!|!で発案されたもの

であるが，スポーツ．体肯'､jを会すらない!'｣で，すぐ
に実現できる状況ではなか=』た．しかも当時のス

ポーツ,し,理学はプロブェシヨナルなレベルに達し

てはおらず，学会I没Iシミにとって．機はまだ熟してい

なかった．やがて14年のI按川が流れ，ついに念願
のHKSSEPがI没立され，その橘勤ﾉj針として:"1，ス

ポーツや運動における科‘.)』:的研究を発腱させ，そ

れらを現場に応jWし，知識としてlよめていく，②
HKSSEPの定期的な'7:会を糸ll織し，運動・スポーツ

心理学に閏する話題を提供する，3スボーヅ・連動

心理学に関わる多くの科‘.;:荷やグループとの交流

を深める，毎)メンバー|可Iで，情報・黄*:|・・サービ

スの提供をはかる,"HKSSEPのジャーナルを定

期に刊行する，等が確認されたHKSSEPは、研究

者／指導者(コーチ敬師)／学生アスリート達で

支えるトライポソドの役圃を果たしながら，将来

的には豊かな市民生橘めざすQOL(QualilyofLifs)の

向上やスポーツ教育現場における諾問題に対して

も強い関,L､が向けられるである-〉．

さてI-IKSSEPは，香港における今後のスポーヅ

シーンの演出にあたり，瞳要な地位をメ,めるであ
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ろう．来るアテネオリンピックや2008年の北京オ
リンピックにおいて，おそらく世界の舞台で通用
する香港アスリートをどのようにサポートするか，
HKSSEPの力量とその存在意義が試されることに
なる．香港のスポーツ競技は,一部で成功を収めて
いるものの，率直にいってやはり立ち遅れている

といわざるをえない.現在のところHKSIや各大学

竿でエリートアスリートに対するサポート体制が
整っており，香港のスポーツ科学も決して見劣り
するものではない．しかしながらここ数年,香港経

済の不景気のあおりを受け，スポーツ強化に対す

る政府予算の削減を余儀なくされている．さらに

スポンサーの減少や認定コーチの不足もあいまつ

一コーチーアスリートに対する教育プログラムやL7

テクニカルサポートについても支障をきたしつつ

ある．このような逆風のさなか,スポーツ科学の発

展を目指す第3者機関としてのHKSSEPが,コーチ

やアスリートのためのハイレベルな強化プランや

教育プログラムを側面から支援していこうとする

そのチャレンジ精神には，目をみはるべきものが

ある．すでにHKSSEPの未来の青写真が示された

かたちとなったが,HKSSEPが将来的にどのよう

に評価されるかは，スポーツ心理学者達を中心と

するスタッフの熱意にかかっている．

駁後になるが,在外研修中,大学の恩師である東

京成徳大学の市村教授より「学会案内のところに，

HKのスポーツ心理学会立ち上げの様子など投稿し

てくれませんか？アジア・スポーツ心理学会の予

定など分っていることがあったらお願いします．

アジアの情報は貴重です」とのメールをいただい

た．グローバルなキャリアと豊かな国際感覚をも

ちつつも‘とりわけアジアのスポーツ'L､理学の動

向に高い関,L､をもつ同氏からの要請が，今回の投

稿のきっかけとなった事を付記しておきたい．
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国際スポーツ心理学会(ISSP)関連情報

近藤明彦（慶應義塾大学,ISSPManagingCouncilMember)

来年夏,ISSP第11回世界スポーツ心理学会が

オーストラリアのシドニーで開催されます．本稿

では，次年度の大会に関するインフォメーション

と国際スポーツ心理学会(IntemailonalSocietyof

SportPsychology:ISSP)について報告します．

ISSP第11回世界スポーツ心理学会(オーストラリ

ア・シドニー）

ISSP第11回世界スポーツ心理学会は，国際ス

ポーツ心理学会ISSPが4年に1度開催する学会で

す．これまでに，イタリア・ローマ(1965),アメ

リカ・ワシントン(1968),スペイン・マドリッド

(1973),チェコスロバキア・プラハ(1977),カナ

ダ・オタワ(1981),デンマーク・コペンハーゲン

(1985),シンガポール(1989),ポルトガル・リス

ボン（]993)，イスラエル・テルアビブ(1997),ギ

リシャ・スキアトス(2001)と世界各地で10回の

大会が開催されてきました．学会創立から40年目

ISSP11#hWorldCongressof
SpoRTPSYCHOLOGY

ヰ

ム

蕊
サ

15～19AUgusl2005
SYDi､IEY-AUSTRALIA

～

の次回ISSP第11回仙界スポーツ心理学会はPro-

motingHealth&PerformanccforLi化のテーマのも

とにオーストラリアのシドニーにおいて，2005年

8月15日から19日の間開催されます．

シドニーでの学会では次のようなプログラムが

組まれています．まず，キーノートスピーカーに

は，スポーツ,し､理学の様々 な分野を代表する著名

な研究者を世界各地から招いています．予定きれ

ている研究者はDr.CarolS.DWcck,Dr.Sandy

Gordon,Dr.BradHat｢icld,Dr.DanLanders,DrFranz

Mechsncr,Dr.NancltcMutrlc,DrKarlNewell,Dr.

KenRavizzaです．また，学会発表の分野について

は，次のようなトピックスで募集されています．

PerlbmlancePsyChology,Mood&Emotion,Lile_span

developmentissues,Heallh&Wellbcmg,Psychophysi_

ologyofspori&cxcrcisc,SocialPsychologyofsporl

&exercise,Counscling&Psycholherapy,MoIorCon_

trol/Learning,Divcrsilylssucs,Psychologyof

Coaching,Psycho1ogyoi.Ofilciaimg,Rescarchmeth_

ods/mcthodology等です．

現在（2004年7月1711)の時点では，学会開催

のセカンド．アナウンスメントが出たところです

が，参加徴用等に間する1;"IIはまだはつきI)して

いません．次会大会組織委員会のチエアーである

TonyMor鵬によるとUS$4()()を超えることは無い
だろうとのことですが,ISSP会員にはディスカウ

ントがありますので後述のISSPについての情報を

参考にして下きい．また，‐セカンド・アナウンスメ



ン卜によるとCI()1,111gd(llcl.01･PilpcrSubml"ionが

2004年11月1911(tLAcCCI,1unCCNolil.iCaliOnfOr

Papcrが2005年2117II(ノい上な．』ています．よ

{7詳しい情報はhllp://wwwj､叩2()()3com/に‘把赦き

れる予定ですので，地｣|§伽I地I､~善い．また．この-サ

イトからは賓料踊求のための篭緑浮も州来ますの

でご活用下さい．

国際スポーツ心理学会(ISSP)について

国際スボーソ,L､蝿'.j::2f(ISSP)はイタリアのアン

トネリ(FAnlonclll)らの提IIHによI),1965年イ

タリアのローマにおいて弟IIIIIIKI際スポーツ心理

学大会を開催したのをき＝』かけにI没､〉:されました．

この大会にH水からは,'if松111満ﾘ)光′tらが出席さ

れおり，松｢1I先′'三は1973年の第31111ﾉ＜会（マドリッ

ド）で理事に選出きれています．その後1981年の

第5回大会で藤IIIIIJI先'l.が蝿撫に選出され，膿田先

生はその後，副会睡（'989年)，会腿（'993年）を

歴任され2001fl暑までISSPのMCメンバーとして満

躍されました．20()l年からはへ巾老が蝿I;に選出ざ

れ現在に至っています．

ISSPの活動の口的の‐つは,fllt界のスポーツ

心理学の発展のための組織作↓）を促進していくこ

とがあげられています．本分f:|・会のメンバーの多

、_／

ISSPLOGO
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くが会員となられている日本スポーツ心理学会

(JSSP,1973年設立）もISSPの要請の働きかけが

その発端の一つでした．1979年の日本スポーツ心

理学会大会では日本でISSPのマネージング．カウ

ンシルが開かれた際には当時のISSP会長のバネッ

クらを迎え｢国際スポーツ心理学シンポジウム｣が

開催されています．さらに,1988年にはアジア.南

太平洋スポーツ心理学会(AsianSouthPacificAsso-

cialionofSpoIPsychology,ASPASP)が藤田先生を

中心に立ち上げられ，初代会長に就任されました．

2代目の会長は猪俣公宏先生が勤められ,現在堤義

彦先生が理事を務められています．

さて,ISSPのメンバーになると幾つかの特典が

あI)ます.まず,年2回発行されるニュース．レター

を受け取ることが出来ます.また,先に述べた学会

大会参加識のディスカウントや，オフィシャル．

シ．ヤーナル(ThelnlernationalJoumalofSportand

ExcrcisePsychology:昨年度からオフィシャル．

ジャーナルが変更になりました）・ISSPが編集する

蟄籍(TheHandbookofResearchinSporlPsychology、

ThcHandbookonAppliedResearchinExerciseand

Sport,ThepracllceofSporIPsychology等）のディス

カウントがあります.ISSPのオフイシャル．ジャー

ナルは昨年度からドイツの出版社MayerMayerが発

行するものに変わっていますが通常90US$または

90ユーロが70US$または70ユーロとなります．

個人会賀は年収によって違いますが日本の場合1

年間USS40(年収US$30､000以上の場合）になる

と思います．学生会員は1年間$l0です．また,4

年分を1度に払う場合25％ディスカウントの制度

(USS160がUSS120,学生会員の場合USS40が

US$30になる）もあります．

ISSP会員になるには専用の申し込み用紙に必要

事項を記入しバンク・チェック（銀行で作ることが
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出来ます）と一緒に「Kie"/7HenSC/7e"Universityof

UtahDepartmentofExerciseandSportScienceSalt

LakeCity,UT84112｣に郵送するかインターネット

上から申し込みを行いクレジット・カードにより

支払う方法があります．詳しくはISSPのオフィ

シャル・サイトhttp:"www.issponline.org/を御覧下

さい．

また,ISSPJiaASPASPと深い関係を持つ日本ス

ポーツ心理学会(JSSP)の活動についてはhitp://

www.jSSpjp/で御覧になれますのでこちらも是非御

覧になって下さい．

ISSP入会等に関して質問がある方は，筆者

(akihiko@hccc.keio.ac.jp)に直接ご連絡頂ければお

答えできますのでご連絡下さい．



I ■－－一二

Vll.日本体育学会第55回大会案内

信州大学

2004年9月24B～ 26日



1

日本体育学会第55回大会（信州大学）の内容

プレセミナー

「1時：9月23日（木)15:00～17:00

会場：工学部講義棟102講義室【K102】

テーマ：少年期の運動経験がこころの発達に及ぼす影響

司会：和田尚（京都教育大学）

話題提供者：城後豊（北海道教育大学）

指定討論者：山本裕二（名古屋大学）兄井彰（福岡教育大学）

※詳細はP.89-90を参照

2．キーノートレクチャー1

日時：9月24日（金)13:00～13:50

会場：工学部講義棟102講義室【K102】

テーマ：イメージトレーニング再考

司会：石井源信（東京工業大学）

演者：猪俣公宏（中京大学）

※発表内容は特別寄稿1(P7-9)を参照

3．キーノートレクチヤ－2

日時：9月24日（金)14:00～14:50

会場：工学部講義棟102講義室【K102】

テーマ：脳科学と力学系を運動学習する

司会：山本裕二（名古屋大学）

演者：平田智秋（理化学研究所）

※発表内容は特別寄稿2(P.10-14)を参照

4． シンポジウム

日時：9月25日（土）09：00～11:20

会場：工学部講義棟102講義室【K102】

テーマ：こころの成長・発達と身体活動

司会：阿江美惠子（東京女子体育大学）

－これからの体育の課題一

士屋裕睦（大阪体育大学）
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演者：生田香明（大阪大学）

今子どもの身体にどんな変化が起こっているのか

吉田伊津美（福岡教育大学）

幼児の運動能力と遊びの実際，その発達の意義

平井タカネ（奈良女子大学）

身体を通じたこころの治療，自己表現

※詳細はP.91-94を参照

5．口頭発表

日時：9月24日（金）09：00～

9月26日（日）09：00～

会場：工学部講義棟102講義室

11：40

11:20

【K102】

6．ポスター発表

日時：9月25日（士）13：00～15

9月26日（日)11:30～12

会場：総合研究棟6F学生実習室

：00

：30

【T601】

今
云
ｐ
Ｈ
〈
云

総7

時：9月25日（土)11:30～12:00

場：工学部講義棟102講義室【K102】

8．理事会

日時：9月24日（金）11：50～12：50

会場：工学部講義棟102講義室【K102】
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プレセミナーの開催

本専門分科･会は，分科会活動の活性化に向けて積極的に取り組んでいるところです．
このたび，その一環として，日本体育学会第55回大会（信州大学）の前日に，分科
会主催のプレセミナーを開催することとなりました.多数のご参加をお待ち申し上げま
す．

テーマ「少年期の運動経験がこころの発達に及ぼす影響」

趣旨：昨今，長崎での同級生殺人事件のような，児童による理解し難い痛ましい事件が
多発しています．私たち「体育」という教育の一端を担っている者にとって，児
童の「こころと身体」の発達の歪みが，その想像の域をはるかに越えたものであ
ることと，いかに「生の児童」を観ていなかったかを痛烈に感じさせる事件でし
た．今後も，このような事件が起きるのでしょうか．
先の指導要領の改正では「体育（運動）の機能を見直す」ということで，心と
体を一体ととらえ，「体ほ〈"しの運動」が位置づけられました．そして，こころの
発達に必要な運動経験を明らかにし,体育授業でどのような教材をどの発達段階
で用いるのか，またどのような教材開発が必要なのかが,現場で論じられていま
すが，現実の問題は何なのでしょうか．
このようなときこそ，私たちは教育の現場を直視し，児童の「こころと身体」
の発達に「体育（運動経験)」が及ぼす影響を，体育科教育の現場的事象から再考
することで，体育（運動）の心理的機能を見直すことが必要だという気持ちから，
下記のセミナーを企画しました．

文責：企画委員会荒木雅信

＜講師紹介＞

教

北海道教育大学札幌校授業基礎開発系教育実践専攻教授

青研究センター長併任

日本体育学会評議員・編集委員・体育方法専門分科会世話人･日本スポーツ方法学会理報艮，日本体育学会評議員・編集委員・体育方法専門分科会世話人
研究テーマ（授業論.指導論を中心に）
保健体育に関する授業研究．授業分析
野外教育における教育プログラムの開発及び教材開発
水泳の史実的考察と指導プログラムの開発及び教材開発
･研究内容
保健体育の授業に関わる教材解釈の視座を明らかにし，その内容と構想をもとに授業の科
学化を展開している．主に，教材を生活・文化・地域のプログラム内容から開発を試み，実
践を通して指導法の改善改革を進めているいわゆる授業研究や授業分析の実践的研究であ
る．特に，運動やスポーツの文化的な価値を史実的に捉え，技能思考と活動思考の二説の総
合補完機能を授業で明らかにする．具体的には，考えて上手くなる「できてわかる授業」の
分析的研究である
また自然体験学習のプログラム開発や｢水と人間｣をテーマとした自然体験型の授業内容や
授業システムの開発を,志向している．主に，地域自然のフィールドを教材化したり，史実的
な運動・スポーツのルーツを明らかにし，教材内容や学習指導過程の段階的指導法を開発し
ている．また，連動・スポーツのウエルネス的な効果的指導法を実践化している．
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ブレセミナー発表抄録

少年期の運動経験がこころの発達に及ぼす影響

一体育授業のあり方を求めて－

城後豊（北海道教育大学札幌枝）

【授業研究研究授業・授業分析教育実践】

少年期は,児童中期から前青年期の期間であろうが,一般的には児童期に当たる男j'一を桁しているこ

こでは小学校や中学校の就学する児童生徒としてとらえる．この期の子どもたちは自Ljill,L､的な未分化

から脱して客観的な認識や思考ができるようになり，あらゆる事象に興味・関心を持つ時期といわれて

いる．いわゆる’こころも体も変化する「思春期」を迎える時期でもある．この時期の特徴として，例

えば，①知識習得が旺盛②仲間関係も活発になり集団への忠誠L､が生じる．3組織的集団をつ<I),

ルールのあるゲームを楽しむ．④身体活動は敏捷で柔軟である．⑤男女間は表面的に反発的であるが必

ずしもそうではない.など,学習するには最も適した時期であり，とりわけ，身体活動の伴う体育･スポー

ツに関わる教育的な学習環境を整えれば，大きな学習成果をあげることができる．その【･'1,し､となる教科

体育の研究対象として「授業」に着目することができる．そこでは，心と体を体としてとらえる観点

から「よい授業とは，何か」あるいは「できてわかる授業とは，何か」なと』の手がかりをつかむ教育実

践に取組んでいる．

これらの教育実践では，教科学習の授業改善として「何を，いつ，どこで，学:ふのか」を課題とした

｢学習の適時性」を考究している．その授業研究では，教材と子どもたちを対･象とした「学習者のレデイ

ネスの研究」や，主体的な学習を進めるための「学習課題の最適化」を図る効果的な授業スタイルなと．

が検討される．また，学校や研究諸団体が組織的に取り組む研究授業がある．そこでは実験的授業より，

むしろ日常の教育計画に基づく実践的な授業の効果や指導法について検討され，授業の-一般化普遍化

を問うことが多い．特に「授業の技術」や「学習の条件」など，学習指導のあり方や成果を求めている．

さらに，授業では，効果的な学習を進めていくための「授業評価のあり方」が問題になる．その授業

では限られた時間の中でカリキュラムを消化するのではなく，確実な評価による「授業の妥当性」の分

析が要求される．いわゆる「よい授業」を進めるための測定・評価による客観的な授業分析が不可欠で

あり，実践研究の要件になっている．

そこで，本プレセミナーでは，保健体育科教育あるいは学校体育の中心となる「体育の授業」に着目

し,体育科教育の今日的課題である教育実践による｢授業のあり方進め方｣について若干の報告をする．

具体的には，児童生徒たちの心と体を一体としてとらえる授業の中から「泳ぎ」の教材解釈と授業研究，

｢基本の運動やケーム」の基礎基本的な内容と研究授業，「生活・自然体験学習」による学習指導の分析

などについて紹介する．

その事例的な教育実践の再考の視点は，次の通りである．

(1)各運動スポーツの「教材解釈と学習の効果」

（2）基礎基本としての「学習内容の適時とその指導」

（3）生活・自然体験学習による「知覚的な学習とその指導」
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司会阿江美恵子（東京女子体育大学）

土屋裕睦（大阪体育大学）

1．はじめに

人間の,心の発達で亜要なことは他者との関係の中で

自分の心を理解することである．これは集団社会行動を

特性とする人間が身につけなければならない重要な認識

である．

つまり身体教育の場である集団は、社会性の発達を

促すトレーニングの場である．集団での位置の認識（優

位劣位)、対人コミュニケーション術、「目には目」を知

る攻撃性、向社会的行動（援助）は大人の必須アイテム

と言ってよいであろう子と:もを社会の場に直面させる

ために、身体活動は最適な内容であるなぜなら身体活

動は子どもの基本的欲求であり、他者の行動を目で確認

することができ、身体の優劣を認識することができるか

らである．このように優れた材料である身体活動力覗代

の子どもの生活から減少することが指摘きれて久しい．

2，子どもの身体感覚

科学の発達は私たちの生活を豊かにしたが、人間と

いう生物の基本的な行動枠性はそう簡単に変えることが

できない．しかし、身体という入れ物を持った人間は、

近年、生きとし生けるものであることに目をつぶろうと

しているかのようである．食べる、排泄する、汗をかく、

体臭がある、太る、痩せる、痛い、痒いなど、毎日の生

活の中で繰り返して自分の生理的な変化に接することで、

自分の身体とのつきあい方を学ぶはずであるが、ここの

部分でちょっとした異変が起きているのである．学校で

トイレにいけない子どもの増加や、ハエや蚊を怖がる、

動物に触れない、泥まみれになれない子ども、また極端

な清潔好きは、平和共存してきた微生物との関係を壊し

てしまっている．入れ物である身体意識の希薄さは、自

分の身体を傷つけることでしか自分を実感できないとい

う社会病理も生む．

そのような子どもの生育環境で子どもの身体に何が

起こり、それがどのように心に影響しているのであろう

か．体育・スポーツはどこに焦点を当てれば子と“もの発

達に寄与することができるのだろうか．そして、心理学

の研究はそれに何か答えを出すことができるのであろう

か．

3．シンポジウムのテーマ

身体を動かすことで私たちは何を知るのか、という

ことを直接確認することはそれほど簡単なことではない．

実は心は私たち自身をだますのである．大人になればな

るほど私たちはだまされていると言えなくもない．何と

かだまされないためには、客観的なデータと関連する事
象との整合性を探るしかない．

このシンポジウムでは、心の発達と連動する身体活

動に焦点をあて､子どもの動作､子どもの身体活動環境、

社会とのつながりを失った身体、という3つの観点から

3人のシンポジストに身体活動に関わるデータの紹介を

して頂く．身体活動力沁に与える影響について改めて考
え、身体活動の意義を議論していきたい．

4．シンポジストの発表内容

3人のシンポジストには以下のテーマを中心にまとめ

て頂いた．

生田氏（大阪大学）には、小学生の指が地面に十分

接していないという調査結果を議論の出発点にして、こ

のような身体の変化を生み出す環境について理解を深め、

体育の重要性、とりわけこころの発達に与える影響など

について、触れていただく．少し前の日本人はどっしり

と腰が座っていたのに、踏ん張れないことがどのような

身体の変化を生み出すのか、また、身体の軸のさだまら

ない子どもに社会生活上の問題が生じていないかを論じ

て頂く‐

吉田氏（福岡教育大学）には、全国の幼稚園で測定

された幼児の運動能力テストの結果と幼児の運動環境に

ついてデータを示していただき、現代の子どもの身体能

力についての問題点を指摘して頂く．さらに、教育環境

として幼稚園を考えて､幼児の発達について論じて頂き、

心への影響を考えたい．

平井氏（元奈良女子大学）には、ダンスセラピーを

通して、身体認識の獲得の様子を紹介して頂き、身体活

動の発展とともにどのような心理的な変化が生じるか、

そこから身体と心との密接な関わりを議論して頂く．

以上の内容から、体育が心の発達へどのように関わ

れるかを議論したい．
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体育心理学専門分科会シンポジウム「こころの成長・発達と身体活動」－これからの体育の課題一

子どもの身体にどんな変化が起こっているのか
《
ヲ

生田香明（大阪大学健康体育部）

範囲にあり、学年があがるにつれて重,L､が前方に移る

傾向は見られなかった。また女子でも男子と同様に

学年があがるにつれて重心が前に移る傾向は見られな

かった。足圧分布を見ると、男女共いずれの学年にお

いても、体重の多くが踵にかかっているものが多数見

られた。

1．緒言

今から40年程前の1965(昭和40)年頃に､青少年の｢背

筋力が落ちた」「持久力が落ちた」と社会で大きな話題

となった。これが子どもの「体」と「心」の健康問題が

深刻になっていく発端となった。その10年後の1975(昭

和鋤年頃に「無気力」「無感動」「無関心」の子どもが
目立ち始めたのである。そして、それらは解消されるとﾞ

ころか、不登校やひきこもりの子どもを増やす根底にな

った。さらに、その5年後の198Ⅸ昭和55)年頃に小学

生の跳．投能力の低下が始まり、一方で「非行」「家庭

内暴力」「校内暴力」が頻発するようになって、子ども

が荒れてきたのである。同時に、小・中学校で不登校児

が急増した。これによって、非行や暴力をふるうなど反

抗的で落ち着き力無い子どもが増加するとともに、不登

校やひきこもりなど無表情で元気がない子どもが増加し

て、子どもの二極化が進行した。なぜ、子どもがこのよ

うに変わってきたのか。

本研究は、この40年間に子どもの「体」の発達に異

変が起きたことをこれまでに得られた客観的データで明
らかにするとともに、それを起こさせた要因の分析を行

うことによって、それが「心」の健康に深刻な影響を与
えていることを明らかにすることを目的とした。

4．考察と繧甫

本研究の結果は、殿近の幼児・児童は、直立姿勢で腰

や膝の関節が伸びきらず重心が後ろへずれ、足趾(指)が
床を加圧しにくかったり､床から浮きやすくなっており、

足の構造と機能の発達に異変が起きていることを示して

いる。

足は、体の中で餓も複雑な力学的擶造をもち、人間が

立つ、歩く、走る動作を合理的に行えるように出来てい

る。人間はこれらの動作を生後l～2年で獲得し、3－－5

歳でそれらの能力を飛躍的に発達させる。その発達の過

程で3～4歳の幼児は休む暇がない程走り回って遊ぶ特

徴をもっている。それは足の櫛造と機能の発達の基礎づ
くりに欠かせない。

また、それらの動作は単純な全身動作であるが、非常
に多くの筋肉を使い、さらに多くの感覚器から姿勢調節

と運動修正に必要な情報を収集・分析するために大脳の

働きを必要とする。これは大脳皮質の運動野と感覚野の

急激な発達を促し、それが8歳前後に巧みな全身動作が

最もよく発達する基盤になる。その発達には、前頭前野

の発達が関係し、それは全身運動を繰り返すことによっ

て前頭前野に巧みな全身動作を行うための時間的、空間

的パターンが形成されて適切な行動プログラムが作られ

るからである。前頭前野は他にも集中力・忍耐力などの

重要な働きを担っている。しかしながら、集団で走り回

って遊ぶ生活環境や身体活動を奪われた幼児・児童は、

足の構造と機能の発達に異変を起こしているだけでなく、

大脳皮質の運動野と感覚野にとどまらず前頭前野まで発

達不足を起こしているのである。さらに、彼らは夜更か

しの蔓延や陽光下の戸外での身体活動不足などが情動脳

の視床下部にある生体リズムを調節する視交叉上核の神
経細胞の働きを低下させ、彼らのエネルギー発動や意欲

を低下させているのである。

結論として、最近の幼児・児童は、集団で走り回って

遊ぶ生活環境や身体活動が奪われたために体の発達が阻

害され、それが大脳の多くの機能の発達不足を招いて、

心の発達が阻害されて深刻な社会問題を引き起こしてい

るのである。

2．実験方法

被験者は大阪府下の同じ幼稚園の5歳男女53名。お

よび小学校3校の6歳から11歳の男児152名と女児185

名であった。幼児においては、竹井機器社製の透明ガラ
ス板フォースプレートの下にビデオカメラを設置して

30秒間の安静直立姿勢時の足裏を撮影し、足趾(指)の接
地状態を調べた。この測定は’年後に6歳になった同時

期にも行われた｡児童においては､Rsscan社製のfooiscan

足底圧計測システムを用いて安静直立姿勢時の足圧中心

(重心)位置(踵を基準にして爪先までの割合)と足圧分布
を測定した。

3．実験結果

l)幼児の安静直立姿勢における足趾(指)の接地状態:5

歳の時に測定された結果は、53名のうち丸7％が十

本の足趾のいずれか(最も多かったのは第五趾で、次

いで第二趾、第一趾の順であった)が、床に接してい
なかった。そして、彼らが1年後の6歳児になっても

それがほとんど改善されなかった。

2）児童の安静直立姿勢における足圧中心(重心)位置と

足圧分布：6歳児から1l歳児までの重心位置は、男
子では踵から35.8%(I年生)から39.4%(3年生)までの
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幼児の運動能力と遊びの実際、その発達の意義

吉田伊津美（福岡教育大学）

1．最近の幼児の運動能力

幼児の運動能力検査(東京教育大学体育心理学研究室
作成)は､19砺年よりほぼ10年間隔で行なわれてきた(松
田ら1975,近藤ら1987など)。これによると、1986年
をピークにl997年では男女児とも全ての年齢で顕著な
低下が見られた。そして、その後初めて5年振りに行な
われた2002年においては、前回と比べて大きな変化は
なく、最近の幼児の運動能力は依然として低い水準であ
るといえる(森ら2003,杉原ら2004なと)。
この運動能力低下の背景には、遊びの変容、すなわち
運動遊びの減少や質的な低下が考えられる。また、子ど
もをとりまく物理的な環境や心理社会的な環境が子ども
の遊びにも影響を及ぼしており、これらの要因力漣動能
力の発達と関わっているとされている。

2．家庭環境と運動能力
家庭環境では、住宅形態(一戸建て＞集合住宅：運動
能力の高低を示す○以下同楠や集合住宅住居階層(低層
階＞高層階)などの住居の他、家庭にある遊具の数(多い
＞普通＞少ない)や近所の遊び場(安心して外遊びさせる
場所がある＞ない)によっても幼児の運動能力に差が見
られ、いずれも運動能力の高い群が、運動遊びの機会、
戸外遊びの時間や頻度が多くなっている。また、きょう
だい(3人以上＞2人＞1人)、家族構成(3世代以上＞核家
陶、よく遊ぶ友達の数(3人以上＞2～3人>1人)によっ
ても運動能力に違いが見られ、大人も子どもも含めて関
わる周囲の人の数が多い環境であるほど、運動遊びの機
会や頻度も多い。さらに、将来子どもをスポーツ選手に
させたいと思っている親ほど子どもの運動能力は高く、
住宅形態や遊び場などの家庭における物理的環境や親の
期待、きょうだいなどの心理社会的環境が、幼児の運動
遊びの機会を介して運動能力の発達に影響していると考
えられる(吉田ら2(X)4a)o

3.保育形態と運動能力
運動能力の発達は、直接的には運動経験が関係してい
る。そのため、運動する機会の多い方が運動能力は高く
なると考えられる。しかし、園での保育活動と運動能力
との関係では、保育の一環として運動を多く取り入れて
いるよりも、まったく行なっていない園の方が運動能力
は高く、また、保育形態が一斉保育の方が自由保育に比
べて保育の中に運動を多く取り入れているものの、自由
保育の方が運動能力が高いことが報告されている(吉田
ら20mb)。これらのことは一見矛盾しているようであ
るが、実際はその内容に問題があると考えられる。すな
わち、運動指導の場や一斉保育では、クラス等での全体
での統一した活動が中心となる。その指導では、説明し
たり、順番を待ったり、クラス全体としては活動してい

るようではあるが、個人としては実際の活動や運動量が

それ程多くないことが考えられる。これに対し、特に運

動指導を取り入れていない自由保育を中心とした園は、

子どもの自由な活動の中で、存分に体を動かす機会力確
保され、運動能力の発達にも貢献していることが考えら

れる。

4．保育者の特性と運動能力

一斉に同じことを同じ方法で行なう一斉保育に対し、

子どもの自由な活動を尊重するという理念に基づく自由

保育では、保育者の存在は大きく、担任の特性により幼

児の運動能力に差が見られる。すなわち、担任保育者が

女性よりも男性の方が､過去の運動経験がより長い方が、

運動が得意であると思っている方が、そうでない担任の

クラスよりも幼児の運動能力が高かった(吉田ら未発

表)。子どもは保育者が一緒になって遊んだり、動いた
りすることでよりその活動を増幅させて行なう。したが
って、これらの特性をもつ保育者は、より活発に活動的

に保育を行なっていることが考えられ、保育者のこのよ

うな特性が幼児の運動能力に影響を与えているといえる。

5．幼児の運動遊びと自己概念

運動遊びを普段多くしている子どもは、運動遊びに対
する有能感を高く持つようになり、高い運動有能感を持

つ子どもは、身体を活発に動かしいろいろな遊びに主体

的･積極的に取り組むだけでなく、自己主張ができたり、

向社会的行動が高いなど日常場面においてもポジティブ
な行動傾向にあるという関係が示されている(吉田・杉

原20位)。すなわち、幼児期においては、運動遊びなど
の直接体験する行動と自己概念の形成とは密接な関係が

あり、運動遊びが身体面や運動面の発達のみでなく、自

己概念の発達にも影響を及ぼしている。保育形態によっ

て運動量が異なる可肯誰があり、一斉保育では自由保育
に比べて運動能力力抵い傾向にあることを述べたが、そ

の影響は運動発達だけの問題にとどまらない。一斉保育

では指導の効率という保育観から、指導者中心の活動を

「○○遊びlと称して全体で行なっていることがほとん

どである。しかし、その活動が子どもにとっては｢遊び」
となっていない場合力沙なからず見られる。活動のみを

与えられて、無理やりやらされた、嫌々 やらされた、競
争や上手下手を強調されたことにより、運動が嫌いにな

ったり、無力感を形成してしまうことがある。そうなる

と、運動遊びに回避的になり、ますます運動の機会を失

い、運動発達が促されなくなるだけでなく、自己概念の

発達への影響も危倶されるのである。

付記：文部科学省科学研究費（基溜研究B:課題番号14380013)に
よる研究の一部を含む
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身体を通じたこころの治療、自己表現

平井タカネ（元奈良女子大学）

1．はじめに

自家用車の普及をはじめ交通機関の発達や食生活の変

化など、さまざまな生活様式の変化や人生観・価値観の

変化に伴い、私たちの身体と精神の在りょうが変わって

きていることは確かといえよう。なかでも子どもたちの

身体的変化は著しく、1979年と19"年の日本体育大学

正木教授らによる「子どものからだの調査」結果をはじ

めとする幼児や児童生徒の「からだがおかしい」という

多くの報告は、教育現場に強い衝撃を与えた。それから

約20年を過ぎた今日、それは「からだのおかしさ」に

とどまらず、子どもたちのこころにも深い影響を与えて

いることを認識せざるを得ないといえよう。

体育という身体や身体活動に直接関わる私たちは、今

日の子どもたちの日常に見られる「こころ」に関する問

題や課題が、「こころの教育、こころのケア」という言

葉を声高に強調することでは必ずしも充分でないことを

直感しているのではないだろうか。すなわち、子どもた

ちの身体と身体活動をこそ通してようやく解決の糸口を

見出す可能性がみえるのではないかという思いなのであ

る。

筆者の体験に子どもの症例は多くないが、いくらかの

事例報告を通して、これからの体育の課題と展望につい

て参加者とともに考えたいと思う。

2．身体の近接、ふれあい

体育の場力弛の教科活動と最も異なるのは、身体の近

接やふれあいが多いことであろう。それが闘争・競争的
あるいは協同・親和的であっても、創り出される身体関

係が自己への挑戦、相互の許容性、直接的でダイナミッ

クで非日常的なコミュニケーション性などを含んでいる

ことを重視し、（遊戯）療法的に活用することが可能で

ある。

3．イメージと「こころ」の表現

イメージする力は、現実の時空間を超えて新しい世界

を目前に繰り広げてくれる。この想像された創造空間に

心身を遊ばせるとき、日常生活で抑圧している腿いや

感情」がふと流れ出す。その意味への気づきが、自己発

見と成長を促す契機となる可能性を含む。

4．ユーモアと笑い

リズム運動やダンス、特に日本の盆踊りなどの輪踊り

は老若男女が自由な形で輪を作って踊られる。手振り身
振りの所作の上手下手はほとんど問題にされない。むし

ろ動作を間違える、隣の人の足を踏むなどの間違いや失

敗が、笑いと共に許容される世界である。人は一つの輪

を構成する存在であることに心地よさと充実感を覚える

のである。また、鬼遊びなどのケームもスポーツ運動ほ

ど勝敗が重要視されることがなく、｣L､地よい緊迫感を伴
う笑いが弾ける､解放間のある楽しい時空間といえよう。

5．身体の機能快とカタルシス

スポーツやケーム、そしてダンスやリズム表現は日常

生活の規則や制約とは異なるルールで進行する｡それは、

日常の関係性と日常の心身を解き放つ力を持つといえる。
精一杯のスポーツやリズム運動を通して、子どもたちは

伸びようとする身体的機能快を満喫し、心身の浄化を通
して人間社会における自己と他者存在を肯定し成長する
のではないだろうか。
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事務局報告

平成15年度事業報告（平成14年総会～平成15年総会）

1。日本体育学会第54回大会体育心理学専門分科会関係（於：熊本大学）

1）一般研究発表

11頭発表(C301,E107,法文B2,法文B3)およびポスター発表(E301)

H時：、F成15年9月26日（金）～28日（日）

発表数：平成15年度56"(口頭発表20題；ポスター発表36題）

（備考：平成9年度52題；平成10年度46題；平成11年度54題

平成12年度44題；平成13年度49題；平成14年度45題）

2）キーノート・レクチャー

＜そのl>

日時:15年9月26H(金)13:00～l3:50

会場：熊本大学（法文Bl)

テーマ：「体育・スポーツ心理学研究とUK法」

演者：船越正康（大阪教育大学）

司会：杉原隆（東京学芸大学）

＜その2＞

日時:15年9月26日（金)14:00～14:50

会場：熊本大学（法文Bl)

テーマ：「子どもにおける身体活動増強のための行動科学的アプローチ」

演者:_l二地広昭（早稲田大学）

司会：堤俊彦（近畿福祉大学）

3）シンポジゥム

日時:15年9月27日（土)09:00～1l:20

会場：熊本大学（法文Bl)

テーマ：「スポーツとコミュニケーション

－身体とことばをつなぐスキルトレーニングー」

司会：橋本公雄（九州大学）

演者：吉澤洋二（名古屋経済大学）

スポーツ活動におけるコミュニケーションと指導者の役割

柳敏晴（鹿屋体育大学）

野外教育におけるコミュニケーションスキルの獲得
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4）

杉山佳生（九州大学）

体育・スポーツにおけるコミュニケーションスキル

総会

日時：15年9月27日（土)11:30～12:00

会場：熊本大学（法文B1)

総会次第：

開会の辞事務局代表（西田保）

会長挨拶杉原隆

議長の選出杉山佳生氏（九州大学）を選出

報告事項

①平成15年度事業活動報告について

、日本体育学会第54回大会（於：熊本大学）の開催

・体育心理学専門分科会会報の発行

第15号（通巻第43号）を8月20日付で発行,640名の会員に配布

②役員の選出結果について

平成15年2月21日締切での投票結果，会長1名および理事12名が決定

された．

③理事会の開催について

平成15年9月26日に理事会が開催され，総会での群議事項について検

討された．

④その他

審議事項

①役員の選出について（追認）・・・資料l

平成14年の総会で，平成15年2月頃に役員選挙を実施し4月からは新

体制でスタートすることが承認されていた．これを受け，今年の総会に

おいて役員の選出が追認された．任期は，平成15年4月1日より2年

間である．

②平成15年度決算及び平成16年度予算案について・・・資料2

事務局会計担当より決算報告がなされ,監事から決算書が適正であると

の監査報告があった．また，予算案について資料に基づき説明があり，
いずれも異議なく了承された．

③平成16年度の事業計画について

・日本体育学会第55回大会（平成16年）について

信州大学にて開催予定で，一般研究発表（口頭・ポスター)，キー
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ノート・レクチャー，シンポジウム，総会，理事会などを企画するこ

とが承認された．

・体育心理学専門分科会「会報」第16号（通巻44号）の発行

広報委員会で編集方針などを検討することが承認された．

④日本体育学会学会大会のあり方について

学会本部から各専門分科会に問合せのある検討事項(事前審査制度を廃

止する，発表申込の締切を遅くする，共通テーマの合l司シンポジウムを

多くする）ことについて議論され，学会本部の意向を尊重することと

なった．しかしながら，学会大会の隔年開催については意見の一致は見

られなかった．

⑤その他

閉会の辞

2．理事会の開催

日本体育学会第54回大会期間中に，熊本大学にて理事会が開催された．議事録は以

下の通りである．

＜平成15年度体育心理学専門分科会第1回理事会議事録＞

日時：平成15年9月26日（金）午前11時45分～午後0時50分

場所：熊本大学大学教育研究センターC309

出席者：杉原会長，西田理事長，阿江，荒木，岡沢，工藤，鈴木，竹之内，土屋

橋本，山本，和田の各理事

欠席者：竹中理事

審議に先立ち杉原会長から挨拶があった．

＜審議事項＞

1総会司会および議長の選出について

西田理事長より，総会司会については事務局として西田理事長が,また議長には

杉山佳生氏（九州大学）に依頼するという提案があり，審議の結果承認した．

2.総会議題について

21報告事項

西田理事長より総会資料案に基づき,1)平成15年度事業報告として日本体育学会

第54回大会の開催についておよび体育心理学専門分科会会報の発行について,2）

役員選出結果について平成15年4月1日から2年間の会長・理事の選出結果と委
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3

員会の担当について，また3)理事会の開催について報告事項案が提案され，こ

れを承認した．

2.2審議事項

1)役員の選出について

西田理事長より，平成15年4月1日より2年間の役員を追認してもらうことを審

議事項とすることが提案され了承した．

2)平成15年度決算および平成16年度予算案について

山本庶務会計理事より，資料に基づき説明があり審議された．来年度以降の予算

案については,予備費の使い道について意見が出され,学会大会への外部講師の

招膀などについて企画委員会や学会大会委員会において今後検討することとし

た．

3)平成16年度事業計画について

a)日本体育学会第55回大会（平成16年）について

西田理事長から，第55回大会は信州大学（長野市）で平成16年9月24日から

26日までの日程で開催されることが報告され,例年通り口頭発表，ポスター発

表,キーノートレクチャー，シンポジウムを開催する予定であることが提案さ

れた．これに関して阿江学会大会委員会委員長より，できるだけ早い時期に内

容を決定したいが，スポーツ心理学会の企画等との関係でいま検討中であり，

意見･提案があれば出してほしい旨報告があった．シンポジウムに関しては近

接領域との合同開催が望ましいとの意見が出された.また口頭発表に関しては

今後全てポスター発表に移行する方がいいのではという意見も出された.また

これに関連して,荒木企画委員会委員長から,企画委員会の職務範囲が不明確

であるという意見が出され,種々議論の結果,研修会の開催や学会前後の企画

も含め学会大会委員会とも連携をはかりながら,今後専門分科会の活性化をは

かる方向で検討することとなった．

b)体育心理学専門分科会「会報」第16号の発行について

和田広報委員会委員長から，第15号の発行経過が説明され，第16号では口頭

発表の座長報告を削除し，口頭発表,ポスター発表とも傍聴記のみとすること

が提案され了承された.また今後特集を組み外部に執筆者を依頼することも念

頭に置いて会報の企画,依頼を広報委員会の方で進めることが提案され承認さ

れた．これに合わせて，製本，発送等の業務はこれまで通り事務局で行うこと

が了承された．

日本体育学会学会大会のあり方について

西田理事長から，日本体育学会学会大会の今後のあり方について学会本部から各
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専門分科会に問い合わせが来ていることが紹介された.具体的には事前審査制度

を廃止する，油題締め切り日を遅くする，共通テーマのシンポジウムを増やすこ

とについて議論され，これらを了承した．しかしながら，学会本部で検討されて

いる隔年開催といった方法には意見の一致は見られなかった．

議長：西田理事長，議事録：山本理事

3．体育心理学専門分科会会報第15号（通巻第43号）の発行

平成15年8月201-l付で発行し,640名の会員に配布した．

4．その他の事務局業務

平成15年度の主要な事務局業務として，以-Fの事項を遂行した．

(1)日本体育学会第54回大会専門分科会関連（於：熊本大学）

、第541i｣l大会専門分科会連絡会議への出席(H14.10)

･学会う．pグラムに関して学会大会委員会と意見交換(H154-9)

・発表総数56題（口頭発表20題；ポスター発表36題）のプログラム作成と

座長の推薦，当番大学への通知(Hl56)

・第55回大会専門分科会連絡会議への出席(HI59)

（2）日本体育学会専門分科会活動報告の作成と本部への報告(H15.4)

（3）新体制について各委員会理事と意見交換など(H15.4-9)

（4）会報第15号（通巻第43号）の原稿依頼，編集業務および送付(H154-8)

(5)H本体育学会関連業務
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速報

1・日本体育学会の役員選出について

体育心理学専門分科会選出の代議員選挙（平成17年4月1日から2年間の任期）

を，平成16年4月23日の締切で実施し（投票率:130%),得票順に学会本部に報

告しました．

2 体育心理学専門分科会役員の選挙結果について

体育心理学専門分科会会則にしたがい役員選挙(平成16年4月23日締切）を行い

ました．開票結果は以下の通りです（敬称略，得票順)．平成16年度のMIIj分科会

総会で承認を受け決定します．任期は平成17年4月1日から平成19年3"31日と

なります

◎有効投票数85票（投票率:133%)

＜会長＞杉原隆

＜理事＞ 西田保，中込四郎，工藤孝幾，石井源信，阿江美忠

岡沢祥訓，伊藤政展，山本裕二，橋本公雄，伊藤豐彦

j-,
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平成15年度決算報告

(自平成14年度総会至平成15年度総会）

＜資料1＞

○収支決算書

’ ｜予範l決範｜｜差額’款

収入の部

当期収入合計(A)

前期綴越収支差額

収入合計(B)

565，462

0

565，462

7301001

1，109，450

1，839，451

1640539

1，109，450

1，273，989

支出の部

当期支出合計(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)
支出合計

882，644

391，345

1．273，989

956，807

△391，345

565，462

1．839，451

0

1，839，451

○収入の部

款

・前年腰繰越金

・年度会没

・郵便貯金（利息）

・体育学会専門分科会補助金

'○収入合計〈B）

説明’｜予範 ｜決算｜｜

,1,109450］､1094501
1600‘00032,0001
1391

1130000132,5001

11,83945111,273,9891

》
０
部
郵
呼
》

1千円×608名

※会員数642

(舗入率947％）

○支出の部
Ｈ
一 項目

小計

印刷費

郵送料

発送作業代

原稿料（特別寄稿）

原稿料（研究室紹介）

原稿料（学位論文紹介）

原稿料（学会報告等〉

原稿料（海外情報）

原稿料（研究会紹介）

小計

謝礼（調師）

謝礼（傍聴記会報寄稿者）

専門分科会懇親会補助

文具、コピー‘発送業務・資料整理等

会員・評謹員連絡費

｜予算 ｜決算I差額l説明’

450,000578,981.128､981

304,521700部印刷

90，560638部発送☆

18,900

10,00010万×1名

10，00005万×2名

20n000O5万×4名

75!0000.5万×15名

25,0000.5万×5名

25，0000.5万×5名

250,000140,295109,705

100，295

40γ00005万×8名

0開催なし

100,00092,8187，182

100,00070,55029,450

900,000882,64417，356

939，451391，345548，106収入一支出

'1,839,45111273,98911565,462

款

分科会会報関連費用

－

・シンポジウム等関連経費

・事務局事務賀

・通信費

2-当期支出合計(C)

・予備賀(B)-(C)

○支出合計

△は超過

☆会員642名のうち住所不明者2名．事務局3を除く＋非会員1名

監事寺田邦昭

石垣尚男

会員数昨年度641名から1名墹

､ド成15年9月6FI

この決筑11ドは週IIであることを認めます
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平成16年度予算案

(自平成15年度総会至平成16年度総会）

＜資料2＞

○収入の部
一二ニニー

款

・前年度繰越金

・年度会費

・郵便貯金（利息）

・体育学会専門分科会補助金’

・当期収入合計(A)

O収入合計(8)

|前年度決算｜予算案｜差額｜’説明
1，109，450391，345718，105前年予備費から

32,000600000.568,0001千円×600名

39138

132，500130，0002，500

164，539730，001△565，462

1，27319891，121，346152，643

○支出の部

款

|､分科会会報関連費用

項目 ｜前年度決算｜予算案

|印刷費.郵送料,会報作成補助費等’578,9811450,000

差額

128981

説明

シンポジウム等関連経費

・事務局事務費

・通信費

.当期支出合計(C)

・予備費(8)-(C)

○支出合計

小計 ’140,295
謝礼（学会議師司会会報原稿協力者等）

専門分科会懇親会補助

シンポジウム打ち合わせ補助等

文具印刷費発送業務・資料整理等

会員・分科会役員連絡費等

92，818

70，550

882，644

391，345

1，2731989

250，000

100，000

100，000

900，000

221，346

1，121，346

△109，705

.71182

△29，450

△17，356

169，999

152，643

△超過

収入一支出



編集後記

会報第16号（通巻第44号）を会員のみなさまにお送りいたします．昨年度か

ら広報委員会が内容の検討と執筆者の依頼をすることになり，少し内容を変更

しました．具体的には，「特別寄稿」をキーノートレクチャーの演者に依頼する

こと，「口頭発表の座長報告」をなくしたことなどです．また本号からは第'0回

を契機に「研究室の紹介：研究室めぐり」を取りやめ，次号から「大学院紹介」

を新たに企画しています．会報のあり方については，会員のみなさまのご意向
をふまえ検討を加えることが大切です．忌憧のないご意見をお寄せいただきま

すようお願いいたします．

最後に,お忙しい中原稿の執筆をお引き受けいただきました先生方に対し,心

よりお礼申し上げますとともに，発行にあたりご尽力いただきました事務局の
先生方に感謝申し上げます．

広報委員会和田尚

－ －

育学会体育心理学専門分科会会報第16号（通巻第44号）日本体

発行
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日本体育学会体育心理学専門分科会事務局

〒464-8601名古屋市千種区不老町

名古屋大学総合保健体育科学センター西田研究室内

TBL:052-789-3952FAX:052-789-3957

名古屋大学消費生活協同組合印刷部
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